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II．景気の先行きに対する判断理由

　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○

商店街（代表者） ・今後については、プレミアム付商品券等の利用期間に入る
ため、季節要因を考慮したとしても、新型コロナウイルスの
新規感染者が頻発しない限り、全体的な景気は良くなる。た
だし、夜型飲食店など、業種によっては多少のばらつきが生
じることになる。

○

一般小売店［酒］（経
営者）

・政府による自粛要請の緩和、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンなどの効果から、今後の景気はやや良くなる。
消費者の自粛に対するストレスの反動も消費動向に良い影響
を与えることになる。

○

百貨店（売場主任） ・10月以降、前年の消費税増税を前にした駆け込み需要の影
響がなくなることがプラスに働く。新型コロナウイルスの影
響は続くため、厳しい状況は続くとみられるが、今後の景気
はやや良くなる。

○
百貨店（販売促進担
当）

・年末に向けて、家なか消費の拡大が期待できることから、
生鮮食品や加工食品、総菜、和洋菓子などの需要が増えるこ
とが期待できる。

○
百貨店（役員） ・現状、新型コロナウイルスの第３波が最も危惧される要因

であるが、今のところ、その兆しがみえないことから、今後
の景気は若干ながら回復する。

○

スーパー（店長） ・前年は９月に消費税増税前の駆け込み需要があった反面、
10月以降は消費が低迷していた。今年はそうした影響がない
ため、10月以降は前年以上の売上が見込める。また、春夏と
比べれば、学校行事や社会行事の少ない時期となるため、新
型コロナウイルスの影響を受けにくいとみられる。

○
スーパー（役員） ・新しい生活様式に人々が慣れてくることで、年末の帰省も

含めて、徐々に人の動きが活発になると見込まれる。そのた
め、今後の景気はやや良くなる。

○
家電量販店（経営者） ・前年と比べるとまだ厳しい面があるが、東京オリンピック

の開催を控えてテレビ需要の増加が見込まれる。また、暖房
器具などの季節商材の売上増加も見込まれる。

○
家電量販店（店員） ・新型コロナウイルスの影響が解消されることを期待してい

る。また、秋が深まり、気温が低下することで、暖房機の需
要が上向くことも期待できる。

○
乗用車販売店（従業
員）

・今後については景気が良くなることを期待している。ただ
し、車の販売については、冬に向かって下向きになるため、
やや心配している面もある。

○
乗用車販売店（従業
員）

・周りをみると、外食などの回数が増えてきている。また、
冬季に向けての準備などもあるため、今後については消費が
上向くことになる。

○
自動車備品販売店（店
長）

・新型コロナウイルスが落ち着いてきている雰囲気が出始め
ていることから、今後、客の行動範囲が広がり、消費が上向
くことになる。

○

旅行代理店（従業員） ・今後の景気については、新型コロナウイルスの感染状況に
大きく左右される面があるため、現状と変わらないことが前
提であるが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンを企業
や組織の団体旅行で利用するところが徐々に増えてくること
が見込まれるため、景気はやや良くなる。

○

旅行代理店（従業員） ・新型コロナウイルスの感染状況が拡大していないことが前
提であるが、首都圏のテーマパークで新エリアがオープンす
ること、10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで
東京が対象に加わることなどから、ほぼ道内需要しかない現
状と比べれば景気はやや良くなる。

○
旅行代理店（従業員） ・新政権の政策への期待もあり、今後、民間企業の動きや個

人消費が増えてくることを期待している。

○
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの動向次第だが、景気が良くなること

を期待している。

　景気の先行きに対する判断の理由について、その主だったもの及び特徴的と考えられるも
のを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
通信会社（企画担当） ・毎年秋に販売する人気スマートフォンに対して、客の注目

が集まり、購買意欲が上向くことを期待している。

○

観光名所（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響で、旅行を
観光にという風が間違いなく吹いている。実際８～９月の祝
日などでは、新型コロナウイルス発生以前と変わらぬ来客数
の日もみられた。こうしたことから、国内個人観光客の動き
がこれからますます加速することになる。

○
住宅販売会社（経営
者）

・まだまだ予断を許さない状況ではあるが、新型コロナウイ
ルスが終息して、今後に向けて景気が徐々に上向くことを期
待している。

□

商店街（代表者） ・世のなかが不安定とはいわないが、このような状況で景気
が上向いてこないことで、冬のボーナスが出るか不安になっ
ている消費者が多いとみられる。今後、出費を抑える傾向が
強まることを懸念している。

□
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの勢いが収まることを期待している

が、以前の状態に戻るまでには時間が掛かることになる。

□

一般小売店［土産］
（経営者）

・10月１日から東京がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンの対象に加わることから、人の移動が活発になる。ただ
し、秋から冬にかけて新型コロナウイルスの感染が拡大する
ことも懸念されるため、状況が一変することまでは期待でき
ない。そのため、今後も同じような傾向で横ばいのまま推移
することになる。

□
百貨店（営業販促担
当）

・新型コロナウイルスに対する警戒は冬も継続するとみられ
る。旅行や会合などの外出自粛が続くことになれば、衣料品
を中心に動きがみられなくなる。

□

スーパー（店長） ・インフルエンザが流行する時期に新型コロナウイルスの動
向がどうなるか予断を許さない状況にある。そのため、ワク
チンや治療薬などの抜本的な対応策が出てこない限り、景気
は下げ止まりの横ばい又は僅かな回復で推移することが見込
まれる。

□

スーパー（役員） ・様々な分野で行動規制の緩和が始まってから、当地では月
末時点の新型コロナウイルスの新規感染者数が増加傾向にあ
る。一時的に新型コロナウイルスに対する人々の防衛感が薄
まったことで、徐々に景気が悪くなるようにみえたが、再
度、人々の感染防止意識が強くなることで、今と変わらない
やや良い状態で推移することが期待できる。

□
乗用車販売店（経営
者）

・新車販売の先行指標である新車の受注量が９月も引き続き
前年の水準を上回って推移していることから、今後も現在の
好調な状況が続くと期待できる。

□

乗用車販売店（経営
者）

・漁獲量の低迷により地場産業である水産業が影響を受けて
おり、加工業や運送業にもその影響が及び、経済的な影響が
大きくなっている。そのため、プラスが見込める観光や酪農
などとの効果が相殺され、景気は大きな変化のないまま推移
する。

□

乗用車販売店（従業
員）

・現状は景気の悪くない状況にあるため、このままの状態で
推移することが見込まれる。新型コロナウイルスの感染が再
度拡大すると、３～６月の厳しかった状況に戻る可能性もあ
るが、当地の場合、タイヤ交換などで来客数が増える時期で
あることから、うまく商戦につながることが期待でき、景気
はそれほど落ち込まないとみている。

□
乗用車販売店（従業
員）

・現在の新型コロナウイルスの感染状況から、景気の先行き
について現状から大きく変わるようなことはない。

□

住関連専門店（経営
者）

・ビルテナントの賃貸を行っているが、収益悪化により退去
するテナントがみられた。一度退去してしまうと新たなテナ
ントの入居がしばらく見込めないため、今後の景気は厳しい
まま変わらない。

□

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・消費者は、価値を見いだしたものに対してはどんな状況で
も購入する傾向にある。今後の展開次第だが、必要不可欠な
商材であることをアピールできれば景気は変わらないまま推
移する。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経営
者）

・先行きについては不透明である。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

高級レストラン（経営
者）

・10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象に
東京も含まれることになる。10月一杯までは観光客が増える
ことが期待できるが、10月を過ぎると段々と寒くなることと
合わせて、インフルエンザや新型コロナウイルスが流行する
可能性があることから、どのような状況になるのか見当も付
かない。ただ、景気が良くなるとはいえないため、今後の景
気はやや悪くなる。

□

高級レストラン（ス
タッフ）

・例年10～11月は観光閑散期であるが、今年は９月も土日祝
日以外は閑散期のような状況であったことから、これから10
～12月に掛けて、売上がどの程度変動するのか想像も付かな
い状況にある。

□
タクシー運転手 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果に期待して

いるが、現在の問合せや予約状況から、これまでの減少分を
持ち直す程度になるのではないかとみられる。

□

観光名所（職員） ・新型コロナウイルスの影響で引き続き低調に推移してい
る。観光事業者としてはＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンなどの施策が頼みの綱であるため、短期的な実施にと
どめるのではなく、最低でもインバウンド客の入国が全面解
禁されるまでの長期的な視点での実施を望んでいる。

□

美容室（経営者） ・今後も新型コロナウイルスへの感染状況は変わらないとみ
られることから、客同士の距離確保のため、半分しか施術席
を使用できない状況が続く。そのため、売上も今の状態が続
くことになる。

□
美容室（経営者） ・当店では新型コロナウイルスの影響も余りなく、これから

も影響が出てくるとは考えられない。ただ、景気が上向くよ
うな兆しもみられない。

▲
商店街（代表者） ・周りで閉店したり、廃業する店が増えたことから、商店街

全体の客足が落ちることになるため、元に戻るまでしばらく
時間が掛かることになる。

▲
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスによる収入減の影響か、客の買物の様

子がシビアになっている。

▲
スーパー（企画担当） ・これから秋冬に向けてインフルエンザと新型コロナウイル

スの同時流行のリスクが叫ばれていることから、心理的な不
安とあいまって、消費動向は楽観のできない状況が続く。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・これまではキャッシュレス・消費者還元事業、免許品の値
上げ前の駆け込み需要の影響で売上を確保できていたが、今
後はその反動が出てくるため、売上は落ち込むことになる。

▲

コンビニ（エリア担
当）

・食費が普通に掛かっている上、宅配などを利用する機会も
増えていることから、家庭での消費額はやや増えているとみ
られる。また、今後は燃料費、暖房費などの費用もかさむこ
とになる。その一方で、収入は変わらないため、今後の景気
はやや悪くなる。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルスの影響が継続するとみられる上、たば
この駆け込み需要の反動が出てくることが見込まれることか
ら、今後の景気はやや悪くなる。

▲
その他専門店［造花］
（店長）

・３月以降、前年割れが続いており、回復の兆しがみられな
いことから、今後の景気はやや悪くなる。

▲
高級レストラン（ス
タッフ）

・インフルエンザや風邪が流行し、新型コロナウイルスと混
同されることが懸念される。そのため、今後の景気について
は一層の冷え込みが見込まれる。

▲
旅行代理店（従業員） ・10月以降は観光の閑散期となってくるため、夏場のような

集客が見込めない。１月末から２月に掛けての流氷観光時期
まで観光需要の拡大は難しいとみられる。

▲

タクシー運転手 ・タクシー業界は景気に左右されやすい上、観光面の影響も
受けやすい。今後の景気が落ち込むことになれば、観光面に
も影響が出ることになるため、以前の状態に戻るまで数年は
掛かるのではないかと懸念している。

▲

タクシー運転手 ・10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象に
東京も含まれることになり、地域共通クーポンの配布も始ま
るが、新型コロナウイルスの感染拡大が懸念されることか
ら、今後の景気はやや悪くなる。景気を上向かせるために
は、いち早いワクチンの開発が必要である。

▲
その他サービスの動向
を把握できる者［フェ
リー］（従業員）

・新型コロナウイルスの影響について、いまだに回復の見通
しが立っておらず、政策効果も限定的なものにとどまるとみ
られることから、今後の景気はやや悪くなる。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×
商店街（代表者） ・これから観光のシーズンオフに向かうことに加えて、冬を

迎えて新型コロナウイルスの感染拡大が懸念されるため、今
後の景気はやや悪くなる。

×

商店街（代表者） ・９月の大型連休に期待していたが、客が郊外の観光地に流
れたことで、中心商業地への客の入込は少なく、期待外れで
終わった。10月以降のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンの予約状況も現在のところは低調に推移している。当地は
これから冬に向かい、観光の閑散期となるため、北海道を目
的地とする旅行が増えることは期待できない。このため、観
光シーズンを逃したＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
の効果は薄いとみられ、北海道の観光業にとって危機が迫っ
ている状況にある。

×

一般小売店［土産］
（経営者）

・当社はこんぶ小売専門店として５店舗を経営していたが、
そのうち１店舗を閉鎖した。社員の解雇はせずに頑張ってい
るが、観光客相手の店舗の閉店が周りで相次いでいることか
ら、今後、失業者が相当増加することが懸念される。

×
コンビニ（エリア担
当）

・冬を迎えて、新型コロナウイルスの第３波が来るとみられ
ることから、今後の景気は悪くなる。

×
衣料品専門店（店長） ・リモートワークが定着したことで、スーツ関連の売上が落

ち込むことが懸念される。当業界は、最低限の保証がある外
食産業以上に悲惨な状況になっていくことは間違いない。

×

高級レストラン（ス
タッフ）

・例年であれば、９月までが繁忙期であり、この先は閑散期
に向かうことになる。９月の景気は３か月前と比べれば良く
なっているものの、集客が前年の50％にとどまっているた
め、閑散期である３か月後に景気が好転するような要因が見
付からない。

×

観光型ホテル（経営
者）

・これから冬季シーズンに入り、例年であれば団体客やイン
バウンド客のシェアが高まる時期だが、今年は双方とも見込
めない。冬季は道民の宿泊需要も急減するため、年末に掛け
て大変厳しい景況感になるものと懸念している。

×
観光型ホテル（スタッ
フ）

・今年はイベントの催行がないことから、今後の景気は悪く
なる。また、今年は曜日並びが悪く、連休がないこともマイ
ナスである。

×
タクシー運転手 ・例年10～11月はタクシー利用が減ってくる時期である。コ

ロナ禍の今年は例年以上の利用減になることが懸念されるた
め、景気は悪くなる。

×
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスに対する消費者の生活パターンが定着

していることから、今後の景気回復は永遠に望めない。

×
美容室（経営者） ・景気が良くなるような要素が全くないことから、今後の景

気は悪くなる。

×

住宅販売会社（経営
者）

・客の多くが将来の所得に不安を持っており、分譲マンショ
ンの購入をちゅうちょしている。そのため、分譲マンション
市場は縮小傾向にある。消費税の減税など、何らかの経済対
策が行われることを期待している。

◎ － －

○
金属製品製造業（経営
者）

・客からの受注の見込みがあるため、今後の景気はやや良く
なる。

○
その他サービス業［建
設機械リース］（支店
長）

・国の政策効果もあり、観光関係が多少回復傾向にあること
から、今後の景気はやや良くなる。

□
食料品製造業（従業
員）

・売上が上向くような案件が見当たらないため、今後も景気
は変わらない。

□
食料品製造業（従業
員）

・価格改定の影響により、受注量が大幅に減少している。２
～３か月後も同様の状況が続くとみられる。

□
家具製造業（経営者） ・新型コロナウイルスの新規感染者数の増減に社会活動が大

きく左右される状況が変わっていないことから、まだ本格的
な景気回復を望みにくい。

□
金属製品製造業（従業
員）

・新規住宅着工件数が前年から15％程度ダウンしたままであ
ることから、今後も景気は変わらない。

□
建設業（役員） ・新型コロナウイルスの影響が長期化することは避けられな

いことから、次年度以降の受注見通しについて楽観できない
状況は今後も変わらない。

□

司法書士 ・今後の見通しについて、新型コロナウイルスに対応した社
会システムが構築されることになれば、それに伴い景気も回
復傾向に転じるとみられるが、しばらくは厳しい状況が続く
ことになる。

企業
動向
関連

(北海道)
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□

司法書士 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン、Ｇｏ Ｔｏ Ｅａ
ｔキャンペーンなどの経済対策が行われているが、恩恵を受
けるのは一部の業種に限られる。全体的な景気回復には多く
の業種の景況感が上向くことが必要であり、年内は現状維持
が精一杯とみられる。

□
その他サービス業［建
設機械レンタル］（総
務担当）

・新型コロナウイルスの動向が民間設備投資に影響を与える
ことが懸念されるため、年内は現在の状態が続くことにな
る。

□
その他非製造業［鋼材
卸売］（従業員）

・現在の経営環境では、景気回復に向けての行動が制限され
るため、今後の大幅な景気改善は難しい。

▲

建設業（経営者） ・今後の新型コロナウイルスの動向次第だが、良くて現状維
持で推移することになる。公共工事は例年のペースで推移し
ているものの、民間建築は冬季を迎えて引き合いが減ること
になる。戸建て住宅は持ち直しの兆しもみられない。

▲

建設業（従業員） ・道内の地方都市で建て替えを計画していた複数の医療施設
において、コロナ禍での患者数の減少を受けて計画中断を余
儀なくされている。今後の民間施設投資の落ち込みが危ぶま
れる。

▲
輸送業（支店長） ・物流業界では、稼働維持のための運賃下落のフェーズに入

りつつあることから、今後の景気はやや悪くなる。

▲

通信業（営業担当） ・これから気温が低下するにつれて、新型コロナウイルスの
新規感染者数が再度増加する懸念があることから、今後の経
済活動全般が制約される可能性が高い。また、その可能性の
高さを各企業が過敏に捉えることで必要以上に経済的活動が
抑制されることが想定される。その結果、今後の景況感は必
要以上に下押しされることになる。

▲
その他サービス業［ソ
フトウェア開発］（経
営者）

・発注を先延ばしにしているという話を身近でよく聞くよう
になったことから、今後の景気はやや悪くなる。

▲

その他サービス業［建
設機械リース］（営業
担当）

・公共工事は例年と変わらずに行われているが、民間投資工
事は先行きへの不透明さがあることから、一部延期、中止の
動きがみられている。このため、今後の景気はやや悪くな
る。

×

金融業（従業員） ・足元で失業率の上昇や有効求人倍率の低下がみられるな
ど、雇用情勢が悪化基調にある。また、今後、持続化給付金
の支援効果が剥落することで企業の資金繰りが悪化すること
も見込まれる。このため、道内の雇用、所得環境は一層悪化
する可能性が高く、これに伴い個人消費が減速することも懸
念される。これらのことから、道内景気は３か月前と比べて
悪くなる。

◎ － －

○
求人情報誌製作会社
（編集者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅ
ａｔキャンペーンなどの効果により、停滞している飲食業
界、宿泊業界に動きが出てくることを期待している。

○
職業安定所（職員） ・まだまだ新型コロナウイルスの影響がみられる状況ではあ

るが、今以上に景気が悪くなることは考えづらく、今後の景
気は少しずつでも改善することになる。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・ウィズコロナの状況に住民が慣れてきていること、Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや地域における各種の需要
喚起策などの効果が表れ始めていることから、人の動きが活
発化している。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・外国人観光客が増えてこない限り、経済の回復も限定的な
ものにとどまる。ワクチンなどが開発、普及してこない限
り、経済活動が好転することはない。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・忘年会や帰省の増える年末、冬の観光シーズンに例年どお
りの人の動きが見込めるのか、全く読めない。冬場の観光入
込が多い当地において大きな問題となっている。

□
職業安定所（職員） ・有効求人数は前年を下回っているが、新型コロナウイルス

の影響を大きく受けている宿泊業、飲食業、旅客運送業など
に持ち直しの傾向がみられる。

□

職業安定所（職員） ・当地における新規求人数は前年比マイナス26.0％、月間有
効求人数は前年比マイナス25.1％といずれも減少している
が、新型コロナウイルスの影響を受けて低迷している経済活
動がこれから回復することで、求人数、有効求人倍率につい
ても徐々に復調することが見込まれる。

雇用
関連

(北海道)



110 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

学校［大学］（就職担
当）

・新型コロナウイルスによる影響を受けていない業界を除
き、現在の不景気は継続する。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンなども一時的なカンフル剤であり、将来に対す
る各業界の不安感が払拭されない限り、しばらくはこのまま
の状況が続く。

▲

人材派遣会社（社員） ・現在、雇用調整助成金及び持続化給付金などで何とか経営
を維持している企業が多くみられる。特に中小企業におい
て、その傾向が顕著である。今後、助成金や給付金の申請受
付期間が終わると、中小企業などでは事業承継問題と合わ
せ、事業の継続を見送る事例が出てくることも見込まれる。
また、飲食業などの失業者増加も景気に影響を与えそうであ
る。

× － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
住関連専門店（経営
者）

・受注生産で、来月以降の受注量が大量にある。ここ２～３
か月よりは倍増する。

◎
観光型旅館（スタッ
フ）

・東京、中部、関西からのツアー募集の状況が良い。個人に
ついても、順調に伸びてきている。

○

一般小売店［書籍］
（経営者）

・個人の金融資本が増えているが、どちらかというと高価格
商品や耐久消費財のようなものは動いているかもしれない。
一般消費財については供給過剰でもあるし、モチベーション
が上がるということはない。

○
一般小売店［酒］（経
営者）

・観光客等も少しずつ増えてきているので、良くなるとみて
いる。

○

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・町内会で割増商品券が発行され、それがかなりのスピード
で出回っているので景気が良いという雰囲気になっている。
12月末までの商品券である。また、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅ
ｌキャンペーンで観光客が９月の４連休ではかなり出始めて
おり、これが続けば年末までにも東京から客が来るのではな
いかと考えている。

○

コンビニ（経営者） ・客単価や買上点数は堅調に推移してきている。来客数も３
か月前と比べると４％アップしている。ただし、夜間の動き
が悪いので、これ以上悪くなることはないが、少しずつ時間
を掛け落ち着いていくものとみている。

○
コンビニ（エリア担
当）

・週末を中心に客の動きが活発になりつつある。また、販売
する衛生関係商品の仕入れも通常となってきており、需要と
供給のバランスがとれてきた感覚はある。

○
乗用車販売店（従業
員）

・新型車のモデルチェンジ等もあり、これからの集客目的の
宣伝等通常どおり行うことができれば、事前活動次第で実績
は伸びてくるとみている。

○
乗用車販売店（本部） ・状況が激変しなければ来店、販売状況も少しずつ改善して

いくものとみている。

○

その他専門店［食品］
（経営者）

・コロナ禍も幾分落ち着くことが予想され、加えてＧｏ　Ｔ
ｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャン
ペーンのクーポンの出回りで経済が活性化してくるのではな
いかとみている。

○
一般レストラン（経営
者）

・少しずつは良くなっていくとみているが、以前のような状
態になるというのではなく、底辺から少しはい上がるという
ことである。

○
観光型ホテル（スタッ
フ）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに期待している。

○

旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンにおいて、10月１
日より東京着が対象となり更に選択肢が増えるとともに、地
域共通クーポンの付与がスタートし客のお得感が更に増す。
また、新幹線が通常どおり運行し、国内線においては、減便
しつつも一定の座席供給量が維持され、旅行需要を下支えす
る環境が整っている。

○
旅行代理店（従業員） ・新型コロナウイルス次第という点があるものの、東京の規

制も緩和され、人の動きが活発になりつつあるので悪くなる
という考えはなく、やや良くなるとみている。

家計
動向
関連

(東北)
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○

観光名所（職員） ・数か月前と比べて客は来ているので、我々の販売方法を見
直せば、かなり上向きになってくるという感じはある。特
に、試食品を出せないという部分でなかなか売上が戻ってこ
ないが、新しい生活様式と同じように新しい販売方式を開発
できればもっと上向いていけると考えている。

○
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・第３波があるのかどうかの懸念はあるものの、回復してき
ている。

○
住宅販売会社（経営
者）

・小規模宅地分譲が好調である。

□

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・新型コロナウイルス需要で業種的には前年を大幅にアップ
してきたが、ここに至って落ち着いてきている。冬に向かっ
てどうなるか分からないが、変わらないのではないかとみて
いる。

□

一般小売店［酒］（経
営者）

・少し締め付けが緩んだ感があり、少し人も動くようになっ
たが、また感染者が出てしまえば消費者はギュッと縮こまっ
てしまう。安心して外出ができるような状況が来るまでは
延々とこの繰り返しである。景気が良くなったと本当に実感
できる日が来るとは現状では到底思えない。

□
一般小売店［寝具］
（経営者）

・景気の低迷はもうしばらく続く。

□

百貨店（売場主任） ・飲食業、サービス業を始め、地域内の多くの業種が苦境に
立たされており、今後も小売の消費が上向くとは考えづら
い。取引先の商品供給も完全には回復しておらず、品ぞろえ
面でも不安がある。

□ 百貨店（営業担当） ・ベースとなる来客数に変化が見られていない。

□
百貨店（買付担当） ・効果的な予防方法やワクチンの発売等、安心して外出外

食、お出掛けができるような安心材料が出てこない限り、こ
の状況を変えるのは当面難しいと考える。

□

百貨店（経営者） ・家計の支出バランスの変化により、コロナ禍の百貨店にお
ける消費行動の変化も実感している。随時対応していくが、
根本的な品ぞろえなどはすぐには対応しきれず、しばらくこ
の状況が続くとみている。

□

スーパー（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンも10月１日から東
京も含まれることになったが、新型コロナウイルスの終息が
見通せないなかにおいては年末の帰省客需要も受入側には不
安が残り、夏同様、帰省を拒否する傾向になることが予想さ
れる。

□
スーパー（企画担当） ・コロナ禍で食品スーパーは内食需要がずっと続いており、

これからもまだ続くとみている。

□
コンビニ（経営者） ・周りの企業に勤める人からコロナ禍で仕事が戻ってきてい

るがまだまだ休みが多く、仕事量も３～４割程度という話を
聞いている。これ以上悪くならないでほしい。

□

コンビニ（経営者） ・県内では新型コロナウイルスの新規感染者はここ１か月出
ていないが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる
他県からの観光客により、どのようになるか先が読めない状
況である。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、イベントは自粛若しくは縮

小が続いており、景気の回復要素は見当たらない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・冬季に向かい天候要因も出てくるが、環境変化は特にない
とみている。

□

衣料品専門店（経営
者）

・総理大臣が変わり秋田出身で地方を良く知っている人なの
で地方再生に力を入れてほしいし、期待している。新型コロ
ナウイルスの終息に向けて全力で経済と新型コロナウイルス
撲滅に立ち向かってほしい。

□
衣料品専門店（経営
者）

・秋冬物の最盛期が過ぎる時期なので、来月には少し期待感
はあるが２～３か月後は厳しいのではないかとみている。

□
衣料品専門店（経営
者）

・景気回復対策と新内閣への期待度で、しばらくは現状の売
上高を持続できると予測する。

□

衣料品専門店（店長） ・ようやく季節の移り変わりとともに、カジュアル衣料の
ニーズが通常ベースに戻りつつあるが、旅行、出張用途と
いったモチベーション需要は少なく、厳しい状態が続いてい
る。

□
衣料品専門店（店長） ・新型コロナウイルスの影響により、景気の低迷を非常に実

感している。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・コロナ禍の状況で景気の低迷、離職、収入源等の状況は悪
く、商品購入は控えられているようである。消費者には先行
きへの不安感があるようである。
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□
家電量販店（店長） ・給付金の影響で多少の需要の先食いが発生しているため、

変わらないとみている。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新型車の発売に伴い、現行の車がオーダーストップになっ
ており、主力である車がなかなか販売に結び付かないため、
この先１～２か月は苦戦するのではないかと予想している。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新型コロナウイルス対策で思い切った集客イベントができ
ず、購入を悩んでいる客を呼び込むことができない。新型車
が発表になっているが興味のある客しか来店しない。

□
自動車備品販売店（経
営者）

・紅葉などの観光期を迎えるがソーシャルディスタンスで回
転率を上げることができないため、それほど良くはならない
とみている。

□

住関連専門店（経営
者）

・年末に入ればどの業界でも売出しやいろいろな企画が予定
されているので、コロナ禍でもある程度景気の上昇が見込ま
れる。さらに、当地での新型コロナウイルスの感染が止まれ
ば更に経済は活発になるはずである。

□
その他専門店［靴］
（従業員）

・新型コロナウイルスの終息が見通せない状況なので何とも
いえないが、コロナ禍以前の状況に戻るのには時間が掛かる
とみている。インフルエンザとの同時流行も心配である。

□

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・既に新常態ということで需要も必要性も薄くなってしま
い、もはや売上が回復することに望みはなくなった感があ
る。全く需要がないわけではないが、少ないパイの取り合い
になり競争が激化して採算が取れなくなりそうである。本当
に厳しくなるのはこれからである。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンなど景気回復への様々な対策が行
われているが、当業種においては大きな効果は期待できず、
今後の需要回復を見通せない。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・新型コロナウイルスの広がりもあり、今月と同じ程度では
ないかとみている。

□

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等の効果も徐々に
出てきているようだが、この先の新型コロナウイルスの感染
状況がいまだ不透明ななかではどのように変わるかは見通せ
ない。

□
高級レストラン（支配
人）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる宿泊客の朝
食利用は多くなったが、地元客が利用するランチ、ディナー
は現状維持である。

□

一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で新しいスタイルに移行してお
り、外食については利用の予定が大きく減ってしまってい
る。予約についても団体客ももちろんなく、先の予約も入っ
ていない。非常に厳しい状況が今後も続くとみている。

□

観光型ホテル（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン利用で連休は満室
であったが、平日は例年よりまだまだ宿泊客は少ない状況で
ある。コロナ禍で秋の団体旅行、忘年会は見込めず、今月よ
り景気は悪くなる可能性もある。

□
観光型旅館（経営者） ・様々な景気対策はあるが、感染不安もまだ大きく先々の予

約は不安定な状態にあり、どう動くか予測が付かない。

□

旅行代理店（従業員） ・現在、先行６か月の受注状況においても新規受注がない状
況である。新型コロナウイルスに加え、インフルエンザも発
症する季節に入ることから新型コロナウイルス感染症ワクチ
ン接種が可能になるまでは現状のままを想定している。

□

タクシー運転手 ・タクシーの主要利用者はビジネスマンと高齢者だが、ビジ
ネスマンからは今後もテレワークが続くという声が、高齢者
からは新型コロナウイルスを考え外出を控える状態は変えな
いという声が多く聞かれる。

□

通信会社（営業担当） ・悪くなる状況は変わらない。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンも国
内生産が増えているだけで海外需要の取組が課題となるが、
新型コロナウイルス対策と東京オリンピック需要への施策が
鍵とみている。また、インフラ事業の拡大と大学の対面授業
の再開も鍵になる。

□
通信会社（営業担当） ・現在の景気を改善する材料に乏しく、このままの状況が維

持されるとみている。

□

通信会社（営業担当） ・これまでは、ステイホームのため宅内で楽しむことに金が
使われていたのである程度の新規加入者の増加があったが、
今後は旅行、飲食など外での消費にスライドしていくことが
予想される。このため、一定数の新規加入者は見込まれる
が、大きく増加することは期待できない。
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□
遊園地（経営者） ・学校団体が少し期待できるが、新型コロナウイルスの第３

波次第でまだ厳しい状況が続く。

□

競艇場（職員） ・今が一番悪い状況にある。大々的にイベント等を行えない
ため、来場者を増やす手立てが見つからない。よって、これ
以上売上が下がることは考えづらく、現状維持ではないかと
みている。

□
美容室（経営者） ・まだまだ新型コロナウイルス感染への不安が残っているよ

うである。

□
設計事務所（経営者） ・私たちの仕事の後に建設工事がつながることを想定する

と、現状の案件が少ないということは工事が少ないというこ
とにつながることから、低い状態で変化がないとみている。

□
その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンなどの効果である程度の景気の回
復を見込んでいるが、本格的な回復にはまだまだ時間が掛か
るとみている。

▲
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの状況によるが、年末に掛けて感染者

が増えてくると、風評被害で消費が完全に止まるのではない
かと予想している。予約もほとんどないような状況である。

▲

商店街（代表者） ・まだまだ帰省客の数も少なく、観光客の数も少ない状況が
続いている。新型コロナウイルス感染拡大の影響がどこまで
続いていくのかということを大変懸念している。今後も注意
をしながら商店街の来客数アップに努めていきたい。特に今
まで中止になっていたイベント等の数もこれから増やしてい
きたいと思っている。

▲

商店街（代表者） ・商店街の景気は新型コロナウイルス感染の動向が大きく影
響している。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや地域
限定プレミアム付商品券等により景気は回復しつつあるが、
冬場に掛けて新型コロナウイルス感染が広まれば、忘年会、
年末イベントもできなくなり一気に景気が冷え込む可能性が
ある。

▲
商店街（代表者） ・冬になり新型コロナウイルスとインフルエンザの拡大が懸

念される。

▲

スーパー（経営者） ・10月は新型コロナウイルス感染防止対策による行動自粛や
制限の影響が、次第に各企業の業績悪化に広がっていくこと
を懸念している。今後、企業営業の継続も雇用の維持も厳し
くなってくると予想され、解雇、雇止め、労働時間の削減な
どが広がり、消費マインドの悪化、家計所得の減少とで消費
傾向は低下していくものとみている。国も地方自治体も新型
コロナウイルス対策支出負担が拡大し、財源確保も厳しくな
るので、今の諸支援対策がいつまで続けられるのか懸念して
いる。今後、個人も企業も公的支援が細り、一部なくなると
景気は一気に冷え込むのではないか。消費傾向はやや悪く
なっていくとみている。

▲
スーパー（店長） ・距離的に一番近い大型の競合店が前面リニューアルして

オープンした。それからというもの目に見えて来客数が減少
している。その状況は今後も続くことが予想される。

▲
スーパー（店長） ・コロナ禍のなか、経済活動の低下から食料品に回す支出を

減らすことが懸念される。

▲
スーパー（店長） ・10月１日からの酒税とたばこ税増税の影響で消費の動きが

多少鈍ってくる可能性がある。

▲

スーパー（営業担当） ・コロナ禍においてＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
での人の動きや内食から少しずつ外食へ動向の変化が出始め
ているので、食品スーパーでの買物、消費は少し減少傾向に
なるとみている。

▲
スーパー（営業担当） ・アフターコロナ特需終了後の価格競争が見え始めてきてい

る。集客を狙った広告、値下げなどが強化され始めている。

▲
コンビニ（経営者） ・来客数は戻ってきているが、売上がなかなか戻らない。寒

くなると来客数も減り、売上も減ってくる。

▲
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響とたばこの増税等でやや悪くな

る。

▲
コンビニ（エリア担
当）

・10月のたばこ増税でたばこ販売数の減少が予測される。コ
ンビニエンスストアにとって、たばこ販売数減少は、来客数
減少につながるため、売上減少の可能性がある。

▲

コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスの影響が顕著な企業とそうでもない企
業と二極化しているが、今まで影響がなかった業界にも影響
が出始めており、消費が今一つ消極的になってきた雰囲気が
ある。よって、年末に掛けては厳しいのではないかとみてい
る。
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▲
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスワクチン開発への期待感はまだまだ薄

く、不安を持ったまま冬に向かい、外出自粛も多くなる。

▲

衣料品専門店（店長） ・10月は衣替えもあり、空気感が変わることを期待するとこ
ろもある。しかし、新型コロナウイルスの特効薬も見つから
ず、終息がみえないなかでは、経済が動いてくるのにはもう
少し時間が掛かるとみている。

▲

家電量販店（店長） ・上期は新型コロナウイルスの特別定額給付金などの還元策
で売上が伸びた。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンな
どは飲食や旅行業に金が回り、家電製品などの購買には金が
回っていない。下期は新型コロナウイルス問題の影響がある
とみている。

▲

家電量販店（従業員） ・給付金特需の反動減が出ている状況は、これから先もしば
らくは続く。明るい材料ということになると、東京オリン
ピックや新型コロナウイルス関係の状況で随分変わっていく
とみている。

▲
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスが終息するまで、２～３年は景気は低

迷する。
▲ 通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で当面は悪くなる一方である。

▲
通信会社（営業担当） ・報道されている携帯業界に対する政府の考えなどを聞く限

り、業界全体が悪くなる可能性がうかがえる。

▲

テーマパーク（職員） ・下期は元々悪くなる傾向がある。寒くなるにつれて新型コ
ロナウイルス感染症患者が増加する等影響が出る予感しかし
ない。そうなると取引先も工場を動かさない等出てくること
が予想される。

▲
美容室（経営者） ・旅行に行くなどのイベントが少なくなってきているので、

ヘアスタイルを作りに店を訪れる人も少なくなっている。

▲
その他住宅［住宅展示
場運営会社］（従業
員）

・10月以降は毎年来場者数が減少傾向にあることや現在の状
況を考えると、客の動きが鈍化することが予測される。

×
商店街（代表者） ・割増商品券の効果も一時的だったようである。年末までの

イベントも縮小されている。

×
一般小売店［医薬品］
（経営者）

・９月の後半に掛けて、今まで経験がなかったような落ち込
みが出ている。景気全体が悪化している。

×
スーパー（経営者） ・手取りが減り可処分所得が伸びないなか、新型コロナウイ

ルスの影響で更にマインドが低下し、節約、倹約思考が強
まっていくことが予想される。

×

コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスで売上が激減している上に雪が降ると
来客数が更に減る。おまけに除雪代まで乗ってくる。冬を越
せるか不安である。閉める店もかなり増えるのではなかろう
か。

×
住関連専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響が大きく、景気が良くなるとは
思えない。

×

その他専門店［酒］
（経営者）

・コロナ禍による景気の悪化で飲食関連は限界に達してお
り、今月に入ってから地元でも廃業する店が多くなってきて
いる。この状況では年末の繁忙期まで持ちこたえられないと
ころも多いのではないか。

×
高級レストラン（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンなども始まるが、上向い
てくるという感じはしない。東京が収束しない限り難しい。

×
一般レストラン（経営
者）

・12月の忘年会も期待はできない。大きい会社は団体での飲
み会なども自粛しているので、例年よりも悪くなるのではな
いかとみている。

×

一般レストラン（経営
者）

・人の集まる場所には行きたくない心理が当たり前になって
きている。たとえ新型コロナウイルスが落ち着いたとして
も、自宅での食事が当たり前になってしまった生活リズムに
慣れてしまい、新型コロナウイルス発生前のような外食スタ
イルに戻るのは少数になるのではないかと予想している。

×

タクシー運転手 ・新型コロナウイルスに関しては経済対策をいろいろ行って
いるが、街中に勤める会社員の動きが少なくタクシーに乗車
する客が少なくなっているので、政府の対策を期待してい
る。

◎ － －

○
農林水産業（従業者） ・桃の出荷量は例年より３～４割少なかったが、販売単価が

高く、桃農家の収入は例年の２～３割増しとなっている。な
し、りんごにも期待したい。

企業
動向
関連
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○

食料品製造業（営業担
当）

・これから冬に向けて新型コロナウイルス感染拡大の不安は
あるものの、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ、地域共通クーポ
ン、さらにはＧｏ　Ｔｏ　Ｅａｔが10月から本格的にスター
トすることに伴い、客からの問合せも近頃増えていることか
ら、一般消費者の期待も大きいことがうかがえる。各取引先
もまた、ウィズコロナということで積極的に観光客を迎え入
れようとしている。

○
金属製品製造業（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で受注が極端に落ち込んでいた
が、思ったよりも早く回復してきている。その回復ペースが
落ちなければ状況は良くなっていく。

○
建設業（従業員） ・新型コロナウイルスによる不確定要素はあるものの、着実

に進捗しているプロジェクトも複数あり、年末までに一定の
受注を見込んでいる。

○
輸送業（経営者） ・少しずつであるが輸出、輸入関連貨物で回復の兆しがみえ

る。また国内貨物においても新型コロナウイルスで延期に
なっていた業務が動き始めている。

○
通信業（営業担当） ・受注量が少しずつ、前年並まで戻ってきているため、年

末、年度末に向けて更に活発になる見込みである。

○
金融業（広報担当） ・住宅投資が持ち直し傾向にあるほか、夏以降の生産ペース

が従来水準に戻っている事業者が増加している。

○

コピーサービス業（従
業員）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど緩和政策に期
待する部分が強くなっている。新型コロナウイルス感染の恐
怖はまだまだあるが、それ以上に経済の復旧に期待する部分
が強くなっている。気分的に前よりは楽観的に捉えている
分、景気が良くなるような気がする。

○
その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・感染者数が一定数に抑えられ、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンなど人の移動が増えれば、消費マインドも上向
き、景況感にも良い影響を及ぼすと考える。

□
食料品製造業（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響が少しでもあるうちは、景気回
復は見込めないとみている。

□
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・冬を迎えて新型コロナウイルスの感染拡大が心配される。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・2020年内の新型コロナウイルスの終息はない。

□

建設業（企画担当） ・新型コロナウイルスに対するワクチンや特効薬が開発され
ない限り、景気状況が劇的に回復することはないと推察す
る。しかし、業種によっては回復基調となっており、景気と
しては現状と大きく変わらないのではないかとみている。

□
通信業（営業担当） ・契約以外のことでも相談に乗り、寄りそう姿勢を継続して

いく。

□

広告業協会（役員） ・例年であれば、クリスマスや年末商戦の計画立案の時期で
あるが、今後新型コロナウイルス禍がどうなるか分からない
状況で、販促予算を縮小する企業もあり、厳しい状態はしば
らく続く見込み。

□
広告代理店（経営者） ・新型コロナウイルスの根本的なワクチンや治療薬が普及し

ない限り、景気は戻らないのではないか。
□ 経営コンサルタント ・新政権の経済対策に期待している。

□
その他企業［企画業］
（経営者）

・観光客は増えつつあるが、以前のにぎわいを取り戻すには
もう少し時間が掛かりそうである。そうは言っても期待は持
てると、前向きの明るい表情が多いのも目立つ。

□
その他企業［協同組
合］（職員）

・見積案件、受注案件の増加要素がしばらくは見当たらな
い。

▲
農林水産業（従業者） ・今後、大型台風の襲来が予想され、転作作物の蕎麦（そ

ば）の倒伏で収穫量の減少が懸念される。

▲

出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・新型コロナウイルスの緊急事態宣言解除やＧｏ　Ｔｏ　Ｔ
ｒａｖｅｌキャンペーンの推進により地方の感染経路不明の
患者数が増えてきている。それにより飲食店は来客数が増え
ず、収益が悪化し、チラシ印刷や広告が減少していくとみて
いる。

▲
窯業・土石製品製造業
（役員）

・先行きの需要も低調であり、景気回復の兆しが見えない。
新型コロナウイルスの影響でインフラ整備や設備投資を控え
る動きを懸念している。

▲
電気機械器具製造業
（企画担当）

・業界全体の業績が上向く材料が見当たらず、現状の業績悪
化がしばらく継続することが予想される。

▲
金融業（営業担当） ・新型コロナウイルス感染症の終息がみえるまでは厳しい状

況が続く。

(東北)
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▲
広告代理店（経営者） ・新型コロナウイルスの感染拡大が冬季に向かって増加する

ことが予想され、再度経済的影響が出ることが懸念される。
▲ 司法書士 ・建て売り住宅着工件数が減少している影響が大きい。

▲

公認会計士 ・政府のＧｏ　Ｔｏキャンペーンにより飲食、旅行、小売関
係の落ち込みが抑えられるかもしれないが、更なる景気悪化
を防ぐ程度で、現状維持が精一杯とみている。建設関係も工
事減少が予想されるので、全体としては景気が悪くなる。

▲
その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・景気うんぬんもあるのだろうが、新型コロナウイルスに
よって将来に不安がある人が多く見受けられるため、良くな
るということはなかなか考えられない。

× ＊ ＊
◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・当地に進出したカスタマーサポート事業会社から数十名規

模の人材派遣依頼を受注している。

○

人材派遣会社（社員） ・2021年の４月の大卒採用を見送っていた企業も、2022年春
卒業の現在の３年生向けのインターンシップは比較的積極的
に実施しているところをみると、採用意欲は徐々に戻りつつ
あるようである。今後は現状よりも若干良くなるような見通
しである。

○
人材派遣会社（社員） ・求職者数、求人数が共に増加しているため、良化していく

のではないかとみている。

○
アウトソーシング企業
（社員）

・東京オリンピック開催も決まり、東京のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンも始まったので、新型コロナウイルス
に対する意識が変わることを期待している。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・政府の制限がなくなり様々な需要が出てきたため、一部が
回復傾向にあるとみえる。本格的に良くなるのは年明けにな
るとみている。

○
学校［専門学校］ ・新型コロナウイルス感染症防止と並行しながら、経済活動

も少しずつ動き始めているので、多少景気は良くなるとみて
いる。

□
人材派遣会社（社員） ・好転する要素となり得る情報を企業側から確認するに至ら

ない。

□
人材派遣会社（社員） ・コロナ禍の影響は一服するものの、影響による倒産増加、

雇用情勢の悪化は下げ止まっておらず、低調なまましばらく
横ばいになると予想する。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・業種にかかわらず、新型コロナウイルスの勢いがここで収
まるか、ワクチン等の対策案が決まってくるかといった要因
にこの先懸かっている。求人数は年末に掛けて急激に改善す
るとは思えない。感染者数の大幅増がない限りは現在の状態
がしばらく続く。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや秋の観光シーズ
ン突入により、一時的に地域における人の出入りが活発に
なってきているが、海外などの状況をみると、そのあと必ず
感染者の増加が起きていて再び自粛を迫られている。特効薬
やワクチンの開発なしに状況の好転はあり得ない。

□
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス関連による雇用調整について、宿泊飲

食業については終息傾向にあるが、製造業で増加している。

□
職業安定所（職員） ・今年４月以降の求職者数、求人数の推移をみても、今後し

ばらくは同じような状況が続くことが予想される。

▲
職業安定所（職員） ・解雇、雇止めが増加傾向にある。有効求職者数も前年同月

比で増加が継続中である。

▲
職業安定所（職員） ・今のところ良くなってくるだろうという数値が見えてこな

い。

▲
職業安定所（職員） ・求人数が戻っていない。また、雇用調整助成金の申請が依

然としてある。
× 人材派遣会社（社員） ・良くなる要因が見当たらない。

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
コンビニ（経営者） ・今後、11月にはワインが多く入荷し、売れると見込んでい

るため、良くなる。

○
商店街（代表者） ・幼稚園や小中学校の運動会などの行事も開催され始めてき

ている。Ｇｏ Ｔｏ商店街やＧｏ Ｔｏイベントの実施によっ
て、更に良くなるのではないかと大いに期待している。

雇用
関連

(東北)

家計
動向
関連

(北関東)
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○

スーパー（商品部担
当）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーン、プレミアム付商品
券の発行、電子マネーキャンペーン等、様々な消費者施策が
行われることにより、期待を込めてやや良くなると回答す
る。一時しのぎ的な要素はあるものの、消費者の行動に変化
があればと思っている。

○
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で在宅率が高くなり、正月やク

リスマス時期の、家ナカでの消費が増えると考えている。

○

コンビニ（経営者） ・２～３か月後の景気は、やや良くなるとみている。新型コ
ロナウイルスの問題も、Ｗｉｔｈコロナというキャッチフ
レーズの下で、少しずつ客の動きが良くなっていくのではな
いか。ただし、前年と比べて回復するかどうかについては、
なかなか厳しいと予測している。これから年末商戦を迎える
が、多少、金額的な面で、下向きの影響が働くのではないか
と感じている。

○

コンビニ（店長） ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや大学の授業も再開
されて、人の流れが良くなっているようである。クリスマス
なども近付いてきているので、徐々に景気は良くなってく
る。

○
家電量販店（店員） ・新型コロナウイルスの影響で、ステイホームの意識は続く

とみており、暖房器具や家での食事を楽しむ調理家電の伸び
に期待できる。

○

乗用車販売店（経営
者）

・自動車製造を中心とした地域の生産体制は、前年同期に戻
りつつあるものの、いまだ市場には、お金がそれほど戻って
いない。良い業種は食料品スーパーとドラッグストアだろう
か。いずれにしても新型コロナウイルス次第だと思われる。

○
一般レストラン（経営
者）

・来店して忘年会、法事などをやらない代わりに、単価の高
い弁当が作れないかといった問合せが多数来ている。宴会が
取れない分、そちらに期待できそうである。

○

一般レストラン（経営
者）

・徐々に新型コロナウイルスのことが分かってくれば､対処
や行動が変わってくる。いつまでも現状のような自粛の空気
でいることは､消費者にとっても気分的に耐えられないので
はないか。

○

その他飲食［給食・レ
ストラン］（総務）

・新型コロナウイルス感染の影響等で、先の見通しは立てに
くい状況だが、休止していた商業施設やビジネスホテル内の
飲食店、路面店が再開するなどして、新規委託案件も散見さ
れるようになってきている。正常化に向けて景気の底上げを
期待したい。

○
通信会社（総務担当） ・高齢の客には、いまだに来店に慎重な方が多いものの、

徐々に客が戻ってきているため、やや良くなる。
○ 競輪場（職員） ・全国発売の特別競輪レースの売上が、増加傾向にある。

□
一般小売店［精肉］
（経営者）

・年度末に向かうので、新型コロナウイルスが落ち着いてく
れば、状態が安定するが、現状が続けば、変わらない。ワク
チンの影響が大きいと思っている。

□

一般小売店［青果］
（店長）

・これから外国からの入国を拡大していくようで、Ｇｏ Ｔ
ｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに東京都も参加するので、新
型コロナウイルス感染者が増えていくのではないか。景気は
このまま変わらないか、もしかすると悪くなっていく。

□

百貨店（営業担当） ・今後２～３か月は現状維持が想定される。新型コロナウイ
ルスの収束見通しが立たない以上、不要不急の外出や購買を
控える傾向は変わらない。食品やリビング関連など、堅調な
部分もあるが、主力の衣料品の好転は見込めない。

□

百貨店（営業担当） ・食品の売上は堅調に推移している。外出がままならないな
か、自宅での食事のニーズが高まっている。一方、非食品群
は外出を控えるムードがあるため、不要不急の買物は少な
い。全体では余り変わらない。

□

百貨店（営業担当） ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや各自治体の施策が
動き出しており、ある一面を切り取れば、良くなっていると
感じる部分もある。ただし、全体感として、どこまで状況が
良化するかという見込みは不明なため、変わらない。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響は少しずつ落ち着いてきている

が、店の前面道路工事が３月までかかる予定であり、工事終
了まで売上の回復は難しい。

□
衣料品専門店（店長） ・相変わらず、新型コロナウイルス感染者数が増えているの

で、先行きは読めない。

□
乗用車販売店（販売担
当）

・今月はやや良くなっているが、これ以上良くなる要素もな
いので、恐らく今以上は良くならない。
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□

乗用車販売店（販売担
当）

・今後２～３か月で、新型コロナウイルスの感染状況が落ち
着くなりワクチンができるなど、何か良い材料がないことに
は、良くなる保障はできない。当地は観光地を控えているの
で、観光客が来てくれれば、ホテル、旅館関係が潤う。Ｇｏ
Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで、多少の人は来ている
が、以前のにぎわいには、程遠い。２～３か月先も、今の低
い水準でいくのではないか。景気は余り変わらない。

□

自動車備品販売店（経
営者）

・地方の当市では、新型コロナウイルスの問題が今になって
ようやく浸透した状態である。まだ、この問題が解決すると
か変化があるとは思えない。感染者数など、マスコミによる
過剰な報道で我々もかなり不安を抱いている。もっと正確な
検査によるり患者数などの数字をきちんと出してもらうよう
になるとよいのではないか。世の中がもっと冷静に現状を把
握しながら、経済活動が進んでいけば良い。

□

その他専門店［靴小売
業］（経営者）

・４～５月から売上も少しずつ増えてきた感じだったが、８
月になって人が巣籠もりから出始めた感がある。ただし、店
への買物客はまた少なくなってきている。我々小売は、しば
らくこの厳しい状態が続く。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスのワクチンや有効な治療薬が開発され
ない限り、この状況は続く。

□
一般レストラン［居酒
屋］（経営者）

・年末に向けて宴会獲得が難しい。少人数での飲食が多いと
予想している。宴会がないと客単価等、売上に影響が出る。

□

スナック（経営者） ・県や市で発行したプレミアム付商品券も、皆、そろそろ利
用済みであり、Ｇｏ Ｔｏキャンペーン関連客がどうなって
いくのかをみている。余り期待はできないが、以前よりはや
や来客数が増えていることから、総じて余り変わらない。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで宿泊が少しずつ回
復してきている。稼働率は、前年比79％、平均60％となって
いる。レストランの客数も前年の約75％まで回復してきてお
り、少しずつ個人消費が増えてきた感はある。宴会は団体の
動きが非常に鈍く、前年の約25％と売上の厳しい状況が続い
ている。

□
都市型ホテル（副支配
人）

・宿泊は、団体予約がどこまで復調するかである。料飲部門
は、今後、宴会や多人数での会食等がどうなってくるのか、
現時点では不透明である。

□
旅行代理店（経営者） ・新型コロナウイルスの感染状況が見通せないので、先が読

めず、Ｖ字回復は望めない。

□
旅行代理店（所長） ・秋の旅行のピークは越えてしまったので、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒ

ａｖｅｌキャンペーンは継続されるものの、動きは現在より
は鈍化するものと考えている。

□
旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンも一時的なものであ

る。新型コロナウイルスの影響は大きい。
□ タクシー運転手 ・現在が一番底であって、早く良くなってほしい。

□

通信会社（経営者） ・元々、新型コロナウイルスにはさほど影響を受けない職種
だが、長引けば間接的には影響は出てくる。何より一番の問
題は、高齢化と人口減少による顧客数の減少である。全ての
業種でインターネット通販ができるわけもなく、地域密着型
の業種では、現状が続く限り本当の意味での景気回復はな
い。

□
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響が続く状態では、楽観視はでき

ない。ワクチン等、具体的な対策ができるようになれば改善
される。

□

通信会社（局長） ・周辺企業の方と話をすると、二極化しているように感じ
る。ぎりぎり持ちこたえる企業が多く、「今後の新型コロナ
ウイルスの感染状況が悪化した場合には、持ちこたえること
ができない」という話を耳にする。

□

テーマパーク（職員） ・少しずつ来園客も増えているが、新型コロナウイルスの影
響で、近距離の旅行先として来ている客も多い。Ｇｏ Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京都の追加は、明るい材料だ
が、遠方への旅行の方がより大きな恩恵を受けることから、
関東近郊の観光地への客の来訪が継続するか不安である。

□
ゴルフ場（総務担当） ・新型コロナウイルスの感染状況によるが、感染者が現状程

度の推移であれば、変わらない。

□
その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・新型コロナウイルスの感染状況が、年内は続くと見てい
る。
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□
設計事務所（所長） ・個人消費はやや戻りつつあるものの、団体旅行や冠婚葬祭

等、大人数での飲食は依然として見送るケースが多く、いま
だに景気上昇の気配は見えない。

□
設計事務所（所長） ・上向きではあるものの、新型コロナウイルスの感染が収

まったわけではないので、しばらくは横ばいと予想する。

□
住宅販売会社（経営
者）

・やはり、新型コロナウイルスの収束が進まないと、街の活
性化は見込めないと感じている。観光地ではない当地は閑散
とした状況が続いている。

▲ 百貨店（店長） ・新型コロナウイルスの影響がある。

▲
家電量販店（店長） ・東京オリンピックの開催有無や新型コロナウイルスの影響

で、今後どうなるか不明である。

▲

住関連専門店（仕入担
当）

・コロナ禍における買いだめや、新しい生活様式に対応する
ための購買も一息ついている。今後は新型コロナウイルスの
状況に対応しながら、節約傾向に拍車がかかる。この傾向に
対する価格下落も表れ始めている。

▲
その他専門店［燃料］
（従業員）

・客からの発注が減少している。

▲ 通信会社（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、やや悪くなる。

▲
美容室（経営者） ・商工会主催による消費者の回遊を促す「Ｇｏ Ｔｏ商店

街」イベントが10月の１か月間開催予定なので、期待が高
まっている。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスの感染者数が、東京都で増えつつある
なか、周辺に立地する当県には影響がある。まだまだ予断を
許さない状態である。

×
一般小売店［家電］
（経営者）

・暑さが一段落して、エアコン等の販売も落ちると思うの
で、間違いなく悪くなる。

×

一般小売店［土産］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で、東京に修学旅行に行けない
児童、生徒が、旅行先を変更して当地を訪れる数が非常に増
えた印象である。しかし、依然として大人の団体旅行は下火
である。シルバーウィークの４連休も、平日と比べれば観光
客は多かったが、店内飲食を避けたり、知り合いに配る土産
物の購入を控えたりしており、観光小売業の厳しい状況は変
わらない。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの恩恵も、
補助額の大きい高級旅館のみであり、小売店や飲食店はもと
より、単価を安価に設定している宿泊施設等は、依然として
厳しい。今後、インフルエンザもあいまって流行する等、厳
しい要素しか思い浮かばない。観光業は再び大変厳しい状況
になると危惧している。

×
コンビニ（店長） ・今月は10月１日からのたばこ増税のため、まとめ買いが多

量にあり、売上が大幅に上がっている。この反動が、かなり
マイナスに作用する。

×

衣料品専門店（販売担
当）

・インフルエンザと同じように、これからはＷｉｔｈコロナ
で生きていかなければならない世界だと思う。ＰＣＲ検査を
いつでもどこでも何度でも安価で受けられるような環境を整
えていかない限り、人の動きは戻ってこない。本当にそうし
た仕組みを国を挙げて短期間で作っていく必要があるし、
作ってもらわない限りは人の動きは止まったままである。

×

住関連専門店（店長） ・東京オリンピック開催について、行政では新型コロナウイ
ルス対策を実施しながらの実現を目指しているようだが、す
ぐそばで感染者が増えている厳しい現状がある。安全な指針
を示さない限りは、景気の上昇は難しい。

×
都市型ホテル（経営
者）

・新型コロナウイルスが消滅しなければ、ホテルや飲食業界
の会食、宴会、披露宴等は終わりである。

× タクシー（経営者） ・全体的に動きが悪いので、この先も悪いと思う。

×
タクシー（役員） ・近隣地域でクラスターが発生し、出控えが顕著なため、悪

くなる。
◎ － －

○

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・今まで、新型コロナウイルスの影響で、なかなか動かな
かった物が、少しずつ動くようになってきている。10月から
Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等が、一層活発になる
と思うので、この先、少しは良くなる。

○
社会保険労務士 ・今よりは良くなっていると思うが、冬のボーナスは例年よ

り少ない事業所が多いとみているので、高額商材等は影響を
受ける。

□
化学工業（経営者） ・上向き傾向は続くと期待しているが、現状が大きく変わる

とは思えないため、変わらない。

企業
動向
関連

(北関東)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
窯業・土石製品製造業
（総務担当）

・新型コロナウイルスを心配しつつ、稼働している。

□
金属製品製造業（経営
者）

・将来の景気は、全く予測できない。新型コロナウイルス次
第だろうが、とても不安である。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・仕事が回復する取引先と全く戻ってこない取引先が明確に
分かれている。トータルでは変わらない。

□
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・取引先、競争相手の様子等をいろいろ聞いたが、今後２～
３か月では到底良くなるとは思えない。少し良くなってくる
のは半年先以降ではないか。

□
その他製造業［消防用
品］（営業担当）

・しばらくはこのままの状態が続く。

□

建設業（開発担当） ・公共工事は前年の大雨災害の影響による復旧工事で、大変
忙しい。ただし、建設業界は10年来の不況業種で、企業数が
減ってきている上に、従業員の高齢化もあり、企業規模が小
さくなっている。こうした状況から、発注増へのスムーズな
対応は難しい点もあるが、何とか知恵を絞って対応していき
たい。

□
輸送業（営業担当） ・今後は更に気温が下がり、季節家電のヒーター類やこた

つ、電気カーペット、冬物寝具等の物量が、前年並みに確保
できる予定である。

□

経営コンサルタント ・最近になって、あちこちで散発的に新型コロナウイルスの
感染者の増加が伝えられている。今後の動き次第で、暮れに
向かって消費行動が抑えられる懸念がある。また、廃業者が
出る可能性も相変わらずある。

□
その他サービス業［情
報サービス］（経営
者）

・新型コロナウイルスの発生状況次第であり、何とも言えな
い。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・８月末の９月売上確定分に比べて、今月末の10月売上確定
分は３分の２程度となっている。11～12月もこの状態が継続
しそうである。

▲
電気機械器具製造業
（経営者）

・主要取引先の下期動向がまだみえないが、現在の情報で
は、状況が改善する見通しは厳しい。

▲
建設業（総務担当） ・良くなる気配がない。補正予算等の対応で、公共工事の量

を増やしてほしい。

▲
広告代理店（営業担
当）

・個人経営の飲食店、小売店等のサービス業や、宿泊業、結
婚式場等、今後も厳しい企業が多い。広告予算を持っていた
業界が厳しいため、広告業も厳しい。

▲
司法書士 ・地域を見回しても、良くなっていく要件はほとんどないよ

うなので、しばらくの間はじわじわと落ちていくのではない
か。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・例年なら９月から年末にかけては仕事量が急激に増える時
期だが、今年は全くない。逆に、月を追うごとにどんどん仕
事が減っているので、当社としてはかなり悪くなる。

×
不動産業（管理担当） ・長年にわたって取引していた客からの管理業務が、10月か

らなくなるなど、金額の見直しや業務委託内容を変更する話
ばかりで、前向きな材料が全くない。

◎ － －

○
人材派遣会社（経営
者）

・このところ、求人が増えているので、良くなる。

○
人材派遣会社（管理担
当）

・自動車部品製造の生産計画が高いため、やや良くなるので
はないか。

○
職業安定所（職員） ・取引先工場の休業等がなくなり通常勤務体制に戻ったこ

と、運送業は通常運送ができるようになったことで、求人募
集を再開する事業所がみられる。

□

人材派遣会社（経営
者）

・引き続き、住宅着工や増改築等は期間３か月というものも
見込まれる。これからの季節が、新型コロナウイルスでどの
ように動くか不透明である。秋冬物の販売促進はみられるも
のの、購買についてはまだ不透明なところがあるようであ
る。

□
人材派遣会社（社員） ・取引先も中途採用については慎重になっており、採用基準

が厳しくなっている。

□

職業安定所（職員） ・雇用調整助成金、緊急雇用安定助成金の支給申請は、５～
６月は自粛要請の影響もあり、飲食店からの申請が多かった
が、市独自の飲食店への施策により減少傾向にある。現在
は、飲食店からの申請も多少あるが、製造業からの申請へと
変化している。

雇用
関連

(北関東)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

学校［専門学校］（副
校長）

・新型コロナウイルスの影響は続いているものの、逆にこれ
以上悪くなることもない状況である。また、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンの影響で、経済が動き出した印象があ
る。

▲ － －
× ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
家電量販店（店員） ・前年は消費税増税前の駆け込み需要で９月度は好調だった

が、10月以降は落ち込んでいたので、来月以降は前年比で上
回ることが見込まれる。

◎

その他専門店［雑貨］
（営業担当）

・新型コロナウイルスの新規感染者数の減少傾向や、Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンにおける東京都対象追加の
正式決定などを受け、今後は都内への来街者の増加が見込め
る（東京都）。

◎
都市型ホテル（スタッ
フ）

・10月から地域共通クーポンが始まり、料飲施設は少なから
ず需要が高まる。年明け以降は例年並みに戻ると予測してい
る。

◎
観光名所（職員） ・２～３か月後になると、観光地はトップシーズンを迎え

る。９月の４連休は割と客が増えており、今後のトップシー
ズンも客が来ると期待している（東京都）。

◎ ゴルフ場（経営者） ・今後しばらくは当社の業種は好調と予想している。

○
一般小売店［家電］
（経理担当）

・全体的な景気の良さは感じられないが、新型コロナウイル
スのせいで家にいることが多くなったためか、客は何か買い
たい物を探しているように見受けられる。

○

百貨店（売場主任） ・食料品については、これからお歳暮、おせちのプロモー
ションが始まるが、基本的にはＷｉｔｈコロナのなかで非常
に良くなるだろうと思っている。生鮮、総菜の自家需要の伸
びも含めて、全体的には少しずつ上がっていくのではないか
（東京都）。

○

百貨店（売場主任） ・おせちやクリスマスケーキ、お歳暮ギフトの販促が始まる
ので、集客の戻りを期待しているが、新型コロナウイルスの
影響があるため先行きが不透明である。インターネットによ
る販促は伸長しているものの、店頭販売のマイナス分を補え
てはいないのが現状であり、厳しい状態は改善されないとみ
ている（東京都）。

○
百貨店（総務担当） ・新型コロナウイルス感染者数も一定規模で推移しており、

政府の各種施策の実施もあるため、来客数は上向いていく。
それに伴い、売上も回復に向かう（東京都）。

○

百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルスの感染者数がやや落ち着きつつあり、
Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等の施策により外出
も増加している。新たな生活様式にも慣れつつあり、一定水
準の消費は期待できると想定している（東京都）。

○

百貨店（販売促進担
当）

・新型コロナウイルスの感染状況が現状維持ないしは落ち着
くという前提で、来客数が少しずつ増加しているなか、細心
の留意を図りながら、動員催事を仕掛ける動きになってきて
いる。おせちやお歳暮ギフトの受注は、店頭販売分をオンラ
インでカバーする（東京都）。

○
百貨店（販売促進担
当）

・東京都を対象に加えたＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンの効果により外出機会が増えれば、外出着や手土産の
需要にも回復傾向が出てくる（東京都）。

○
百貨店（店長） ・東京都もようやくＧｏ　Ｔｏキャンペーンがスタートする

など、行政施策に期待を寄せている。また、新型コロナウイ
ルスの感染状況も多少落ち着きを見せている（東京都）。

○ スーパー（総務担当） ・外出しよう、楽しもう、という雰囲気になってきている。

○
スーパー（販売促進担
当）

・前年は消費税増税の影響で衣料品、化粧品等の売上が大幅
に落ち込んだ。食品は好調が続いているので、衣料品等の改
善に期待している。

○ コンビニ（経営者） ・近隣公園のイベントも増えてきているので、期待したい。

○

コンビニ（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響もあり、市
中に大分人が出るようになってきているので、景気は徐々に
良くなってくる。現状では前年比70％程度だが、これから
10％程度は上がってくると考えている。

家計
動向
関連

(南関東)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
コンビニ（商品開発担
当）

・徐々に規制が緩和されてきているため、人の動きに期待し
たい（東京都）。

○

衣料品専門店（経営
者）

・やや良くなるというのは希望的観測も含めてである。国も
含めていろいろな行政単位で、経済対策、Ｇｏ　Ｔｏキャン
ペーン、商品券などの施策がこれから出てくるので、大型店
だけでなく、小さな商店にも景気が行き渡るよう期待してい
る。

○

家電量販店（店長） ・テレビ、レコーダー、ヘッドセットは引き続き巣籠り需要
で１けた台の伸びに期待する。携帯電話は厳しいと予想して
いる。ラニーニャ現象の影響が予想どおりであれば、エアコ
ンを中心とした暖房商品に期待が持てる（東京都）。

○ 乗用車販売店（店長） ・客の動向も上向いているように感じる。

○

一般レストラン（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンで弾みがつき、新型コロナウイル
スの感染再拡大がなければという仮定の上での予測である。
また、11月の米国大統領選挙の行方も少なからず影響を及ぼ
すため、予断を許さない。選挙結果が米中の対立にどのよう
に作用するのか、その時が来てみなければ分からない。

○
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルス対策と経済活動の回復をうまく両立で
きるように、政府が主導して進めてほしい。それによっても
違ってくる（東京都）。

○
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンも開始されるので、期待
している（東京都）。

○
その他飲食［給食・レ
ストラン］（役員）

・新しい売上水準に合った体制作りを進めることにより、業
績は良くなってくると考えるが、外部環境が新型コロナウイ
ルス以前に戻るとは思えない（東京都）。

○

都市型ホテル（経営
者）

・年末年始に向かって緩やかな回復はみられると思うが、や
はり忘年会、新年会のような多くの人が集まる会合は見込め
ず、とても前年のような状況は考えられない。緩やかに回復
し、来年を迎え、ワクチンが開発されて、東京オリンピック
が開催されるかどうかということも含めて、１つの転機にな
るのではないか。

○

旅行代理店（販売促進
担当）

・２か月後の11月は、修学旅行を中心とする教育旅行のピー
クを迎えるので、そちらの数字が良くなる。また、10月から
Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに東京都も対象に追
加されるので、個人旅行の増加が見込める。ただし、３か月
後の12月には少し落ちていくのではないかと感じている（東
京都）。

○
旅行代理店（営業担
当）

・これまでの自粛ムードが緩和され、秋から年末年始に掛け
ての旅行需要が増加しつつある。

○
旅行代理店（総務担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンに、東京都も対象
となる10月以降に大きな期待を寄せている。個人に続き団体
も動いてくれると、景気が上向いてくる（東京都）。

○

タクシー運転手 ・10月１日からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで東
京都が対象に追加される方向であることと、新型コロナウイ
ルスの感染者数が減少傾向にあることから、経済も多少上向
きになるとみている（東京都）。

○

タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響で落ち込んだ需要の喚起策であ
るＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが、10月から東京
都も含めて本格始動する。感染防止と経済社会活動を両立さ
せる新たな日常がどこまでできるか期待したい（東京都）。

○

タクシー運転手 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが東京都も対象に
なるため、多少は人の流れが出てくると思うので、昼間の時
間帯は良くなる。ただし、夜や深夜については今と変わらな
いか、更に悪くなるのではないか（東京都）。

○
タクシー（団体役員） ・９月の４連休が多少期待できる様子だったので、来月10月

からの東京都を対象に追加したＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンの動向次第かと思われる。

○
通信会社（経営者） ・新型コロナウイルスの感染状況がこれ以上悪くならなけれ

ば、景気は良くなっていく（東京都）。

○

通信会社（社員） ・自粛から活動する方向に志向が変わってきたと感じる。今
まで使っていなかった人もリモートの仕組みを使うように
なってきて、活動を始める方に向いてきているようである
（東京都）。

○
通信会社（営業担当） ・年末に向けて、外出を控え自宅で過ごす傾向が更に高まる

ため、テレビやインターネットの新規契約件数は増加してい
くものとみている。



123 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
通信会社（経営企画担
当）

・このまま案件数が徐々に増え続けることを期待している
（東京都）。

○
通信会社（総務担当） ・新型コロナウイルスの感染者数が減少傾向にあるなか、客

側の消費活動の回復が期待できそうである（東京都）。

○
その他レジャー施設
［総合］（広報担当）

・来場者の人数制限が緩和されたので、この状況が続けばや
や良くなる（東京都）。

○
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・まだまだ通常の運営は難しいが、少しずつ新規の問合せも
増えてきている。

○

設計事務所（経営者） ・現在の社会情勢を見ると、新型コロナウイルスの影響で非
常に悪いところがあるが、当社はなぜか行政の仕事をたくさ
ん取れたことと、社員の健康を重視して計画的に新しい社員
を増やしていたことなどから、仕事が増えて良くなってい
る。

○
住宅販売会社（従業
員）

・内覧の客が展示場に来ている。また、資料請求の数も増え
ている。

○

住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの感染状況が今までと一緒なら、少し
ずつ景気は回復してくる。売れる商材をそろえられれば、順
調に推移していくと思うので、土地の仕入が肝になりそうで
ある。

□

商店街（代表者） ・商店街のメンバーに聞くと、やはり一番売上が取れない業
種は飲食店のようである。当店は物販なので、少しずつ回復
している。今の状況が良いというわけでは全くないが、これ
以上悪くなると商売の継続が難しくなるため、少しずつでも
上げる努力をしなければならない。

□

商店街（代表者） ・冬シーズン、インフルエンザの流行や新型コロナウイルス
の感染状況がどうなるかで大きく変わる。今の状況を見てい
ると、良くて現状維持ではないか。寒くなってくると、在宅
時間が圧倒的に増えるので、そのなかでのＷｉｔｈコロナ需
要をつかむには時間が掛かるかもしれない（東京都）。

□

一般小売店［家電］
（経営者）

・今の状態がずっと続くのではないかということで、変わら
ない。とにかく動きがほとんどない。現状は、メンテナンス
業務に力を入れており、そのお陰でどうにか、売上は上がら
ないものの多少の利益を出せている（東京都）。

□
一般小売店［和菓子］
（経営者）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンなどで消費に動きがみられるもの
の、10～11月に行われる秋のお祭りが全て中止になり、その
売上がマイナスになっている。

□

一般小売店［家電］
（経理担当）

・暮れに向けてテレビの需要があると思われるが、依然とし
て品薄状態が続いている。このところ、新製品の納期もずれ
たりして商売がしにくくなっている。こちらから客を訪問で
きないので、キャンペーン活動ができない。

□

一般小売店［家具］
（経営者）

・先行きの景気は決して良くはならないような気がする。た
だし、新型コロナウイルスの影響で生活様式がいろいろ変わ
るだろうし、当店もこの先生き延びるために、専門店とし
て、より特化してやっていきたい（東京都）。

□
一般小売店［祭用品］
（経営者）

・新型コロナウイルスの新規感染者数が減って、平常に戻
り、飲食店、個店及び各種行事が無事に再開できるまで、良
くはならない。

□

一般小売店［文房具］
（経営者）

・10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象に
東京都が追加されるので、今後は人出もある程度回復すると
思われるが、必ずしも飲食店や物販店の売上につながるとは
思えない。従来実施していた地域のイベントがいまだに行わ
れないため、街全体の活気が戻ってきていないためだと推測
している。今後のイベント実施次第では、街の活気につなが
り、個店の売上にも良い影響を与える（東京都）。

□
一般小売店［傘］（店
長）

・商店街のイベントも中止となり、好転の兆しが見えず、当
面は底辺が続く。

□

一般小売店［文具］
（販売企画担当）

・新型コロナウイルスの感染状況がまだ上下しているので、
不安定要素が多分にある。来客数が急に増えたり、逆に急減
したりということがある。また、外商部の方も、案件が急に
飛んでしまったり、またそれがやっと復活してきたりなど、
余りにも不安定要素が多いため、どちらでもないと回答して
いる。

□

一般小売店［茶］（営
業担当）

・久しぶりにイベントでの売出を実施したが、客の来場は今
一つで、売上も伸びない。新型コロナウイルスが収束しない
ことにはどうしようもない。当社も精一杯努力しているが、
これ以上は何ともならない（東京都）。
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□
百貨店（総務担当） ・来客数の回復が見えないなかで、高額品等、必要のない物

は購入しない動きが継続することが予想される。

□

百貨店（総務担当） ・前年は10月からの消費税増税により、景気の落ち込みが感
じられた。本来であれば、その好転反動も期待できる年度で
あったが、現状では景気が良くなる材料は見当たらない。新
型コロナウイルスの収束に向けて具体的かつ明確な方向性が
見いだされるまでは、現在の厳しい状況が続く（東京都）。

□

百貨店（広報担当） ・新型コロナウイルスのワクチンや特効薬の開発、普及にめ
どが立たない限り、現状から大きく変わる要素が見当たらな
い。Ｗｉｔｈコロナの時代にマッチした新しいサービスが開
発されていく一方、民間企業の賞与に大きな影響が出てくる
のは2020年冬の支給分からなので、消費が回復する材料とし
ては乏しい（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルス感染防止のため、外食や旅行などの消
費活動の制限が今後も続くとみている。感染再拡大による家
計消費や企業の勤務体制などの対応により、回復ペースは依
然として緩慢である（東京都）。

□

百貨店（販売促進担
当）

・今後の新型コロナウイルスの感染状況の推移により、影響
度合いも変わるとは思うが、来客数が劇的に回復することは
なく、しばらくは変わらない。また、催事も物産展を再開し
たが、３密回避のために、出展取引先数が減少している。今
後の催事やイベントに関しても、以前と同様には開催できな
いことから、年末に向けた繁忙期も、この状況は変わらな
い。

□
百貨店（店長） ・世間で言われているように、インフルエンザり患リスクも

高い時期となるため、状況が好転するとは思えない（東京
都）。

□
百貨店（企画宣伝担
当）

・消費の低迷が続いており、小売業において、新型コロナウ
イルスの影響下での業況が大きく好転することは見込めな
い。

□

百貨店（副店長） ・新型コロナウイルスの感染状況、ワクチンの開発状況に大
きく左右される。東京発着のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャ
ンペーンが始まるなど消費マインドの高まりを期待したい
が、引き続き、アパレルは厳しく、食品が好調というトレン
ドは変わらない（東京都）。

□

スーパー（販売担当） ・新型コロナウイルスの影響か、収入が減っている人がいる
ように感じられる。食料品は最低限必要なので買い回ってい
るが、衣料品や住居関連商材を食品同様に買っていくことは
なく、そこで少し節約をしているようである（東京都）。

□
スーパー（経営者） ・食品スーパーだが、来客数減、単価アップという売上傾向

は変わらない。新型コロナウイルス感染がまだ続きそうなの
で、しばらくこのままいくのではないか。

□

スーパー（店長） ・現状、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンの影響で人の動きが多く
なっているが、新型コロナウイルスの感染者数が再び拡大す
るなかで、巣籠り需要がまた発生する可能性があり、３か月
後の景気は今と変わらずに推移していくのではないかとみて
いる。感染者数に比例すると思うので、注視しながら対策を
取っていきたい（東京都）。

□
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの影響が長引いており、経済全体が不

安定ななかで、消費者には節約志向が根付いているので、同
様の状況がしばらく続く（東京都）。

□
スーパー（店員） ・酒類やたばこは一時的に売上が落ちるが、内食需要は堅調

のため、食品類の売行きに大きな変化はないとみている。

□

スーパー（総務担当） ・９月の４連休で多くの人が動いたが、それに付随して衣料
品、住まいの品の売上が伸びたということはなく、今後もそ
の傾向は続いていく。特別定額給付金10万円の給付があった
ときには、食品に関してもふだんより少々良い物を買ってい
たが、徐々に節約志向になっている。外食しない分だけ、当
店で買って自宅で食事する人が増える傾向にあるので、今の
傾向がそのまま続いていく。

□
スーパー（営業担当） ・若干落ちてきてはいるが、内食化傾向はまだまだ続くとみ

ている。消費者の将来に対する不安感は払拭されていないも
のの、現状が続く（東京都）。

□
コンビニ（経営者） ・今までと同じように、夜から朝に掛けての来客数が減少し

ている。

□
コンビニ（経営者） ・たばこ等の値上げの影響が一段落するまで判断できない

が、客の動向に大きな変化はない。
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□
コンビニ（エリア担
当）

・客足が戻る見込みが余りなく、今後冬に向かうにつれてイ
ンフルエンザなどの流行も危惧されているため、改善の見込
みが薄いのではないか（東京都）。

□
衣料品専門店（店長） ・現状では新型コロナウイルス収束のめどが立っていない

（東京都）。

□
衣料品専門店（統括） ・テレワークや、いろいろな行事の縮小で需要が低下してい

る状況が一変することは、今のところ考えられない。

□
衣料品専門店（役員） ・新型コロナウイルスの感染防止のため、余り外出しないと

いう中高年の客が多く、衣料品への影響が大きい。

□
家電量販店（店長） ・新型コロナウイルスの影響による制限がある以上、ポジ

ティブな方向にはなりにくい。

□
乗用車販売店（経営
者）

・自動車の整備は順調に入っているが、販売が余り芳しくな
い。来客はあるが、なかなか契約に結び付かない。

□
乗用車販売店（経営
者）

・売上はほぼ前年並みで、大きな変化はない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・新型車種で攻勢を掛けるが、高額車種のため、販売量的に
は不安要素がある。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・政府がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどの施策
を打っているが、人の移動はまだ少なく、物も動いていない
ので、景気はまだ良くならない。客からも集客が減っている
とか、様々なイベントが金額的に減っているという話を聞い
ているので、今後数か月については景気は良くならない（東
京都）。

□
乗用車販売店（渉外担
当）

・新型コロナウイルスの影響を慎重に見る傾向が依然として
あり、従前の企業活動並びに消費行動に戻るとは思えない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・新政権が発足したが、変化や効果が表れるにはまだ時間が
掛かると思うので、３か月先では特に変化はない（東京
都）。

□

住関連専門店（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響や東京オリンピック開催への懸
念など、国内外共にマイナス要素が多いが、現状は大きな影
響は出てはおらず、判断が難しい。短期的、中期的な予測も
難しい（東京都）。

□
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・周りを見ても、何となく良くなるようには見えない。当店
の販売量にしてもそうだし、どうしても売上が伸びないの
で、なかなか難しいのではないかと感じている。

□
その他専門店［貴金
属］（統括）

・安定した売上は確保できているものの、以前と同じ販売方
法では、来客数は伸ばせない（東京都）。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（団体役
員）

・需要が増加する要因がなく、新型コロナウイルスの感染拡
大がなければ、大きな変化はない（東京都）。

□
高級レストラン（経営
者）

・外食産業としては年末の団体利用がないものと想定し、少
人数に特化した販促をしている。ただし、少人数だと利益率
が悪く、売上は伸びない。

□
高級レストラン（営業
担当）

・新型コロナウイルス感染者数の推移等に左右されるため、
楽観視はできない（東京都）。

□
高級レストラン（仕入
担当）

・２～３か月先に新型コロナウイルスの影響を受けている現
状が回復するとは思えず、法人利用等が増えない限り、厳し
い状況が続く（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・本来なら２～３か月先は暮れが控えているので、かなり売
上も伸びる時期だが、新型コロナウイルスの影響で大分売上
が減っており、仮に少し良くなったとしても、今とほとんど
変わらない状態が続く。そのため、２～３か月先の景気も変
わらない。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの収束後も、リモートワークは残すと
の客の話から、今後オフィス縮小の動きが活発化する（東京
都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・３か月後も今と変わらない気がするが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａ
ｔが10月から始まるので、それに伴い多少は動きが出てくる
のではないか。ただし、９月の４連休後の新型コロナウイル
スの感染者数が心配である。前回もそうだが、少し客が戻っ
てきたと思ったら、また感染者数が増えて自粛ムードになる
という繰り返しのような気もするので、何とも言えない。

□

一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響はまだしばらく続くと思われる
ので、厳しい状況は変わらない。８月末に追加のコロナ融資
を受けたので、これからの１年ほどはどうにか持ちこたえら
れると思うが、返済が始まるので、どうなるか分からない
（東京都）。
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□

一般レストラン（経営
者）

・今月末頃から12月までは３分の２くらい予約が入っている
のだが、ぽつぽつとキャンセルが出始めている。12月は宴会
シーズンでフリー客が少ないので、宴会がキャンセルになる
と、今よりも悪化する可能性が高くなる。宴会が中止になっ
た客がフリーで来店することも若干は期待できるが、何分初
めてのことなので、予想が立たない。総体的にはやや悪くな
るような気がする（東京都）。

□

一般レストラン（経営
者）

・来月からＧｏ　Ｔｏキャンペーンで東京にも人が集まって
くると思うが、この２～３か月先は全く読めない。暮れの忘
年会の予約も入るかどうか心配である。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔ
もどうなるのか、全く予想がつかない（東京都）。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・徐々に売上が上がるようにはなってきているが、やはり平
日の動きが鈍く、先々の予約は皆無である。まだまだ新型コ
ロナウイルスの感染拡大が収まらず、現状からの大幅な景気
回復は見込めない。

□
旅行代理店（従業員） ・新型コロナウイルスの影響により、それほど伸長するとは

思えない（東京都）。

□
旅行代理店（従業員） ・秋の繁忙期に入ったにもかかわらず、学校以外の団体旅行

が皆無のため、壊滅的状況に変わりはない。

□
旅行代理店（従業員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京都除外がな

くなる（東京都）。

□

タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響がまだ尾を引いており、皆かな
り不安な状態で生活しているのが目に見えて分かる。やはり
収束しないと、我々の仕事も今の悪いまま進むしかないのか
という残念な気持ちでいっぱいである。

□

通信会社（経営者） ・新型コロナウイルスの感染拡大は、峠を越えて下げ止まり
の状態にあるが、インフルエンザと同時期に拡大する第３波
への懸念が残る。感染防止に気を配りながら営業を継続する
するため、営業手法に変化が出ており、しばらくは現状維持
と考える（東京都）。

□
通信会社（社員） ・新型コロナウイルス収束のめどが立っておらず、今後も継

続すると想定している。Ｗｅｂ申込みの強化や、余った工数
を有効活用するための業務最適化を進めている（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・有料テレビサービスやインターネットの需要はこれから大

きく伸びる要素はなく、横ばいを維持する。

□
通信会社（局長） ・都内の繁華街の新型コロナウイルス感染状況が低減するま

で、しばらくは今の感染者が多いイメージは続くと思われる
ため、実績が上昇することはない（東京都）。

□ 通信会社（営業担当） ・良くなると思える材料がない。

□

通信会社（管理担当） ・新型コロナウイルスの治療薬、予防ワクチンができない
と、根本的な景気回復にはつながらない。また、政府が支援
策としていろいろな助成金、補助金を出して一時しのぎをし
ているが、ゆくゆくは税金に跳ね返ってくることが想定され
るので、経済活動も伸びない（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの収束の兆しが見えたら、大きな手を

打ってくる企業が出てくるとみているが、２～３か月での収
束は見込めないので、当面この状況が続く（東京都）。

□
通信会社（経理担当） ・客単価が、毎月10円未満ではあるものの下がり続けてお

り、下げ止まる根拠が見当たらない。

□
パチンコ店（経営者） ・新型コロナウイルス感染の勢いは沈静化せず、景気の先行

き不安、雇用機会の先細り等で、今の状況が続く。

□

競輪場（職員） ・今年は、新型コロナウイルス感染対策を行いながら、売上
２割減の想定で動くという判断になった。余り客が集まって
も、かえって密だと不安視されてしまうし、座席などのキャ
パシティは限られるため、どのように現状を維持し続けるか
に力を入れることにする。

□
その他レジャー施設
［ボウリング場］（支
配人）

・新型コロナウイルスの新規感染者数が一定のレベルで推移
すると推測され、いわゆるニューノーマルな生活環境下にお
いては、特に団体予約での来場が見込めない（東京都）。

□

その他レジャー施設
［ボウリング場］（営
業担当）

・９月の４連休で羽目を外した人が多かったようで、新幹線
や飛行機等も混雑しており、一時的に減った新型コロナウイ
ルスの新規感染者数が今後また増えてくると予想される（東
京都）。
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□

その他サービス［福祉
輸送］（経営者）

・９月下旬の都内の新型コロナウイルスの新規感染者数は、
やや減少する様相を見せたものの、高水準で推移している。
これから感染状況が改善するのか、あるいは第２波、第３波
等により更に冷え込むのか、先が読めない。商業活動や生産
活動を抑えていたところが相当疲弊しているので、事業の存
続を断念するところも多くなるのではと、非常に不安を持っ
ている（東京都）。

□
その他サービス［立体
駐車場］（経営者）

・新型コロナウイルスが終わるまで、悪いまま変わらない。

□
その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・新型コロナウイルスの影響があっても、販売量や顧客数は
このまま維持できる。

□
設計事務所（経営者） ・今のところプロジェクトの数が増える予定がないので、変

わらない。

□
設計事務所（経営者） ・新型コロナウイルス収束の展望が一向に見えてこない。建

築関連は民間の設備投資意欲が回復しない限りは期待でき
ず、官庁頼みの状況は変わらない。

□

設計事務所（所長） ・コンサルタント的な相談は入ってくるが、客の方で工事費
用等の見込みが立たず、また、客自身の仕事の見通しもつか
ないため、二の足を踏んでおり、前へ進むような気配がない
（東京都）。

□

設計事務所（職員） ・新型コロナウイルス感染の再燃は間違いなくある。ワクチ
ンや治療薬が確立されない限り、感染防止対策による景気後
退感は継続すると思うが、それが普通と感じるようなレベル
感かと想像している（東京都）。

□

住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響がなくならないと景気が良くな
るとは思えない。このようなときこそ、住宅の売行きが良く
なる対策が必要である。住宅は経済波及効果が非常に大きい
ので、何かしらの対策を期待している。

□

住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響も次第になくなってきており、
オンライン商談も増えてきている。例年、年末に近づくと客
の動きが活発になるので、やや良い状態のままで推移すると
みている。また、当社が同業他社を傘下に収めるという
ニュースで、勢いがある会社だと受け止めてもらえているよ
うで、問合せが増えているように感じている。

□
その他住宅［住宅資
材］（営業）

・年末に向けて一定の受注は確保できる見込みではあるが、
厳しい状況に変わりはなく、安定的な景気回復には時間が掛
かる（東京都）。

▲
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響で、徐々に会社関係や個人の消

費に引締めが感じられる。

▲
一般小売店［米穀］
（経営者）

・冬場に向けて、今後景気が悪くなる見通しである上、お金
を使わない、お金を大事にする傾向が強まる（東京都）。

▲

百貨店（販売促進担
当）

・テレワークや、会食を控えて家で過ごす生活が定着してき
たことにより、食品部門は回復基調にあるが、外出が減り使
用機会が減ってしまったファッション関連は、回復には程遠
い状況が続く（東京都）。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・現時点で我慢をしている企業も、長引く苦戦に耐え切れな
くなると予想される。既に幾つかの企業から撤退等の案件が
浮上しており、今後を楽観視できる状況にない（東京都）。

▲

スーパー（経営者） ・今までは外食よりも内食の比率が高まっており良かったの
だが、今月に入ってからは少しずつその比率が低下してきて
いる。基本的な流れは変わらないのだが、節約志向が出てき
たのか、やや悪くなってきている。今後もまだしばらくこの
状況が続く。

▲
スーパー（仕入担当） ・今年は帰省のないお盆だったようで、手土産の売上が激減

した。年末年始も、帰省したり大勢では集まらず、家族で過
ごすことになりそうである。

▲
スーパー（ネット宅配
担当）

・景気の悪化は避けられない。また、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔ
キャンペーンで外食の消費が増えることなどを考えると、
スーパーなどは今より厳しくなりそうである。

▲ コンビニ（経営者） ・売上が少しずつ落ちてきている（東京都）。

▲
コンビニ（経営者） ・たばこの値上がり前の買いだめが今月で終わるので、10月

以降はまた大きく落ちる。

▲

衣料品専門店（経営
者）

・政府が経済活動にかじを切ったというものの、この７か月
間のあらゆる社会現象の変化に鑑みると、衣食住全ての消費
が新型コロナウイルス以前に戻るとか、購買活動がより活発
になるとは考えられない。新しい商売を考えるときなのかも
しれない。
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▲
衣料品専門店（営業担
当）

・アパレルメーカーの新商品が少なく、売れない、買わない
状況は続くだろう。飲食業ばかり取り上げられているが、小
売業そのものが大変厳しい時代で、先がまるで見えない。

▲

家電量販店（経営企画
担当）

・新型コロナウイルス感染者数の増加ペースの減速、治療
薬、医療体制の充実などによる安心感を消費者が持てない
と、消費の向上は望めないため、厳しい局面が続く（東京
都）。

▲
乗用車販売店（総務担
当）

・買い控え、車検需要の低下により、景気が鈍化すると予想
している。

▲
住関連専門店（統括） ・まだまだ新型コロナウイルスの影響が続いているので、し

ばらく景気回復は見込めないのではないか。

▲
その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・新型コロナウイルスの影響下での年末年始は、通常とは違
い、出費を抑える傾向になるのではないか。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果で稼働自体
は戻ってきているが、単価がまだまだ低く、先行きが不安で
ある（東京都）。

▲

タクシー運転手 ・このところ人の動きや車の通行量は元に戻ってきているよ
うに感じるが、肝心のタクシーの利用客は減っている。会社
がテレワークに移行して経費削減に努めていることや、夜の
飲食を早い時間までしかしないため、深夜にタクシーに乗っ
て帰る人も少なくなっている（東京都）。

▲
タクシー（経営者） ・東京都の新型コロナウイルス感染者数に反比例して、上

がったり下がったりしている。第３波の足音が近づいている
ので、これから売上は下がる。

▲ 通信会社（管理担当） ・滞留債権、つまり利用料の未払が増加している。
▲ 美容室（経営者） ・早く新型コロナウイルスが収束してほしい。

▲

その他サービス［学習
塾］（経営者）

・公共交通機関が混んできて、公共交通機関を使っての塾通
いは新型コロナウイルスに感染する可能性があるということ
で辞める生徒も出ている。景気が良くなっているとは思えな
い。

▲
設計事務所（所長） ・新型コロナウイルスの影響で、公共の予算が感染対策に取

られているため、建設業界は非常に厳しい。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・受注量の減少は如何ともし難く、売上、利益の減少は間違
いない。

▲
その他住宅［住宅管
理・リフォーム］（経
営者）

・新型コロナウイルスの影響で相手方となかなか会えない上
に、私どもの仕事は決まるまでに数か月掛かることがある。
そのことを考えると、今後は大変厳しくなる。

×
一般小売店［食料雑
貨］（経営者）

・年末に向かっても消費の自粛は改善されない。

×

一般小売店［印章］
（経営者）

・テレビ等ではんこ不要論が取りざたされているため、今
作っても必要なくなるんじゃないかと考えてしまう客が大多
数かと思われる。国がどのように判断し、どの程度のところ
で線引きをするか、我々も真剣に耳を傾けなければいけな
い。

×

一般小売店［生花］
（店員）

・今月はお彼岸があり、例年どおりの売上だったので、明る
い兆しが少し見えてきている。ただし、そうした行事の後
は、花の需要ががっくりと落ちるので、売上の増加は見込め
ない。お祝いのお花もまだほとんど出ない状態なので、なか
なか厳しい（東京都）。

×

百貨店（広報担当） ・新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行により、
第３波が到来する可能性が高い。ボーナスもカットする企業
が増えるなか、景気が良くなる兆しは一向に見えない（東京
都）。

×
衣料品専門店（店長） ・冬の到来に合わせて、新型コロナウイルス感染の第３波が

予想されている。前回のような行き過ぎた自粛ではないと思
うが、営業形態の変更や行動制限は出るものと予想される。

×
家電量販店（店長） ・各企業が冬のボーナスをどれだけ支給できるかが、年末年

始商戦に影響する（東京都）。

×

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・新型コロナウイルスの感染リスクが高まる季節が迫り、経
済活動が停滞することを危惧している。ここで、特別定額給
付金等、購買マインドを高める政策を期待したい（東京
都）。

×
その他小売［生鮮魚介
卸売］（営業）

・今年の年末は忘年会などのイベントも自粛となり、期待で
きない（東京都）。
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×

一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で３月の歓送迎会が消えたのと
同様に、このままいくと年末の忘年会も少なくなる気がす
る。そうなると、飲食業としては売上が立たない。Ｇｏ　Ｔ
ｏ　Ｅａｔキャンペーンで客が来るのだろうか。

×
旅行代理店（経営者） ・新型コロナウイルスが収束しない限り、なかなか景気は上

向きにならない。

×

タクシー運転手 ・全く先が見えなくなってきている。タクシーの利用が確実
に減ってきている。利用回数が今までよりも少ないため、短
距離の客ばかり続くと、売上が立たない。この状況はまだま
だ続く。

×

ゴルフ場（従業員） ・新型コロナウイルス感染症が拡大するなかでも、経済の立
て直しは必要ということで、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンなどが
感染防止対策に逆行して行われている。国はお金を放出する
ばかりだが、今後、国、最終的には個人が貧困に陥るのでは
ないかと懸念される。

×
ゴルフ場（経理担当） ・インフルエンザの流行期と新型コロナウイルスの感染拡大

の複合的影響が懸念され、見通しが立たない。

×
その他サービス
［フィットネスクラ
ブ］（マネージャー）

・新型コロナウイルスの影響がある（東京都）。

◎ － －

○
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・当社特有の繁忙期に入るので、受注量は増えると見込んで
いる（東京都）。

○

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・当店は外売りと店受けがあるが、店の客は少なく、個人の
実印注文の客などは下降傾向である。法人については、今月
は税理士事務所の合併によるゴム印の特需があった。税理士
は縮小傾向なのかもしれないが、当店としては特需で法人関
係がやや上向きと感じている。会社の設立印の注文も３件あ
り、うち１本は近隣だが、残りは青森や大分の客で、イン
ターネット通販での受注である（東京都）。

○

精密機械器具製造業
（経営者）

・当社は受注生産型の部品加工メーカーだが、底であった前
月とは逆に来月はＢＣＰの積み増しがあり、前年平均と比べ
てマイナス10％程度である。再来月は前年比マイナス20～
30％の推移になるとの内示情報を受けている。

○
その他製造業［化粧
品］（営業担当）

・春に停滞したサロンの出店ペースが、秋冬に戻りつつある
（東京都）。

○ 建設業（従業員） ・得意先からの見積依頼が多くなってきている。

○

金融業（役員） ・不動産業は、今後も在宅勤務ができる間取り確保のための
一戸建てニーズ復調による動きがある。建設関連は、新型コ
ロナウイルス対策に特化したインフラ整備の受注が年末に向
けて活況となる。卸、小売業は業況に下げ止まりの動きがあ
るが、インバウンド集客の見込みに不安感がある。

○
広告代理店（営業担
当）

・東京オリンピックの開催可否によりけりだと思うが、やや
良くなると願いたい（東京都）。

○
その他サービス業［警
備］（経営者）

・現状が続けば、これから受注は改善されると予測してい
る。

○
その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・東京の最低賃金が据え置かれたため、新規物件を受託すれ
ば、その分収支改善につながる（東京都）。

○
その他サービス業［情
報サービス］（従業
員）

・このまま新型コロナウイルスが収束に向かうことを期待し
て、良い状況が継続すると想定している。

○
その他サービス業［ソ
フト開発］（従業員）

・客より停止依頼があったシステム開発が、再開されてきて
いる。

□
食料品製造業（経営
者）

・秋からのイベントが中止になり、まだ厳しい状態が続きそ
うである。

□
出版・印刷・同関連産
業（所長）

・来期予算に向けた動きは来ているが、直近の動きは鈍い。
年内はこのままでいくのではないか。

□ 化学工業（従業員） ・良くなると予測できる要因が見当たらない。

□
化学工業（総務担当） ・新型コロナウイルスの感染状況次第だが、景気回復策が功

を奏し、年末商戦が活発化することを期待している。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で、全体的に落ち込んだものが
良くなる要素は少ない。しばらくはこの状態が続く。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・医療用容器、化粧品容器共にクライアントから新型コロナ
ウイルス以前の生産に戻す相談等、回復の兆しもうかがえる
が、まだ結果につながるか分からない。

企業
動向
関連

(南関東)
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□
金属製品製造業（経営
者）

・新内閣の経済対策による景気浮揚に期待したいが、新型コ
ロナウイルスの影響は根深く、下請製造業の当社に行き渡る
までには時間が掛かりそうである。

□

金属製品製造業（経営
者）

・当社は今のところ７～８月が受注量の底のようで、９月以
降は少し持ち直しの傾向になっている。受注量持ち直しの根
本的な理由が分からず、徐々に回復するのか、絞り過ぎたの
で一時的に戻したためなのかは分からない。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・取引先の話によると、年内どころではなく、良くはならな
いということである。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・人の交流が活発にならないと、先の受注見込みが立たな
い。当分は新型コロナウイルスの感染状況を注視することに
なりそうである（東京都）。

□
輸送業（経営者） ・年末に向け、取扱量の増加に期待したいところではある

が、可能性としては低く、現況のまま推移していくものとみ
ている（東京都）。

□ 輸送業（経営者） ・企業向けの配送がこのまま落ち着いてくる（東京都）。

□
輸送業（総務担当） ・荷主の国内出荷量が低迷していること、輸出がないことか

ら、今後も現状が続く。

□
通信業（広報担当） ・当面はＷｉｔｈコロナで、現状の底ばい状態が続く見込み

である（東京都）。

□

金融業（従業員） ・新型コロナウイルスの影響による消費縮小で、地域全体の
景況感が悪い。一方で、生活様式が変化し、在宅時間が長く
なったことで、パンや生鮮食品、書籍など、一部で需要が高
まる取引先もある（東京都）。

□
金融業（従業員） ・新型コロナウイルスの感染者数が高めで推移しているた

め、どうしても経済活動が制限されてしまう。

□

金融業（総務担当） ・今後新型コロナウイルスが収束するかはまだ分からないの
で、どちらともいえない。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンでどこま
で関連業種が潤うかにもよるが、飲食業、観光関連はまだ厳
しい状況が続く（東京都）。

□

不動産業（総務担当） ・新型コロナウイルスが収束に向かったとしても、テレワー
クはある程度定着するので、以前の状態にはすぐには戻らな
い。飲食店テナントは引き続き厳しい状況が続く。オフィス
テナントの中には、在宅勤務社員の増加に伴い、オフィスの
一部解約の動きを見せているところもある（東京都）。

□
広告代理店（従業員） ・イベントの入場者数制限等は多少緩和されてきているが、

年度内のイベント事業は早々と中止が決定している。

□

税理士 ・米国の大統領選挙の結果によって、日本への影響も全く変
わってくる。現大統領が再選されれば変わらないかもしれな
いが、対立候補が選出されたら日本に対してどのような対応
をしてくるのか分からない。新型コロナウイルスの感染状況
も、このままいけば１～２年は変わらないようなので、先行
きは変わらない（東京都）。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。

□
経営コンサルタント ・当分、経済状態は最悪のまま推移すると想定される（東京

都）。

□
その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・取引先工場等も稼働率を上げる努力をしているようだが、
売上減の状態はまだ続くものと予想される。

□
その他サービス業［映
像制作］（経営者）

・新型コロナウイルス感染の第３波が来るのか、ワクチンが
できるのか、どちらの方向に動くのか分からない状況で、年
末までに完全に収束するとは思えない（東京都）。

▲
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・メインの取引先から、この先の月々の売上を今までの平均
の50～60％に抑えてくれと言われている。

▲

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・ターミナル駅地下街の飲食店には多少客が増えてきたよう
に感じるが、午後８時を過ぎると歩く人も少なくなる。来客
数が少ないという理由で、営業時間を午後９時までとする店
が多い（東京都）。

▲
金属製品製造業（経営
者）

・国内の仕事が出てきているが、単価が安いので、利益につ
ながらない。食いつなぐのに精一杯である。

▲
建設業（営業担当） ・新型コロナウイルスが収束していない状況が続き、現状よ

り更に設備投資額が減少する。

▲
金融業（支店長） ・これから冬を迎えるなかで、新型コロナウイルス感染の拡

大を懸念する声もあり、まだまだ景気回復には程遠い。

▲
不動産業（経営者） ・売買、賃貸共に前年より減少している。居酒屋が２店舗解

約になった。とにかく新型コロナウイルス収束を念じるのみ
である（東京都）。

▲ 経営コンサルタント ・新型コロナウイルスの影響が今後も継続する。
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×
建設業（経営者） ・新型コロナウイルスが収束するまで、なかなか景気は上向

かない。
× 建設業（経営者） ・新型コロナウイルス後の社会が不安定である。

×
建設業（経営者） ・同業者も同じように受注がなく、民間より公共工事を取り

に行きたいが、案件がないので困っている。国土強靭化も今
年で終わりになるが、是非延長してほしい。

×

税理士 ・持続化給付金などの手当てが尽きて、自助努力で経営をし
なければならないが、相手がウイルスなので業種によっては
打つ手がない。これから冬にかけて新型コロナウイルスの感
染がどれだけ広がるかが、今後の景気に重大な影響をもたら
す。

×
その他サービス業［ソ
フト開発］（経営者）

・作業効率の悪化により受注量及び利益が減少する（東京
都）。

◎
人材派遣会社（営業担
当）

・下期に向けて、求人数、求職者数が伸展している（東京
都）。

○
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響があるなかでの生活様式、ビジ

ネススタイルの変化に世の中が慣れ始めている。新規感染者
数が減少してきており、先行き不安が和らいできている。

○

新聞社［求人広告］
（担当者）

・12月、年明け１月の予定は結構もらっているが、確定では
ないため、どうなるか分からない。業種も限られている。今
は求人広告を出さなくても、職安から来る人も多いので、何
とか予定どおりに実行されることを祈っている。

○
民間職業紹介機関（経
営者）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーン効果か、旅館、飲食関連の客足が
増えつつあり、採用も下げ止まっている（東京都）。

□

人材派遣会社（社員） ・派遣契約の解約、仕様変更等による効率化が進み、業界全
体としては縮小傾向に向かうと思われるが、個々の事例から
見ると、同業他社からの切替えなどが進み、今後更に競争が
激化するのではないか。対応次第では、大きく伸びる、又は
減少する可能性がある（東京都）。

□
人材派遣会社（社員） ・取引先企業へのヒアリングでも、年内の需要回復は厳しい

との見方が多い。

□

人材派遣会社（社員） ・雇用調整助成金の給付期間延長により、クライアントの雇
用調整は緩やかになっているものの、業績悪化による派遣契
約終了は続いている。最悪期は脱したが、派遣の新規受注状
況も芳しくないため、当面厳しい状況が継続することが予想
される（東京都）。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・例年、秋以降は派遣求人及び求職者数の増加が見込まれる
が、今年は新型コロナウイルスの影響か、例年ほど求人が増
えそうにない（東京都）。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・期間限定の案件は増加する傾向にあるが、一定期間で終わ
るため、結果として状況は変わらず推移していくと考えてい
る。

□
求人情報誌制作会社
（営業）

・悪い状態で安定してきたように感じられる。今月と比較す
ると良くも悪くもない状態が今後も続く。

□
求人情報誌製作会社
（広報担当）

・新型コロナウイルスの影響が長引くことにより、かなり長
期的に景気に影響するのではないか（東京都）。

□ 職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響がまだ続く。

□
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響により、依然として求人を控え

ている事業所が多く、求人数は前年比で引き続き減少となっ
ている。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・経済状況はしばらく悪いままで変わらない（東京都）。

□
学校［大学］（就職担
当）

・現在のところ変化する要素はないが、新型コロナウイルス
の感染拡大状況によっては変動する可能性がある（東京
都）。

▲ 人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響は年単位で続く（東京都）。

▲

人材派遣会社（支店
長）

・新型コロナウイルスの影響から、今年度の業績を見据えた
派遣契約の短期化が増えてきている。事業見直しに伴う社員
異動と合わせて全体的な雇用調整を進める企業が目立つ（東
京都）。

▲
職業安定所（職員） ・当面は新型コロナウイルス感染症による経済活動への影響

は避けられず、求人倍率の低下と就職者数の減少からみて、
景気が好転する状況にはないものとみている。

▲

民間職業紹介機関（経
営者）

・新型コロナウイルスの影響で、新卒採用マーケットはほぼ
全てのプロセスでオンライン化が進み、企業の採用経費は逆
に効率化が進んでいる。市場規模は縮小するばかりである
（東京都）。

雇用
関連

(南関東)
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×
人材派遣会社（社員） ・受注件数の低下をきっかけに、市場に人材が余り始めてい

る。１件の求人への申込み倍率が跳ね上がっており、社内外
で競合が発生している（東京都）。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・製造業の下降傾向は変わらず、現時点において、まだ底を
打ったようには見えない（東京都）。

×
求人情報製作会社（営
業）

・回復まではこの先２～３年は掛かるのではないか（東京
都）。



133 
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×
求人情報誌製作会社
（所長）

・まだ仕事が増えないとクライアントから言われている。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

都市型ホテル（スタッ
フ）

・個人客の動きになるが、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌ、Ｇｏ
Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンの効果は、10月に東京都が解禁に
なるので、今月よりも必ず伸びてくる。ただし、法人企業の
動きはいまだにやや低迷中である。

○
スーパー（経営者） ・年末に、１万円で１万5000円分購入できるプレミアム付商

品券が発売される。総額48億円の事業で、取扱登録店に申込
みもしている。消費が増えると思うので期待している。

○

乗用車販売店（経営
者）

・新型コロナウイルスの感染再拡大と季節性インフルエンザ
の流行が懸念されるものの、消費税増税後の反動減からの回
復、新型車イベントの効果による新車の販売増を見込んでい
る。

○
自動車備品販売店（従
業員）

・県外からの人の動きも徐々に増えてきており、今月よりは
やや良くなる。

○
高級レストラン（経営
者）

・Ｇｏ Ｔｏなどの景気刺激策がこれからも順次出てくるよ
うなので、多人数の宴会等はなくなっても、個人客の動きに
は期待が持てる。

○
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルス感染拡大の第３波が来ないことを願い
つつ、希望的観測も込めての回答である。

○
スナック（経営者） ・新型コロナウイルス次第だとは思うが、多少収まってきて

いるので、人出につながってもらいたい。

○
観光型旅館（経営者） ・Ｗｉｔｈコロナの状況で、感染予防の手法が徐々に定着

し、人の動きが出てきている。先行きは例年比の60～70％程
度で推移するとみている。

○
都市型ホテル（支配
人）

・10月からＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京在住
者の利用が可能となるため、問合せや予約が増えてきてい
る。

○

都市型ホテル（スタッ
フ）

・Ｇｏ Ｔｏ キャンペーンが分かりにくいという話はよく聞
くが、それでも利用しようという客は多くいる。トラベルだ
けでなく、これからいろいろなキャンペーンがスタートする
ことから、以前よりは多少消費が伸びると予測している。あ
とは法人や団体利用が回復すれば、格段に良い方向に向か
う。

○

旅行代理店（副支店
長）

・新型コロナウイルス感染拡大にならなければ、旅行需要も
徐々に回復してくるのではないか。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンにより、個人需要は少し回復感があるものの、
やはり新型コロナウイルス次第となりそうである。企業や団
体旅行については、いまだ自粛傾向が非常に強い。

○
通信会社（社員） ・年末商戦は冷え込むと思われるが、通信費を見直すきっか

けになると想定されるため、駆け込み需要に期待が持てる。

○
観光名所（職員） ・新型コロナウイルスの感染者数の動きにもよるが、今後は

Ｗｉｔｈコロナで徐々に来客数は戻るのではないか。

□

商店街（代表者） ・昔は景気が良くて余計な物でも買っていくような雰囲気が
あったが、今は必要な物以外は買わない。また、人が街に余
り出てこなくなったのも一つの原因で、これから先もそれほ
ど変わらない。

□
商店街（代表者） ・Ｇｏ Ｔｏ事業が本格化してくるが、新型コロナウイルス

のワクチンや治療薬等が普及しない限り、期待は持てない。

□

一般小売店［家電］
（経営者）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンも拡大し、興味を持
つ客もみられる一方、相変わらず商材への出費は必要に迫ら
れての購入が多い。全体的に消費者の購入意欲を出させるに
はまだ厳しい状況である。

□
一般小売店［家電］
（経営者）

・新型コロナウイルスの流行が早く落ち着き、安心して自由
に動けるような世の中にならないと、なかなか良くはならな
い。

□
一般小売店［薬］（経
営者）

・皆、先行きが不安なため、いろいろなことができずにい
る。

□

百貨店（営業担当） ・集客できる物産展やイベント等の催事は、以前のような形
で展開できない。どうしても来客数を絞ったり、イートイン
をやめたりということになるので、良くなる方向には向かわ
ない。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□
百貨店（店長） ・先が見えないなか、いろいろなキャンペーンが実施されて

いるが、百貨店の顧客には恩恵が少ない。現状、客の戻りも
鈍く、上向くようには思えない。

□
スーパー（経営者） ・新型コロナウイルスの感染状況次第のため、不透明であ

る。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、減っていた会議や地区の会

合が、徐々に回復傾向にあるようで、若干上向いているよう
にも感じている。

□

コンビニ（店長） ・２～３か月後には、プレミアム付商品券等、いろいろと地
域の施策がある。それでもやはり買う物は決まっていて、な
かなかコンビニには回ってこないので、余り変わらないよう
な気がしている。

□
衣料品専門店（経営
者）

・いつまでこの状況が続くか分からないものの、当分は引き
ずりそうである。

□
家電量販店（店長） ・新型コロナウイルスの影響で、景気の先行きが不透明であ

る。

□

その他専門店［酒］
（店長）

・９月は良かった印象だが、10月がどういう結果になるかは
楽観できない。悪化する可能性もあるし、不安定要素もまだ
含んでいる。現状のままいってくれれば非常に有り難いが、
なかなか先は見えない。

□
その他専門店［貴金
属］（営業）

・変わる要素がない。

□
一般レストラン（経営
者）

・良くなることを願うばかりだが、人が動けば新型コロナウ
イルスの感染者も増える。こうした繰り返しでは目に見える
改善はない。

□

タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの収束次第で、どうなるか分からない
が、恐らく今月も前月と同様、75％くらいで終わるはずであ
る。当社は山間部の立地なので、市内の同業者よりは10％近
く上向いている。

□
通信会社（経営者） ・新型コロナウイルスの地方への感染拡大も収まりつつある

が、今後、消費や消費者の気持ちが順調に回復に向かうかど
うか分からない。厳しさが残るのかもしれない。

□

その他レジャー施設
［ボウリング場］（経
営者）

・今後の新型コロナウイルスの感染状況によるところが大き
い。感染予防対策をしての営業は、今後ずっと続けていかな
ければいけないと考えるが、イベントの人数制限の緩和、Ｇ
ｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど、明るい材料はあ
る。

□
その他サービス［葬祭
業］（経営者）

・相変わらず、葬儀や永代供養墓の相談は多い。

□ 設計事務所（経営者） ・現在進行している物件が、３か月先まで継続している。

□
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスによる外出や移動の自粛規制等が徐々
に緩和され、人出は増加するものと予想される。ただし、地
方観光地の景気回復には、まだ時間が掛かる。

▲
商店街（代表者） ・新型コロナウイルス以前の状況になるには時間が掛かりそ

うである。
▲ スーパー（経営者） ・所得面が心配である。徐々に、消費マインドは低下する。

▲

スナック（経営者） ・休業要請が終了し、一時的に客が少し戻ってきた感もあっ
たが、ここ最近は再び客足が途絶えてしまい、かなり厳しい
状況が続いている。今後、インフルエンザなどと新型コロナ
ウイルスの両方が流行してくると、更に客足が遠のき、厳し
い状況が続くと予想されるので、今年は本当に難しい。

▲
ゴルフ場（経営者） ・新型コロナウイルスの実体経済へのダメージが顕在化して

くる。

×
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で景気は悪くなっている。今月

は特にそう感じている。

×
衣料品専門店（経営
者）

・いまだに新型コロナウイルスの収束がみえない。

×
スナック（経営者） ・良くなる要素が１つも見当たらない。ますます悪くなるの

ではないかと、とても心配している。
◎ － －

○
食料品製造業（営業統
括）

・新酒のシーズンに入り、徐々にではあるが出荷状況は回復
しつつある。10月から施行されるワインへの増税により、他
の酒類へ移行されるかという点を懸念している。

○
食料品製造業（総務担
当）

・秋が到来し、新型コロナウイルス対策が進んで市況が盛り
返してくれば、それに呼応して食品消費も少しずつ回復して
くるのではないか。

企業
動向
関連

(甲信越)
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○
一般機械器具製造業
（経営者）

・国内受注は回復が見られるものの、海外需要の回復は地域
差が大きく、先行きは不透明な状況である。

○
電気機械器具製造業
（営業担当）

・年内の生産量が確保されている。

○

金融業（調査担当） ・製造業の生産は下げ止まりの状況が続き、観光関連はＧｏ
Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる押し上げが期待され
るものの、厳しい状況は続く。雇用が持ち直せるかが、重要
な鍵となる。

○

新聞販売店［広告］
（総務担当）

・新型コロナウイルスの感染拡大または収束に左右される。
収束に向かうとすれば、企業が控えていたイベントの開催、
個人消費者の旅行への参加も含めた人の往来が増え、景気は
良くなる。

□
食料品製造業（製造担
当）

・Ｇｏ Ｔｏ事業の影響がどこまで及ぶか分からないもの
の、気持ち的な部分で、不安要素が消えない。

□
建設業（経営者） ・今後も新型コロナウイルスの影響が続く限り、景気は一進

一退を繰り返しながら、少しずつ良くなるのではないか。

▲
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・イベントもなくなり、各企業からの仕事も少なくなってい
る。景気は更に悪くなっていく。

▲

その他製造業［宝石・
貴金属］（経営者）

・ようやく催事が出来るようになって、売上は徐々に上がっ
てくるのではないか。また、旅行ができるようになってきた
ことで、ジュエリーを身に着けて外出をする機会も増えてく
る。ただし、依然として他人と接触する機会は大幅に減って
おり、マスク着用が当たり前になっている現況から、ジュエ
リーを身に着ける機会は少なくなっている。前年並みの水準
までの需要回復は難しいのではないか。

×
出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・元々、景気が悪いところに新型コロナウイルスの影響で仕
事が減り、大変である。

×
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・取引先の販売、受注とも大幅に減少しており、東京オリン
ピック関連商材の試作は進んでいるものの、受注予想は未定
で、先行きが懸念される。

×
電気機械器具製造業
（経営者）

・先の見通せる話が出ない。案件の話はあっても注文が確定
するまでに時間が掛かっている。

×

金融業（経営企画担
当）

・世界的な新型コロナウイルスの収束には、相当の期間が必
要である。特に、冬に向かって感染拡大が考えられる。新型
コロナウイルス以前のような経済活動ができないため、悪く
なる。

◎ － －

○

職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス感染者数の増加が緩やかになってき
て、活気が出てきたと感じている。東京都がＧｏ Ｔｏ Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンの対象になることで、近隣県の集客
アップも期待できる。

○
職業安定所（職員） ・飲食、宿泊、サービス関係の休業が減ってきている印象で

ある。工作機械や自動車部品関係でも、受注回復の兆しがあ
る。

○
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響も日常化して、少しずつ経済活

動が活発化するとみている。

□
求人情報誌製作会社
（経営者）

・新型コロナウイルスの収束が見えないなか、景気回復のめ
どが立たないため、求人募集は一層厳しくなる。

□

民間職業紹介機関（経
営者）

・企業の実力、持ちこたえる体力とは違った慎重さがうかが
える。マイナスマインドの強さが、雇止め、パートや派遣切
りの状況を拡大傾向にしている。正社員のリストラを考え始
めている企業もある。

▲ － －

雇用
関連

(甲信越)



136 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

×

人材派遣会社（営業担
当）

・地方企業では夏のボーナス支給なしに続き、年末もボーナ
ス支給のない企業が続出するため、消費には回らない。自治
体発行のプレミアム付商品券は、ある程度の効果はあるもの
の、食費に回るだろうことを考えると、一時的な物であり、
期待はできない。

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスがもう少ししたら終息すると考える。

そのときは景気が上向くと期待する。

○

商店街（代表者） ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンがプラス要因となり、地域共通
クーポンなどを利用できるので景気は良くなると考える。そ
の一方で、キャンペーンを行うことにより新型コロナウイル
スに関する新たな問題点も出てくると思われる。

○
一般小売店［高級精
肉］（常勤監査役）

・新型コロナウイルスの影響による不況感が改善するよう政
府の景気刺激策を期待する。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・新型コロナウイルス禍もそろそろ終息に向かうと思われ
る。

○
一般小売店［土産］
（経営者）

・若者たちの節度ある行動が、今後の命運を左右する。

○

百貨店（総務担当） ・冬のボーナスには期待ができないが、年末に向けて少しず
つ消費マインドも上向きになるものと想定している。特に海
外旅行がないなかで、レジャーに消費されていた金が買物に
回ることを期待し、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
やＧｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンなどの施策にもうまく
乗っていきたい。

○

百貨店（企画担当） ・８月最終週に県独自の緊急事態宣言が解除されたこともあ
り、入店客数は増え始めていたが、９月に入り、Ｇｏ　Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンやイベントの人数制限解除などの
マスコミ露出が増えるにつれて更に増え、大型連休には前年
の80％を超えるなど来客数は目に見えて増えてきている。

○
百貨店（経理担当） ・今後の新型コロナウイルスの影響は分からないが、現在と

同程度の感染状況であれば、人々の行動パターンが新型コロ
ナウイルス禍に順応していき景気は回復に向かうと考える。

○
百貨店（営業担当） ・新しい生活様式を取り入れながら、経済活動もゆっくりと

回復していくと思われる。

○
スーパー（店長） ・支出割合への食費の影響がかなり大きいため、年末に向け

ては回復傾向に向かう。来客数は変わらず、単価が上がる見
込みである。

○
スーパー（ブロック
長）

・９月の大型連休以降、行楽地に出掛ける人は増えると思わ
れ、夜の宴会を除いて外食や旅行への支出が伸びてくる。

○
コンビニ（店長） ・年末に向けていろいろなキャンペーンが始まるので、期待

したい。

○
コンビニ（店員） ・クリスマス商戦に向けて消費マインドが上がる傾向にあ

る。

○

コンビニ（本部管理担
当）

・新型コロナウイルス禍の状況は変わらないが、我々が新型
コロナウイルスとどう向き合うか対応に慣れてきた感があ
る。したがって、今後新型コロナウイルスの悪影響は軽減さ
れ、ふだんの日常が戻ってくると考える。景気は回復傾向に
向かう。

○ 家電量販店（店員） ・政府の政策で支えられているように思う。

○
乗用車販売店（経営
者）

・人の動きが通常どおりになってきている。今の状況が続く
ようなら、経済活動の回復も期待できる。

○
乗用車販売店（従業
員）

・新型車効果もあり当社は全社的に好調を維持しており、今
後も販売は期待できる。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・新規の来客数も増え始めている。販売数も増えているた
め、年末に向けて景気は良くなるのではないかと見込む。

○
その他専門店［雑貨］
（店員）

・安定した政権が誕生し、新型コロナウイルス問題にも慣れ
てきたなか、年末に向け消費マインドにとってはプラスにな
る。

○
一般レストラン（ス
タッフ）

・新型コロナウイルス禍が底を打ったと判断している。この
先は上向きになると期待したい。

○
一般レストラン（従業
員）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンに期待する。

家計
動向
関連

(東海)
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○
都市型ホテル（経営
者）

・新型コロナウイルスが収まって、景気対策が実りあるもの
になると思う。

○

都市型ホテル（営業担
当）

・10月以降東京からのＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ン需要を期待している。一時的なことだが、ホテルは少しに
ぎわってきた。宿泊、レストランは今後も好調に推移しそう
である。

○
旅行代理店（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンは年末年始頃に終

了するが、当分の間は客が増えると思う。
○ 通信会社（営業担当） ・スマートフォンの新機種の発売を控えて期待できる。

○
通信会社（営業担当） ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンや新型コロナウイルス対策が徐々

に強化され、少し気を楽にして外に出られるようになる。

○

レジャーランド（職
員）

・新型コロナウイルスの感染状況に左右されるが、10月から
東京がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象にな
り、地域共通クーポンの付与が始まることから、需要の喚起
になることを期待している。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペー
ン、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅｖｅｎｔキャンペーンへの参画も検討し
ている。

○
その他レジャー施設
［鉄道会社］（職員）

・当県や沿線地域での新型コロナウイルス感染はごく僅かな
ので、現状の流れが阻害されるようなクラスター発生がなけ
れば、乗客数も戻ると思われる。

□
商店街（代表者） ・人が外に出始めてはいるが、消費活動は以前と比べて抑え

気味であるように感じる。比較的高額な商品が売れず、この
状況が続きそうである。

□
商店街（代表者） ・会社関係の客が減少傾向であり、そこが回復しなければ販

売量、売上につながらない。

□
商店街（代表者） ・寒くなると新型コロナウイルスの感染拡大の不安がある。

この何か月間で受けたダメージが大きかったため、どれだけ
消費者が金を使ってくれるか不安である。

□
商店街（代表者） ・いつ感染が拡大して消費マインドが冷え込むか分からない

状況で、先のことは何ともいえない。

□
商店街（代表者） ・現在の状態では、積極的に家電製品を購入しようという雰

囲気はない。全体的に生活に余裕のない人が多いと感じる。

□
一般小売店［結納品］
（経営者）

・政府のＧｏ　Ｔｏキャンペーンに期待する部分はあるが、
２～３か月はまだこのままの状況であると考える。

□

一般小売店［贈答品］
（経営者）

・10月から政府のいろいろな経済政策があるが、実際のとこ
ろ客は慎重である。多少の売上増加があるとしても、落ち込
みを防止する程度である。２～３か月先は、法人、個人共に
この状況が変わらず続くと考える。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・一度落ちた消費者の購買意欲はなかなか元には戻らない
が、新型コロナウイルスの感染がこのまま落ち着いていれ
ば、これ以上落ち込むことはないと思われる。

□
一般小売店［果物］
（店員）

・３か月ほどでは変わらない。

□
一般小売店［書店］
（営業担当）

・年度末用の受注が増えると思われるが、引き続き営業活動
等で新型コロナウイルスの影響が残ることが予測される。

□

百貨店（経理担当） ・欧州では新型コロナウイルス感染の第２波に見舞われ感染
者数が再び増加傾向にあるなど、全世界が収束を迎えるには
相当な時間を要する可能性が高い。我が国における生産や輸
出の回復も遅れると考える。

□
百貨店（販売促進担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンの効果も限定的に終わると見込ん
でおり、新型コロナウイルスの影響が当面継続すると考え
る。

□
百貨店（販売担当） ・新しい生活様式はかなり浸透してきているように感じるた

め、新型コロナウイルスが収まれば徐々に回復し始めると思
うが、大きな変化は見込めない。

□
百貨店（計画担当） ・新型コロナウイルス禍の影響は、しばらくは一進一退を続

けると考えられるので、まだこれ以上の上昇は望めないと思
う。

□
百貨店（販売担当） ・新しい生活様式に合わせて取扱商品を変えていかなければ

難しい。

□
スーパー（経営者） ・新型コロナウイルス感染の収束なくして回復は見込めな

い。年配の人たちに外出してもらえないと厳しい。

□
スーパー（経営者） ・新型コロナウイルスの状況の見通しが立たないなか、現在

の水準が続くのではないかと考える。

□
スーパー（店員） ・味覚の秋を迎え、くりや柿などが店頭に並び始めるので、

購入単価は上がると見込んでいる。
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□

スーパー（商品開発担
当）

・新型コロナウイルスの影響は依然続くと思われるが、各種
キャンペーンもあり、外出や外食は以前より増える傾向にあ
るのではないか。スーパー等で購入する商品も、新型コロナ
ウイルス発生以前の平常時と変わらなくなるため、景気とし
ては現状とさほど変わらないと思われる。

□
コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルスの影響も変わらず、余り期待できな
い。

□
コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルス禍で売れる商品が変化しているなか、
キャンペーンなどを活用して品ぞろえすべき商品をそろえる
ことで、売上の改善を計画中である。

□

コンビニ（エリア担
当）

・来客数は増加傾向であり、冬季に入りインフルエンザなど
別の感染症への懸念も出てきそうである。このことで、新型
コロナウイルスを含む感染症対策を重視するなかでの在宅
ワークやステイホームへの動きが、再度強まる可能性があ
る。

□
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスの終息にめどが立たない限り、景気が

良くなる可能性はないと思う。

□

コンビニ（商品開発担
当）

・たばこの増税前の駆け込み購入後、一時的に来店動機が低
下するが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンのチケット効果
に期待ができる。不透明な新型コロナウイルス禍であり油断
はできないが、大きく低迷することはないと考える。

□

コンビニ（商品企画担
当）

・新型コロナウイルスの感染の拡大に加えて、インフルエン
ザの流行も懸念される季節に入ることから、引き続き客の動
向に注視すべきである。一方で、10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンに東京が加わることから、レジャーや
帰省需要がより一層増加することも想定されるため、これら
の需要をうまく取り込む施策なども検討していく必要があ
る。

□
衣料品専門店（経営
者）

・外出をする機会が多くなれば、需要も多少は増えるのでは
ないかと期待する。

□
乗用車販売店（経営
者）

・９月の大型連休などのイベントや新型コロナウイルス感染
拡大のニュースなどで、週ごとに状況が目まぐるしく変わ
り、先を見通せない。

□
乗用車販売店（従業
員）

・動きや問合せが全くないわけではない。新型コロナウイル
スの影響も小さくなり、車で出掛けるような新たな動きがあ
るが、まだ見通しが立たないため分からない。

□

乗用車販売店（従業
員）

・今後の新型コロナウイルスの影響にもよるが、再び感染者
が増えると動きが止まってしまうのではと危惧している。移
動手段に自動車を利用してもらうことが新車の購入や工場へ
の入庫増加につながるので、先行きに不安はある。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響による買い控えとストレスによ
り、衝動的な購入につながっている面も多々あると考える。
年内は良い状態が続くのではないかと思われる。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・月末にメーカーから来た第４四半期目標にも下方修正が
入っており、上向く様子がない。予想としては厳しい状態が
続く見込みである。

□
その他専門店［貴金
属］（経営者）

・これからのインフルエンザや新型コロナウイルスの流行、
特別定額給付金や助成金の効果に限界が発生し、非常に厳し
い年末商戦が予測される。

□
高級レストラン（経営
企画）

・本来は年末年始の需要期に入るが、大人数の宴会は見込め
ない。一方で政府や都道府県による様々な施策への期待もあ
り、新たな需要づくりを行っていく。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響が落ち着くまで、現状維持を目
指していきたい。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスはまだ収まらない。

□
その他飲食［仕出し］
（経営者）

・新型コロナウイルス対策の自粛の影響で、廃業、倒産など
が増えてくる。格差がますます広がる。

□
その他飲食［ワイン輸
入］（経営企画担当）

・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンや今から始まる各種キャンペーン
への消費者の期待感が強い。

□

観光型ホテル（経営
者）

・これまでは団体客がほとんどであったが、新型コロナウイ
ルス禍で完全に個人客となった。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンが追い風になるとは思うが、感染状況や政府、
マスコミの報道により影響を受けると思われるため、このよ
うな状況がまだ続くと考える。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンがど
の程度国民の消費者心理を喚起するかによるため、見通しが
つきにくい。
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□
都市型ホテル（従業
員）

・予約数により判断した。

□
旅行代理店（経営者） ・今よりは良くなるが減速感があり、今後の期待感も持てな

い。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンもまだまだ活用されていない。

□

旅行代理店（経営者） ・現在の予約状況があるのは大変うれしいが、今後のインフ
ルエンザと新型コロナウイルスの同時感染や東京のＧｏ　Ｔ
ｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン参加でどうなるのか。海外で
も普通の生活に戻したところで感染者が一段と増えているの
で、10月以降の感染者増加が不安である。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒ
ａｖｅｌキャンペーンは感染予防をしながら絶対に続行して
ほしい。旅行会社はＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
の売上だけでは厳しいので、何か半年先まで持続できる支援
をもっと考えてほしい。

□

旅行代理店（経営者） ・当社の入居しているビルでも撤退が相次ぎ、新規テナント
がやっと決まった時点での退店が出た。ターミナル駅前のオ
フィスビルにおいても、本社を郊外へ移転するなどオフィス
面積の縮小なども出始めており、今後も経費削減の動きが続
くと考えられる。新常態とテレワークなどの進展に対応する
には時間が掛かるので、景気は変わらない。

□
旅行代理店（経営者） ・３か月先は、まだＧｏ　Ｔｏキャンペーンなどの補助があ

るので、現状と変わらないと考えている。

□

旅行代理店（営業担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京追加後の感
染動向が非常に気になる。着地型に取り組んでいない地方の
旅行業者にはマイナス要素でしかないが、国内全体の旅行
ムードが盛り上がることで発生する需要を期待している。

□
タクシー運転手 ・街中の人出が全く少ないので、２～３か月先に状況が変わ

るとは思えない。

□
タクシー運転手 ・毎年この時期はイベントや結婚式で人出が多いが、現在は

タクシー乗り場に車があふれ返っている。このままだと、忘
年会シーズンも３～４割減少であると思う。

□ 通信会社（営業担当） ・現状の販売量が続くと考えている。

□
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスが収まらない限り、このままの状況が

続くと思われる。

□
テーマパーク職員（総
務担当）

・新型コロナウイルスの感染者数が減少している時期は外出
も増えるけれども、感染の波が高まれば自粛ムードが強く
なってしまう。

□
観光名所（案内係） ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンに期待はするが、それほど効果が

出るかどうか疑問である。

□

ゴルフ場（支配人） ・11～12月の入場者予約数は現時点でかなり低迷している。
コンペが少ないためか、前もっての予約が少ない。しかし、
11月はゴルフシーズンでもあり、今後、入場者の予約数は増
えてくると見込んでいる。

□
その他レジャー［ス
ポーツレジャー紙］
（広告担当）

・新型コロナウイルスの動向次第である。

□
美顔美容室（経営者） ・年末までのキャンペーンにより、お買い得な商品を購入す

る客がいる。

□
美容室（経営者） ・若者は新型コロナウイルスを気にしている様子はないが、

年配者は気にしている人が多いため、この状況がまだ続くと
思われる。

□
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・新型コロナウイルスにより不況の様相が見え隠れしている
なか、客のマインド改善はまだ先と考えている。

□
住宅販売会社（従業
員）

・低調さは続くが、12月を乗り切るための貯金の時期であ
る。

□
その他住宅［室内装飾
業］（従業員）

・元請工務店はリフォーム工事を中心に堅調な受注がある。
一般客からのリフォームの引き合いも増加している。

□
その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（営業）

・新型コロナウイルスに加えて閑散期に突入するが、引っ越
しが先送りになっていた客が来店すれば、平年並みか増加を
期待する。

▲
百貨店（売場主任） ・９月の大型連休も土曜日が少し混雑したくらいで、平日と

変わらない状態であった。旅行に行けない、在宅ワーク等の
理由で靴の売上は厳しい状況である。

▲

百貨店（業績管理担
当）

・６～８月は政府の給付金等の効果もあり、売上が回復傾向
にあったが、ニュース等で報じられているように冬のボーナ
ス減額などの影響を受け、客の消費マインドが冷え込む可能
性が考えられる。
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▲
スーパー（総務） ・新型コロナウイルス禍での生活リズムが確立してきている

が、景気そのものが良いとはいえない。高額品、衣料品の売
上が依然として低迷している。

▲ スーパー（販売担当） ・12月に競合店がリニューアルオープンし、脅威である。

▲
スーパー（営業企画） ・経済活動を再開させる動きは今後も続く。これからの感染

状況にもよるが、内食需要は徐々に低下していくものと思わ
れる。

▲
スーパー（支店長） ・相変わらずの新型コロナウイルス禍で客足は伸びない。９

月の大型連休には人出があったが、休日明けは散々である。
年末に向けて先行きが不安でしかない。

▲
コンビニ（企画担当） ・年末に掛けてインフルエンザと新型コロナウイルスの影響

がより大きくなることが予測され、現在よりも外出を控える
傾向が強くなると考えられる。

▲
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスの影響も残るなかでのたばこと第３の

ビールの値上げは大きな逆風で、10月からの売上動向がとて
も心配である。

▲

衣料品専門店（売場担
当）

・３か月後はインフルエンザの流行時期になる。そうなる
と、消費者は新型コロナウイルスとの同時感染を危惧すると
ともに外出等も避け、消費に大きく影響を及ぼすのではない
かと考えられる。

▲
家電量販店（店員） ・良い商品を選ぼうという購買意欲が落ちてきているように

感じる。

▲

家電量販店（フラン
チャイズ経営者）

・９月前半までは夏日と新型コロナウイルスへの慣れのお陰
で売上も良かったが、10月以降は、自粛解除で新型コロナウ
イルスの第３波が来そうである。政府のバラマキ施策は旅行
や飲食に偏るため、家電業界の恩恵は少なくなる。

▲
乗用車販売店（営業担
当）

・冬場になると、インフルエンザに加えて新型コロナウイル
スも感染者が増えてくると思うので、また消費が落ち込んで
くると思う。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・やはり今後も新型コロナウイルスの影響を受けながらの経
営が続くと思われる。特に今年の年末は、例年に増して動き
が止まることが予想される。

▲

乗用車販売店（従業
員）

・新型コロナウイルスの感染状況がもっと収束してくれば、
客を店頭に誘致する活動をより積極的に進めることができる
が、今のところ多くの客への積極的なアプローチは難しい。
今後、ボーナスシーズンを迎えても余り期待できるような状
況が現れるとは考えづらい。

▲
住関連販売店（経営
者）

・経営収支の悪化が見込まれる。

▲

住関連専門店（営業担
当）

・商業施設の新築、リニューアル共に新型コロナウイルスの
影響が大きく、工事予定が延期又は中止となっている。住宅
物件に関しても新築、リフォーム共に見合せというような相
談も入っている。

▲
その他専門店［雑貨］
（店長）

・有店舗対面販売とネット通販の二極化が激しくなり、元の
市場には戻らない気配がある。

▲
その他専門店［書籍］
（店員）

・巣籠り需要もあり春から売上が伸びていたが、夏休みも終
わり新型コロナウイルスの影響も落ち着きつつあるため、売
上も例年並みに落ち着いてくるのではないかと見込む。

▲
その他小売［ショッピ
ングセンター］（経理
担当）

・売上は前年比10.1％のマイナス、来客数は前年比17.8％の
マイナスである。８月は、特に周辺の学校の夏休みが短縮さ
れた影響と分析している。

▲
一般レストラン（経営
者）

・寒くなるにつれて、新型コロナウイルスだけでなくインフ
ルエンザ感染予防のため外出を控える人が増えるのではない
かと考える。

▲

観光型ホテル（支配
人）

・２～３か月後の忘年会シーズンは１年で最も利用人数、売
上共に多い時期であるが、その大半を占める宴会がことごと
くキャンセルになっており、今よりも数値的には悪くなる。
100人以上、特に300人を超す大型宴会は全て取消しとなって
いる。ただし、来月以降は行き場を失った修学旅行の引き合
いが多く、特需に期待する。

▲

都市型ホテル（総支配
人）

・新型コロナウイルスの感染状況次第である。Ｇｏ　Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが東京まで拡大されることで人は
動くが、同時に感染が増えれば反動は大きい。大手企業が出
張を解禁していないので宿泊は限定的である。宴会は、今年
春の案件が一旦秋に延期された後、キャンセルとなってい
る。忘新年会で稼ぎ時の12～１月も予約はない。会食付きの
宴会はなく、会議の予約が数件あるのみである。
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▲

旅行代理店（営業担
当）

・純粋な団体旅行がまだ復活しないなか、新型コロナウイル
スの第３波が来たら、スポーツ団体はまた中止になり、Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで申し込んだ個人客も恐ら
く取消しになるため、まだまだ景気回復のめどは立たない。

▲ タクシー運転手 ・一度景気が悪くなると絶対元へは戻らない。

▲

通信会社（企画担当） ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンで持ち直すところもあるとは思う
が、社会全体として、皆が安心して再開できるマインドには
ならない。秋冬に向けて新型コロナウイルス感染再拡大への
不安も加わり、悪化局面になるように思われる。

▲
パチンコ店（経営者） ・新型コロナウイルス禍で自粛期間を経過した後、一旦集客

は良くなったが、再度の新型コロナウイルス禍の全国的な影
響で、再度売上減少となっている。

▲ 理美容室（経営者） ・モノの値段も上がり、皆が金を使わなくなる。

▲
美容室（経営者） ・新型コロナウイルス感染拡大が落ち着かない限り、景気は

戻らないと思う。
▲ 美容室（経営者） ・新型コロナウイルスの影響である。

▲
設計事務所（経営者） ・来月で現状抱えている案件は全て終了する予定のため、仕

事量は減少する。

▲
住宅販売会社（従業
員）

・新しいワークスタイルに変わってきたが、受注量の下降は
続きそうである。

×
一般小売店［酒類］
（経営者）

・飲食店での会食に会社から実質的にストップが掛かってい
る状況にあり、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンなどの施策
では、多くの飲食店で回復が見込めない。

×
一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・新型コロナウイルス感染の再拡大のおそれがあり、景気は
そこでまた下がると思う。

×

スーパー（店長） ・百貨店や競合店の販促が徐々に強化されているなかで、旅
行に行く人や外食の需要も増えてきており、徐々に日常に戻
りつつあるので、現在よりもスーパーへの来店頻度は減少す
ると思われる。

×
衣料品専門店（販売企
画担当）

・廃業するところが周りに増えてきた。まだ悪くなる。

× テーマパーク（職員） ・新型コロナウイルスのワクチンができるまでは難しい。
× 理容室（経営者） ・客の回転が悪い。ますます悪くなるようである。

×
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響により所得が上がらず、売上も
悪い。

×
住宅販売会社（従業
員）

・地元ビルダーも、社員の配置を新築住宅の工事からリ
フォームへ移行しつつあるようだが、利益額は低くなるので
事業経営が難しくなると思われる。

◎ － －

○
食料品製造業（経営企
画担当）

・新型コロナウイルス禍の影響は依然注視する必要があるも
のの、新しい日常に向けて社会全体が適応しつつあると感じ
る。緩やかな回復が期待できるのではないか。

○
輸送用機械器具製造業
（総務経理担当）

・取引先で増産する仕事があるため、売上は多少伸びると思
われる。

○
輸送用機械器具製造業
（管理担当）

・このまま新型コロナウイルスの影響が収まれば、国際交流
も増えて景気は回復すると思う。

○
輸送業（経営者） ・人の往来が回復することで、様々な業種で物流ニーズが増

えてくる。

○

輸送業（従業員） ・来月から海外からの渡航も緩和され、Ｇｏ　Ｔｏキャン
ペーンも徐々に国民が受け入れている感がある。それに伴い
若干景気も上向くかと思われる。国民の自粛ムードもかなり
飽和状態になっている感が否めない。

○
輸送業（エリア担当） ・商業貨物は減っている。発送、到着共に減少しており単価

も下落傾向である。

○
通信業（総務担当） ・新型コロナウイルス感染対策にも皆が慣れてきて、ウィズ

コロナで社会生活が復活していくと感じる。

○

不動産業（経営者） ・10月の気象予報は明確になっていないが、今後も新型コロ
ナウイルス問題の影響は少なからず続く。また、余計な出費
を控える気持ちも継続するとみている。公共交通機関利用者
が減少している間の売上は厳しい状況が継続するが、少しず
つ回復傾向になっていくとみている。

○

会計事務所（職員） ・新型コロナウイルスの第２波が一時より落ち着いてきてお
り、消費者の動きが、感染防止のために外出を自粛するとい
う形から、十分に予防策をして通常の生活を送るような形に
変化してきており、これに伴い消費行動も徐々に増えてきて
いる。

企業
動向
関連

(東海)
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○
その他サービス業［ソ
フト開発］（社員）

・下期からの増員もあり、売上増加に貢献できる見込みであ
る。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（顧問）

・世間の景気は戻りつつあるようだが、新型コロナウイルス
の第２波の影響があり、このまま悪い状況が続くと見込まれ
る。

□ 化学工業（営業担当） ・引き続き現状維持の見込みである。

□

化学工業（総務秘書） ・飲食店や行楽地に客足が戻っていくが、客が戻らない会
社、店舗は無くなっていく。給付金は社会全体に手厚いもの
であったと思うが、団体宴会の店や夜のクラブには焼け石に
水である。首長の発言やマスコミ報道により、特定の業態が
淘汰されることとなった。自動車の受注が回復し始め、景況
感は回復傾向にある。

□
窯業・土石製品製造業
（社員）

・現在は上向き傾向であるが、気温の低下とともに新型コロ
ナウイルスり患者が増加して再度需要減少となり、結果とし
て横ばいとなりそうである。

□
金属製品製造業（経営
者）

・引き合いも減少しており、発注が取りやめになったケース
も出ている。

□
金属製品製造業（従業
員）

・仕事量の先行きについて、楽観と悲観と両方あって見えて
いないが、当面の動きは良くない状況である。

□
一般機械器具製造業
（営業担当）

・自動車部品メーカーからは今年度の大型設備投資には乗り
気ではないという情報があり、為替レートも円高に振れてい
るため、この状況が良くなると判断できる材料がない。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・良くも悪くも余り変化しないと思われる。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・まだまだ新型コロナウイルスの影響もあり、海外の状況次
第という部分が非常に強い。自動車関係の一部には良いとこ
ろもあるが、全体でみればほぼ横ばい状態が続く。

□
電気機械器具製造業
（総務担当）

・新型コロナウイルス禍が社会全体にどのような影響を及ぼ
していくのかが見えないので、漠然とした不安感がある。

□
輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・今が底であるが、しばらくこのまま底の状況が続くと思わ
れる。

□

建設業（役員） ・新型コロナウイルスに対して、第２波も少しずつ落ち着き
が出てきているなか、客側も慣れてきている感じがする。集
客の落ち込みもないので例年並みに成約できている。ただ
し、今後、緊急事態宣言等が出ると厳しくなると考える。

□ 建設業（経営者） ・これからどうなるか想像が付かないが、不安はある。

□
輸送業（従業員） ・新型コロナウイルスの状況が２～３か月先にどうなってい

るかは不透明であり、予測が付かない。良くなっていると期
待したいが、現状では厳しい。

□

金融業（従業員） ・景気は上向き傾向であるが、新型コロナウイルスの影響を
加味した場合のリスクに備えて、思い切った行動はできな
い。これからどのように事業を進めるか、リスクも考えた販
売戦略であり、皆悩んでいる。

□

金融業（企画担当） ・新型コロナウイルス発生後の在り方で経営を行っている企
業も多いが、新型コロナウイルス発生以前の売上水準には到
底戻らないと想定している企業が多い。もうしばらく現在の
景気が続くと思われる。

□
不動産業（経営者） ・様子見の感じが強く、取引案件の売り物件は現状で推移す

ると思われ、契約成立までは現状と変わらない。

□
広告代理店（制作担
当）

・年末に向けて予定のイベントは、年内はほとんどが新型コ
ロナウイルス禍の影響で中止、又は延期になり、回復するま
ではかなりの時間が掛かりそうである。

□ 行政書士 ・新型コロナウイルスの影響で現状維持である。

□
会計事務所（職員） ・対面での打合せを再開しても、感染者が出てまた中止に

なったり、新型コロナウイルス感染者数の増減で外食に出掛
けたり控えたりと波がある。先行きも現状維持ではないか。

□
その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・積極的に営業活動をしている。多方面のいろいろな門をた
たいてみて、新しいモノを製作し、新しい仕事を得られるよ
う努力する。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・受注数、販売数が軒並み減少している。回復を見込める様
子がない。

▲

鉄鋼業（経営者） ・新型コロナウイルスの影響で、身近な少人数で経営してい
る先で廃業、自主休業などにより製造停止に向かう企業が増
えている。倒産ではないので表には出ないが、数は倒産件数
の２～３倍はありそうだ。
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▲

建設業（営業担当） ・今まで当業種では影響を受けなかったが、売上が減ってい
る業種や業者からの参入も考えられる。そういった傾向にな
ると、価格破壊など影響が出てくる可能性がある。２～３か
月先ではないかもしれないが、新型コロナウイルスの影響は
収まっていないので、先行きが懸念される。

▲
輸送業（エリア担当） ・景気が上向く理由をみると新型コロナウイルスの影響によ

る特需や一時的なものである。全体的にみると荷物取扱量は
落ちており、上向く要素がない。

▲
通信業（法人営業担
当）

・仕事の関係で話を聞くと、中小の個人経営者はかなり厳し
い状況である。特に飲食関係、観光関係はどこも、つらい思
いをしている。

▲
通信業（法人営業担
当）

・この状況が好転する理由を思い付かない。

×
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響を受けている。来年もこの影響
は悪い方向に反映される。

×
新聞販売店［広告］
（店主）

・新聞購読料が10月から上がり、それに伴う購読中止の連絡
が後を絶たない。

×
公認会計士 ・株価や報道の内容と実体経済との間に大きなギャップを感

じる。新型コロナウイルス発生以前からあった中小企業の収
益性悪化や後継者難等の課題は、先送りされたままである。

◎ － －

○

アウトソーシング企業
（エリア担当）

・新型コロナウイルス感染症の第２波による生産への影響は
少なく、大手自動車メーカーの一部の車種においては、増産
により仕事量も増えてきている。中国や北米向けの輸出も今
後上向きに推移すると予想する。

○
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・人の動きが活発化するに伴って人手不足感が出てくるよう
に思える。とはいえ、前年比でみるとまだまだである。

○
職業安定所（職員） ・経済活動が再開し、飲食店等からの求人も持ち直してきて

いる。

○
民間職業紹介機関（支
社長）

・街の人の出方が大分変わってきた。働き方の変化について
も、一時しのぎではなく、この状態を前提とした再構築が進
みつつある。

□
人材派遣会社（経営企
画）

・特に良化の兆しはない。

□
人材派遣業（営業担
当）

・緊急事態宣言のあおりで、生産拠点、建設現場の稼働状況
が低調なまま継続する見込みである。

□ 人材派遣会社（社員） ・この先も悪いままで先がみえない。

□
人材派遣会社（企画統
括）

・新型コロナウイルスはやや落ち着きを見せてはいるもの
の、好転への明らかな材料がない。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・まだまだ新型コロナウイルスの影響が続き、採用に二の足
を踏んでいる企業が多い。今年一杯は新規の中途採用をする
企業はほぼないとみている。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・現在の求人数の推移から、年内での大きな改善は見込めな
いが、業種・職種により徐々に回復しつつある。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・主に大企業では、求人が以前と同程度になる見込みがな
く、かつ、採用の要件としても、基本的に優秀層のみの高い
ものが求められることが多い。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・全体的には良い要素はない。上期末の動きやＧｏ　Ｔｏ
キャンペーンに関連した動きは出ているが、短期的なものと
感じる。

□
職業安定所（所長） ・新規求職者数は前年と同程度で推移しているが、雇用調整

助成金を活用して雇用の維持を図っている企業がまだまだ多
いなかで、新規求人数は前年比で減少が続いている。

□ 職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響の見通しが立たない。

□
職業安定所（職員） ・製造関係の求人は減少傾向にあるが、飲食関係の新規求職

申込みで来所する個人事業主が増加傾向にある。

□
職業安定所（次長） ・潜在的な求人ニーズはあるが状況を静観している企業が多

く、今後もその状況は変わらないと考えられる。

□

職業安定所（次長） ・新型コロナウイルス感染拡大が長期化するなか、新規求人
数の減少が続いているものの、前年同月比の減少幅をみると
落ち着きつつある。事業主都合による離職者の大幅な増加が
続いており、引き続き注視する必要がある。

□
民間職業紹介機関（窓
口担当）

・事務部門での景気は現場より遅れてくるため、メーカーを
中心として成り立つ当エリアの景気回復は、まだ難しいと見
込まれる。

雇用
関連

(東海)
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□
民間職業紹介機関（営
業担当）

・新型コロナウイルス禍による採用に関しては、徐々に企業
も順応しつつあるが、限定的な採用にとどまっている状態で
ある。

▲
人材派遣会社（営業担
当）

・主要客である自動車メーカーからの請負取引は、10月以降
本格的に予算削減が進み、１～３月に関しては、前年比で20
～30％の予算削減となる取引もある。

▲
職業安定所（次長） ・新型コロナウイルスの影響により先行き不透明感が強く、

企業の積極的な求人活動が期待できないと考える。

×
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルスショックによる、先行きの不透明感が
強い。

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響で振出しに戻るおそれがある

が、確実に入込客は増加している。

◎
コンビニ（店舗管理） ・現在が悪過ぎる。そろそろ異常な自粛も緩和されるはずで

ある。

◎
観光型旅館（スタッ
フ）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが10月から東京も
対象になるとの報道で、予約件数が目に見えて増加してきて
いる。

○

商店街（代表者） ・４連休以降は、いつもの閑散とした雰囲気よりは若干人通
りが増えた気がする。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンなど様々な事業が始まり、新たな日常にも慣れ始めた感じ
だろうか。とはいえ、高額品の動きやネット通販の勢いに力
強さは余りみられない。

○
一般小売店［書籍］
（従業員）

・政府施策の効果なども少しずつ出てきており、緩やかでは
あるが回復していくと考える。

○
コンビニ（エリア担
当）

・新しい生活様式への慣れを含めて、人の動きが少しずつ元
に戻ってきている。

○

衣料品専門店（店舗運
営）

・マスクチャームやマスクピアスなど、マスクに対して
ファッション性やオリジナリティを求める人が増えているよ
うである。今後そういった傾向がより顕著になり、ファッ
ションアイテムの一部として新たな需要が見込めるのではな
いかと考えている。

○
乗用車販売店（経営
者）

・イベントを再開し始め、新商品の発売予定もあるので、こ
れからは良くなると考える。

○

乗用車販売店（役員） ・新型コロナウイルス感染症の状況が悪化しないという前提
ではあるが、前年10月は消費税の引上げにより若干買い控え
が起きたことを考えると、今年10月以降の業績は上向くと考
える。

○
自動車備品販売店（役
員）

・夜の飲食面ではまだ自粛傾向だが、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖ
ｅｌキャンペーンで車を利用して旅行する人が多くなり、
カー用品やメンテナンス需要に少しだが期待している。

○

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・新型コロナウイルス感染症に対する備えが事業者側にも消
費者側にも浸透しつつあり、外出自粛ムードは弱まりつつあ
る。また、新型コロナウイルス禍による生活者の行動変容も
少しずつ明らかになってきている。各種Ｇｏ　Ｔｏキャン
ペーンへの取組や新型コロナウイルス禍のライフスタイル提
案を適宜適切に行うことで、消費を喚起できると考えてい
る。

○

一般レストラン（統
括）

・冬になるにつれて、新型コロナウイルスとインフルエンザ
の同時流行という懸念事項はあるが、それ以上に日本の経済
再生が優先されるとみられるため、経済活動は活発化すると
考える。また、北陸はこれから食材のおいしい季節になるた
め、県民はもちろん、県外の観光客が年末に向けて増えてい
くと見込んでいる。そのため外食産業も上向きになってい
く。

○
タクシー運転手 ・10月よりＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで東京発

着が開始されることから、観光客が増えることが期待でき
る。

○ タクシー運転手 ・10月からの旅行予約の問合せが数件入っている。

○
通信会社（営業担当） ・このまま新型コロナウイルスが終息すれば、例年どおり年

末商戦や新商品発売でにぎわうと考える。

家計
動向
関連

(北陸)
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□
一般小売店［精肉］
（店長）

・売上は戻ってきつつあるが、集客に関してはまだ鈍い感じ
がしている。ゴルフイベントが少ないためか、やはり景品等
の注文が少なく、前年と同程度の売上まではきていない。

□
一般小売店［事務用
品］（店員）

・年末商戦や営業案件に期待するが、どれだけ売上増加に結
び付くのか分からない。

□
一般小売店［鮮魚］
（役員）

・新型コロナウイルス次第で何ともいえない。年末には何と
か落ち着いてほしい。

□

百貨店（販売担当） ・今季の秋冬ファッションは、新型コロナウイルスの影響で
生産が大幅に減少し、在庫調整に入っている。前年の商品を
販売するため価格が低下する可能性がある。早期のセールが
増える上、新型コロナウイルスへの不安から低価格志向の客
が増え、セール商品に客が集中すると予測するため、客単価
ダウンからの改善にはつながりにくい。一方、トラベル需要
の回復には期待が持てる。２泊程度のやや近県への旅行需要
が出始めている。手持ち程度の大きさのバッグや低価格なが
らジャケットなどが徐々に伸長している。この需要が継続
し、この点を強化できれば、現状よりは落ち込みを防止でき
る可能性がある。

□
スーパー（店長） ・引き続き競合店の影響があり、地域祭事の自粛もあるた

め、来客数の動きに大きな変化はないと考える。
□ スーパー（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響を懸念する。

□
衣料品専門店（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどが続けて行わ
れれば、衣料品の購入にもつながるのではないかと期待して
いる。

□
家電量販店（店長） ・来年の東京オリンピック需要が見込めないため、暖房関連

のエアコンの実績次第になりそうである。

□
家電量販店（本部） ・冬に掛けて新型コロナウイルス禍の影響がなくならないと

考えると、景気が良くなるとは考えにくい。

□
乗用車販売店（従業
員）

・まだまだ新型コロナウイルス感染の不安が続きそうであ
り、先行きの不透明さがある。

□

その他専門店［酒］
（経営者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　ＴｒａｖｅｌキャンペーンやＧｏ Ｔｏ Ｅａ
ｔキャンペーン、あるいは地域振興券など、政府や行政がい
ろいろなことをして活性化しようと一生懸命にやっている。
こうしたことがきっかけとなり、少しでも経済が回り、人が
動き、金が回って景気が良くなることを期待している。

□
高級レストラン（ス
タッフ）

・忘年会シーズンに向かうが、15名以上の予約は例年の20％
ほどで推移している。

□
一般レストラン（店
長）

・新型コロナウイルス禍の影響がいつまで続くか分からない
なかでの急激な回復は望めない。10～11月と書き入れ時の
シーズンを迎えるが、その分落ち込みが不安である。

□
スナック（経営者） ・このままの状態が続けば店の体力勝負になるが、新型コロ

ナウイルス感染の波が再び大きく来ると、全体が大きなマイ
ナスとなる。ますます様変わりするのではないかと考える。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・平日の宿泊は20％前後である。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌ
キャンペーンに期待している。宴会部門は集まって宴会がで
きないので大変厳しい。レストランもディナータイムは大変
厳しい。

□
旅行代理店（所長） ・新型コロナウイルスの第２～３波への警戒感があり景気も

不透明なため、旅行をしたくても出控えが続く傾向が強くみ
られる。

□
通信会社（職員） ・来客数に一定の回復はみられるものの、大型キャンペーン

や集客イベントなどへの制限が大きいため、大幅な回復や伸
長は見込めない。

□
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で来客数は減少しているが、予

約制にしているため、それほど大きな影響や変化はみられな
い。販売数は前年と比べて変わらずの推移となっている。

□ 通信会社（店舗統括） ・新商品の情報が出てきても、問合せが増えてきていない。

□

テーマパーク（役員） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果もあり、国
内の個人客は動きが戻っているものの、団体やグループ、イ
ンバウンド客は全く動いておらず、全体としては現状のまま
推移すると考える。

□

競輪場（職員） ・新型コロナウイルスによる自粛が解かれていくなかで、客
足が戻ることを期待するが、インフルエンザシーズンの到来
や新型コロナウイルス感染者数の下げ止まりなどを懸念す
る。
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□

その他レジャー施設
［スポーツクラブ］
（総支配人）

・市中の新型コロナウイルスの感染は、確実に下火にはなっ
てきているとみているが、いつ何時、誰に降り掛かってくる
かと考えると、新型コロナウイルス発生前の状況に本当に戻
れるのかが心配である。本当に終息宣言が出されるまでには
２年くらい掛かるのではないだろうかと考える。

□
美容室（経営者） ・年末に掛けて、新型コロナウイルスの第３波が来るかどう

かにもよるが、客足は徐々に戻りつつある。

□

住宅販売会社（従業
員）

・新規の土地販売が落ち着いてしまえば、新築物件の話は極
端に少なくなった。住宅イベントも少なくなり、客も少なく
なってきている。新規で家を建てる人も少なくなってくるの
で、需要の掘り起こし活動が重要である。

□
住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響で、まだまだ客の動きに変化は
ないと考える。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・食品フロアや全国の銘店による物産催事は回復基調にある
ものの、ショップの撤退、商品の遅れなどによる衣料品の低
迷は非常に根強く、回復には時間が掛かる。

▲

スーパー（店舗管理） ・ドラッグストアの乱立のためやや悪くなる。安く売るのは
資本主義なので分かるが、企業が努力して開発した商品に商
品価値を下げる売価を付けるのは、デフレの脱却にはつなが
らないと考える。

▲
コンビニ（経営者） ・客単価が低水準のままである。来客数は３か月前よりは

戻っている。

▲

住関連専門店（役員） ・先行きの不透明感が強く、需要が増加するとは考えにく
い。冬季に向かい、新型コロナウイルスとインフルエンザの
流行がより拡大する懸念、より外出を控える意識が大きくな
るなかで景気は良い方向には向かいにくい。

▲

観光型旅館（経営者） ・11～12月は、飲料などの附帯売上が上がる企業研修や忘年
会など団体シーズンになるが、新型コロナウイルスの影響で
宴会が自粛傾向にある。個人客はキャンペーンなどで動きは
あるが、附帯売上は期待できず、例年より売上は落ち込むと
みている。

▲

通信会社（役員） ・少しずつではあるが、経済的理由による解約が増えてきて
いる。新型コロナウイルスの状況が変わらなければ、放送、
通信サービス共に契約獲得数が大幅に増えることは考えにく
い。

×
商店街（代表者） ・人の移動が緩和され、新型コロナウイルスの第３波も予想

されている。派遣切りは一段落したようだが、これからは正
社員の削減も予想され、明るい見通しが立たない。

×

百貨店（売場主任） ・大手アパレルメーカーの退店により空いたスペースへの新
規出店交渉を絶えず行っているが、各社の出店意欲は低下し
ており難航している。現在展開している既存ブランドも、い
つ撤退の申入れがあるか分からない状況のため、２～３か月
先は更に厳しい状況に陥ると見込んでいる。

×
スーパー（店長） ・収入が減れば、必然的に出費は抑えるようになるだろうと

考える。

×
スーパー（総務担当） ・今から新型コロナウイルスによる倒産が増えるとみてい

る。

×

コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスの影響が収まってきているという意味
で景気は良くなると考えるが、単純な売上ベースの話であ
る。事業を維持する観点では景気は最悪である。たとえ売上
が例年どおりに回復したとしても、今年２月からの赤字を埋
めるだけの余裕は出てこない。単純に売上だけ考えた場合
は、今よりは良くなると考えるが、事業の経営面では極めて
悪くなる状況である。飽くまでマイナスがゼロに戻ってきて
いるということで客の様子はやや上向きだが、経営者の立場
では悪くなると考える。

×
住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により個人の消費がど
うなるか次第である。

×
住宅販売会社（営業） ・住宅ローン控除延長に対する駆け込みの終了以降、追い風

要素が一切見当たらない。
◎ － －

○
繊維工業（経営者） ・周囲をみると人の動きが増えつつあるようである。従って

消費が進むと考える。また、消費が進むことを期待したい。

○
金属製品製造業（経営
者）

・２～３か月先の受注の入り具合から、やや良くなる。

○
一般機械器具製造業
（総務担当）

・世界的に生産活動が動き出し始めているので、設備投資が
動き始めることを期待している。

企業
動向
関連

(北陸)
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○

一般機械器具製造業
（経理担当）

・自動車メーカーの生産が回復基調にあることから、受注が
大きく改善してきており、当初の休業予定を取り下げて生産
に当たっている。一方、産業機械向けは新型コロナウイルス
関係需要も落ち着き、受注は減少していないものの増加傾向
にもない。

○

精密機械器具製造業
（役員）

・ウィズコロナの生活様式が定着しつつあり、幾つかのクラ
スターを除いては感染者数も減少傾向にあることから、再び
緊急事態宣言が出るようなことがなければ、少しずつ店舗へ
の来客数も増えていくのではないかという期待感がある。

□
食料品製造業（経営企
画）

・今のところ先行きに明るい材料は見当たらない。当面は低
空飛行が続くだろうと考える。

□ 化学工業（総務担当） ・この先の売上は、変わらず推移していく予定である。

□

プラスチック製品製造
業（企画担当）

・世界規模での新型コロナウイルスの感染拡大は今後も当分
続くとみられ、特に今後、感染拡大の第３波の懸念があるこ
とから、収束まではかなりの時間を要すると考える。当社が
関わる建築業界や自動車業界での大きなマイナス影響は、当
面継続するものとみている。

□
建設業（経営者） ・公共事業の予算執行による工事発注が続き、年末までそこ

そこ多忙な状況が続くと考える。

□
通信業（営業） ・今後の新型コロナウイルス感染拡大の程度に左右されると

考える。第２～３波等が発生すれば悪くなり、そうでなけれ
ば回復するとみている。

□
金融業（融資担当） ・取引先の決算や試算表の中身からも雇用調整助成金等で何

とか保っている状況であり、本業のもうけを示す営業利益
ベースで赤字が続いている。

□

税理士（所長） ・特に冬のボーナスは下がる傾向がはっきりとしてきてお
り、一般消費者の収入は厳しいと考える。しかし、これまで
使えなかった分を使うことから、新型コロナウイルスの感染
状況次第ではあるが、飲食や観光関係は今後回復していくの
ではないかとみている。製造業や建設業関係では、業種に
よっては新型コロナウイルス対策で伸びている業種もある
が、全体としては厳しい状況が否めない。全体としては余り
良い見通しではない。

▲

金融業（融資担当） ・観光、宿泊、飲食業の需要回復には時間を要し、損益、資
金繰りが悪化する企業が増えている。一部で業績回復の兆し
もみられるが、前年同月比マイナスの企業が多く、景気回復
には時間を要する。

▲
不動産業（経営者） ・個人客からの問合せがかなり少なくなっている。さらに、

法人客からの活発な話も聞かない。

▲
司法書士 ・現在は助成金や特別定額給付金で何とかしのいでいるが、

新型コロナウイルスが落ち着いても完全には回復しないだろ
うという事業者の話を聞く。

×
新聞販売店［広告］
（従業員）

・９月も前年比を下回っている。チラシのサイズダウンが止
まらない。全体のチラシ出稿量も前年の８割程度で、しばら
くはこの状況で推移しそうである。

◎ － －
○ － －
□ 人材派遣会社（役員） ・求人数が少ない。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・大きな雇用に関わる話が出てこない。

□
新聞社［求人広告］
（営業）

・新型コロナウイルスに萎縮して企業活動を展開する次元は
もはや超えており、しばらくは現状がスタンダードになって
いくと考える。

□

新聞社［求人広告］
（担当者）

・相変わらず人々の行動は制限され、消費者心理的にも急激
な上昇や変化はないと考える。各種Ｇｏ　Ｔｏキャンペーン
事業の後押しで、一部業界では明るい兆しもあるが、秋から
冬に掛けて新型コロナウイルス禍が再拡大する懸念もあり、
慎重な動きが続くとみている。

□ 職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス感染症の影響がまだ続くと考える。

□
民間職業紹介機関（経
営者）

・新型コロナウイルス感染が収束に向かえば、求人も増えて
くると考えるので、期待したい。

▲
人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響により失職した人など、最低限

の生活をするための求職者は増加するだろうが、従来のよう
な求職状況にはならないのではないかと考える。

▲
職業安定所（職員） ・秋から冬に掛けて、新型コロナウイルスの感染拡大が懸念

され、採用計画を見直している事業所がある。
× － －

雇用
関連

(北陸)
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　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
一般小売店［珈琲］
（経営者）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果に期待した
い。

◎
旅行代理店（役員） ・地域クーポンの利用も始まり、更なる需要の増加が期待で

きる。

○
一般小売店［鮮魚］
（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響で後ろ倒しとなったブライダル
が10～11月に出てくるため、関連の受注を見込んでいる。

○

百貨店（売場主任） ・客からも、個々の感染対策をきちんとすれば、外出も問題
がなくなってきたという声が出始めた。ショッピングを楽し
むこと自体は、感染のリスクが低いという認識が増えてい
る。また、家庭での充実したライフスタイルへの関心が高ま
り、食品や生活用品での関連売上が増えてきている。

○
百貨店（売場主任） ・インバウンドの復活を期待したいところである。その一

方、クリスマスや初売りの福袋など、人が密集する時期の販
売方法を模索している。

○

百貨店（売場主任） ・郊外では、巣籠り需要が今後も売上を引っ張ると考えてい
るが、新型コロナウイルスの感染の収束状況に、売上は大き
く左右されそうである。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ンの効果もどのように出てくるか未知数であり、不透明感が
強まっている。

○
百貨店（マネー
ジャー）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京への拡大など
で、京都への観光も復活するほか、各種の規制が少し緩和さ
れることで、経済がやや持ち直してくると予想される。

○
百貨店（売場マネー
ジャー）

・９月中旬以降、大型連休を含めて客足が戻ってきている。

○

百貨店（販促担当） ・新型コロナウイルスとの共存生活が定着してきたなか、秋
から冬にかけて感染が爆発的に拡大しない限り、消費はやや
増えると予想される。政府の各種施策もあって消費者の行動
範囲や外出頻度が改善し、開放感を求める消費の動きが増え
る。利便性の高さや汎用性の高さをアピールしたり、今秋や
今冬の気候を反映した提案を行うことで、消費が喚起できる
と予想される。

○

百貨店（服飾品担当） ・客の購買動向に変化がみられ、オンラインでの売上が増え
ている。また、情報をリモートで探し、リアルな店舗での情
報とＷｅｂ上の情報を、交互に確かめて購買するスタイルも
浸透し始め、新しい購買スタイルとして期待がもてそうであ
る。また、前年は10月以降に消費税増税の影響で落ち込んだ
分、今年は回復が見込まれることから、回復の兆しが出てく
ることが予想される。

○
百貨店（販売推進担
当）

・新型コロナウイルスによる消費の変化が定着するほか、渡
航制限の段階的な解除によるインバウンド需要の増加が始ま
る。また、供給面では生産体制も回復してくる。

○
百貨店（外商担当） ・ワクチンや治療薬の開発状況など、外部環境の好転が期待

できる。

○

百貨店（外商担当） ・新型コロナウイルスへの対策が、かなり確立されつつある
ほか、ワクチンの完成の見通しが立つことも予想される。少
しずつではあるが、客の安心感が強まり、消費に関する意欲
も増してくる。

○
百貨店（宣伝担当） ・秋冬商材の入荷がようやく本格化し、客からの問合せも増

えている。今後は、年末のギフト需要と合わせたリベンジ消
費に期待しており、そこへ向けた販促施策も準備している。

○

百貨店（マネー
ジャー）

・10月からは、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの地域
共通クーポンの使用も始まる。また、気温が順調に下がって
いることから、秋冬物衣料に対する購買意欲も増してくる。
物産展などの大型催事も本格的に復活することで、来店のモ
チベーションも高まることが予想される。

○

百貨店（マネー
ジャー）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどで外出の機会が
増える一方、巣籠り消費の定着で、リビング関連などは活発
に動く。また、年末年始のケーキやおせち料理なども、高額
品が動くと予想され、いわゆる自宅でのぜいたく消費が進み
そうである。

○ コンビニ（経営者） ・年末に向けて、忙しくなってほしい。
○ コンビニ（店員） ・徐々に通常の動きに戻りそうである。

家計
動向
関連

(近畿)
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○

コンビニ（店員） ・残念ながら、給付金の効果は余り感じられないが、客の会
話や買物状況から、少しずつ消費が活発化していると感じ
る。近隣のホテルも様々なプランで集客を図っており、活気
が戻りつつあると感じている。

○
コンビニ（店員） ・緊急事態宣言の解除後は、ほぼ横ばいの状態が続いていた

が、ＳＮＳで当コンビニチェーンが注目を集めたことで、数
日前からは今まで少なかった若者層の来店が増えている。

○
衣料品専門店（店長） ・まだまだ新型コロナウイルスの影響があり、予断を許さな

い状況が続いている。ただし、２～３か月前に比べるとやや
上向いている部分もあるため、年末商戦に期待している。

○
家電量販店（店員） ・家電も好調であるが、大人も子供も楽しめるテレビゲーム

や、新発売のゲーム機の予約状況も好調に推移している。

○
家電量販店（営業担
当）

・当業種には直接影響が出ていないものの、先日の連休中の
動きをみていると、景気が回復するという期待は持てそうで
ある。

○
乗用車販売店（経営
者）

・現状は全く良くないため、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンに少なからず期待している。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・来店客の雰囲気などをみると、少しずつ良くなっていくと
いう期待感が出てきている。

○
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経理担
当）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどの効果が、少し
は出てくる。

○

その他小売［インター
ネット通販］（経営
者）

・新型コロナウイルスの感染予防も、インフルエンザ並みに
なりそうである。実際のところ、新型コロナウイルスよりも
インフルエンザの感染者や死者数の方がはるかに多く、マス
コミなどでもインフルエンザの予防接種が呼びかけられてい
る。年末までには、新型コロナウイルスとインフルエンザが
共存していると予想される。

○
高級レストラン（企
画）

・自治体の助成制度や消費マインドの回復により、宿泊や外
食の需要が徐々に回復する。

○
一般レストラン（経営
者）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで東京が解禁となる
ほか、Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンや入国制限の緩和など
で、経済的な動きは上向くことが予想される。

○

都市型ホテル（管理担
当）

・東京がＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象になっ
たため、東京からの旅行客に期待したい。ただし、海外から
の旅行客が戻らなければ、回復は限定的であると予想され
る。

○

都市型ホテル（販売促
進担当）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果が、今後どの
程度出るのかは読めない。ただし、宿泊部門は出張での利用
が少ないため、キャンペーンに頼らざるを得ない。一方、宴
会は秋の予約にキャンセルが多く入っているため、回復は先
になりそうである。

○
都市型ホテル（客室担
当）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京への拡大に期
待している。

○
タクシー運転手 ・政府の打ち出した海外渡航者に対する規制緩和により、経

済活動の活発化が期待され、タクシーの需要も見込まれる。

○
タクシー運転手 ・タクシーの稼働台数が少しずつ増えるのに伴い、乗客も増

えている。さらに、今後はＧｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンも
始まるため、期待している。

○ 通信会社（社員） ・新商品の発売により、やや良くなる。

○
通信会社（社員） ・今後も現在の傾向が続くと予想される。他の通信会社の動

向を見極めて、現在の加入者を確保することも重要となる。

○

遊園地（経営者） ・９月19日以降の４連休から潮目が変わり、週末の来客数が
戻りつつある。平日はまだ弱めながら、10月以降は近隣の学
校や団体を中心に予約が入っている。新型コロナウイルスの
感染者数が現状レベルで推移すれば、最悪の状態は脱するこ
とができると、一筋の光がみえた印象である。

○
その他レジャー施設
［複合商業施設］（職
員）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどの、政府の支援
策に対する反響が大きい。小売業に関しても、地域共通クー
ポンの恩恵が期待できる。

○
住宅販売会社（経営
者）

・徐々に新型コロナウイルスとの共存が始まると同時に、消
費者の警戒感が薄まってくる。

□ 商店街（代表者） ・雰囲気的に、しばらくは良くならないと感じる。

□
一般小売店［事務用
品］（経営者）

・いつまで感染が続くかがみえず、停滞感が広がったまま、
しばらく過ごすことになりそうである。

□
一般小売店［花］（経
営者）

・キャンペーンなどで景気が良くなったといわれるが、業種
による差も大きいため、まだまだ景気回復には程遠い。



150 

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
一般小売店［衣服］
（経営者）

・毎月２店舗を閉店するなど、経営の負担を軽くする努力を
行っているが、どこまで持ちこたえられるか、自分との戦い
になってきている。

□

一般小売店［時計］
（経営者）

・冬に向かって、インフルエンザや新型コロナウイルスの感
染がどのように広がるのかが不透明である。目に見えない物
への懸念や心配、恐れが、人の気持ちをまだまだ押し下げ
る。また、お金の偏った使い方が今後も残ると感じており、
時計の需要は不急でもあるため、景気が良くなるとは考えに
くい。

□
一般小売店［野菜］
（店長）

・３か月後には状況は変わると予想されるが、日本の景気が
良くなるかどうかはまだまだ不透明である。今後も非常に厳
しい状態が続く。

□
一般小売店［呉服］
（店員）

・マスクをして接客しているが、客に言葉が伝わりにくいこ
ともある。また、着物の試着の際には客に接近するため、嫌
がる客も多く、売上が伸びない。

□
一般小売店［菓子］
（営業担当）

・今後も販売数量、売上共に、回復する気がしない。

□

百貨店（企画担当） ・新型コロナウイルス関連の報道は、一時の過熱状態からは
沈静化したようであるが、一度落ち込んだ消費意欲はなかな
か戻らないと感じる。少なくとも、劇的に上向くことは期待
できない。

□

百貨店（サービス担
当）

・来月からは、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが東京
も対象となるため、現状が維持できるかどうかは不透明であ
る。前月から催事も再開しているものの、現状は売上に大き
く貢献していないため、今後に期待している。

□
百貨店（営業推進担
当）

・いずれ新型コロナウイルスの感染第３波が来ると予想さ
れ、行動範囲を自粛する動きが出てくる。新たな消費喚起策
がなければ、厳しい状況は変わらない。

□

百貨店（商品担当） ・企業業績の不振から、冬のボーナスや給与の支給も厳しく
なる見込みで、政府や自治体の需要喚起策の効果も限定的と
なりそうである。また、訪日観光客を受け入れるめどは立た
ず、インバウンドの復調を望めないことも大きな痛手であ
る。新型コロナウイルスの検査体制の整備や、世界的な防疫
体制が構築できるまで、景気浮揚の見通しは立たない。

□
百貨店（店長） ・新型コロナウイルスの影響に左右されるが、決定的な解決

策がないため、しばらくは消費の低迷が続く。

□

スーパー（店長） ・外食の売上が戻ってくれば、内食を扱う生鮮食品の売上は
減少の一途となり、これまでの売上の増加曲線は緩やかに下
がってくる。その反面、外出が増えれば、化粧品やアパレル
関連の売上は緩やかに増加すると予想される。

□
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの影響に左右され、外食が増える状況

となれば、スーパーは今よりも下り坂になる。

□
スーパー（店長） ・政府はＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど、消費を

促す政策は実施しているが、新型コロナウイルスの影響が続
くなか、基本的な生活様式が変化する気配は感じられない。

□
スーパー（店員） ・今後は鍋物関連の食材がメインになってくるが、週末は売

れても平日は余り売れないため、大きく伸びることはない。
□ スーパー（企画担当） ・今の生活スタイルが続くと予想される。

□
コンビニ（経営者） ・新型コロナウイルスと経済が共生していく流れになり、来

客数は増加すると予想されるが、節約ムードが高まってお
り、購買意欲は落ちてくる。

□

コンビニ（経営者） ・店舗の維持に必要な経費は最小限に抑える努力を続けてい
るが、厳しい状況にある。一時的な雇用調整助成金などが
あっても、借入れの返済が必要であるほか、個々の生活の基
盤が不安定になっているため、改善の材料が乏しい。

□
コンビニ（経営者） ・事務所を閉める企業が出てきたほか、リモートワークなど

の働き方が定着しそうなこともあり、周辺の労働者の数が減
少している。当面はこのまま推移していきそうである。

□
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスの発生以前の状況には、相当な時間が

経過しなければ戻りそうにない。状況がこれ以上悪くならな
いことを、祈るばかりである。

□ コンビニ（店員） ・現状が維持できれば良い方で、景気の回復は見込めない。

□
衣料品専門店（経営
者）

・今後は各種の自粛要請が緩和されていくが、高齢者層は心
理的な不安要素が多いため、自由に買物を楽しむことが難し
いと考えられる。

□
衣料品専門店（営業・
販売担当）

・来客数は少なく、必要な物だけを購入しているようであ
る。
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□
乗用車販売店（営業担
当）

・今は好調であるが、新型コロナウイルスの第３波が発生す
れば、更に悪化するおそれもある。

□
その他専門店［医薬
品］（経営者）

・少なくとも年内は、新型コロナウイルスの予防に関する商
品は好調に推移する。

□

その他専門店［ドラッ
グストア］（店員）

・これから冬を迎えるに当たり、新型コロナウイルスやイン
フルエンザなどの影響で、今後も関連商品は売れると予想さ
れる。ただし、プラスアルファで購入されていた化粧品の売
上は、依然として減少傾向にあり、必要な物しか買わないよ
うに感じられる。

□
その他小売［インター
ネット通販］（企画担
当）

・最近の新たな感染者数は横ばい傾向が続いており、今後も
当分の間は大きな改善が見込めない。それに伴い、景気も一
進一退の状況が続くと予想される。

□
その他小売［インター
ネット通販］（オペ
レーター）

・電話の件数、受注共に、例年どおりに戻りつつあるため、
今後も大きな変化はない。

□
高級レストラン（ス
タッフ）

・今後の予約状況も、現状と大きくは変わらない。

□

一般レストラン（経営
者）

・例年であれば宴会シーズンとなるが、今年は新型コロナウ
イルスの影響で見込めない。ただし、Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャ
ンペーンに参加登録しているため、プレミアム付商品券の利
用などで、来客数は増えそうである。

□
一般レストラン（企
画）

・徐々に良くなることを期待しているが、経済活動が活発化
すると、新型コロナウイルスの感染拡大のリスクも高まる。
今後はいつまた悪くなるか、予断を許さない状況である。

□
一般レストラン（店
員）

・新型コロナウイルスの影響は少しずつ落ち着いてきたよう
に感じるが、今後の見通しはまだまだ立たない。

□

その他飲食［自動販売
機（飲料）］（管理担
当）

・新型コロナウイルスの感染状況に大きく左右されるが、総
理大臣が代わって、実務的な部分が動いているように感じ
る。国と企業の距離が近くなったように感じ、非常に期待で
きる。

□

都市型ホテル（スタッ
フ）

・ホテルとしてはＧｏ Ｔｏ ＴｒａｖｅｌキャンペーンやＧ
ｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンなどで、ある程度の集客は見込
めるものの、宴会場を使用したパーティーの受注がない。例
年は忘新年会の予約で一杯となるが、今年はかなり厳しい状
況が続くと予想される。

□
都市型ホテル（フロン
ト）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが東京に拡大される
ため、出張利用が多少なりとも増えると予想される。

□

都市型ホテル（総務担
当）

・10月から、Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの地域共
通クーポンの取扱が始まるほか、Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャン
ペーンも始まるため、飲食店の売上が改善に向かうと考えら
れる。

□
都市型ホテル（管理担
当）

・新型コロナウイルスの感染を嫌って、団体客の先の予約は
大きく動いていない。

□

旅行代理店（支店長） ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンは１月までの予定で
あり、その時点で客の動きが止まってしまう。何よりも海外
旅行が少しでも動かなければ、現状の鎖国状態では先がみえ
ない。

□
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの影響については、特に夜間の営業収

入の減少傾向が今も続いている。
□ タクシー運転手 ・良くなる要素がない。

□
通信会社（企画担当） ・アミューズメント施設の経営が新型コロナウイルスの影響

で悪化しており、ゲーム機の売上が落ちている。この状況
は、当面変わらないと予想される。

□

テーマパーク（職員） ・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果がどのような
形で出るのか、あるいは実際に効果があるのかについては不
透明である。また、新型コロナウイルスの影響が続くなか
で、新政権が発足したが、更なる支援を必要としている企業
は残っている。特別定額給付金のようなシステムが構築でき
るのか、今のところは疑問である。

□
その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・新型コロナウイルスの感染が収まるかどうかが分からない
ため、何ともいえない。

□

その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・９月19日から、プロ野球での入場制限は収容人数の50％以
内に緩和となった。ただし、新規感染者数は多数発生してお
り、予断を許さない状況である。全体として、３か月後の状
況は不透明である。
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□
その他サービス［学習
塾］（スタッフ）

・以前に比べれば、日常を取り戻しつつあるが、秋冬のイン
フルエンザや新型コロナウイルスの感染状況により、今後は
どうなるか分からない。

□
住宅販売会社（総務担
当）

・新型コロナウイルスの治療薬が完成するか、感染の収束が
見込めない限り、客の動きは悪いままとなる。現状の受注活
動の制約も大きいため、大きな回復は見込めない。

□

その他住宅［情報誌］
（編集者）

・暮らし方の変化により、都心の駅近物件の人気は弱まり、
郊外の環境や広さを志向する動きが復活している。在宅ワー
クの定着度によっては、更にその傾向が強まる可能性が出て
きている。

▲

百貨店（売場主任） ・企業の業績が厳しいなか、雇用調整や給与、ボーナスの
カットが始まり、消費者の購買意欲の減退が予想される。そ
の上、取引先の撤退や商品生産の抑制、新商品の展開の延期
などもあり、店頭の商品の質、量共に不安がある。現状を維
持するのが精一杯であり、良くなる要素はない。

▲

百貨店（企画担当） ・新型コロナウイルスの影響による業績不振を受けて、この
冬のボーナス支給額は前年比で大幅に減少することは間違い
ない。冬のボーナス商戦については、例年の売上規模からは
かなり減少すると予想している。

▲

スーパー（経営者） ・前年はキャッシュレス決済に対するポイント還元制度が始
まり、カード各社のほか、独自の取組を行う企業も盛り上
がった。その一方、今年のマイナポイント事業は登録者数も
伸び悩み、盛り上がりに欠けている。所得環境も厳しいな
か、ライバル各社は価格訴求を徐々に強めており、利益が得
にくくなりそうである。

▲ スーパー（店長） ・テナントの退店が増えつつある。

▲

スーパー（店長） ・新型コロナウイルス問題の長期化で、取引先のメーカー
も、アパレル業界を中心に業績が厳しくなっている。また、
当スーパーに入っている子供用プレイランドや旅行会社も、
売上が前年比で３割という状況が続いている。

▲

スーパー（企画担当） ・新型コロナウイルスの特需もなくなりつつあり、特に駅前
店舗の売上が悪い状況である。競合店が２店舗オープンする
予定で、近隣店舗の売上減は避けられない。年末商戦の前
しょう戦としても、販促を強化して対応せざるを得ない状況
であり、利益率は下がるものの、売上は最大限確保すること
が求められる。

▲

スーパー（経理担当） ・足元は給付金の効果もあり、可処分所得に比較的余裕のあ
る層が消費を支えている傾向がみられたが、時間が経過する
につれて影響は薄まる。これに加えて、業績の悪化した企業
を中心に、冬のボーナス支給の減少が懸念される。

▲
スーパー（販売促進担
当）

・９月も前年比で売上増の状況が続いているが、伸び率は落
ち着きをみせ始めている。全体的な景況感は低下しており、
今後は徐々に落ち込んでいくことが予想される。

▲

スーパー（社員） ・新型コロナウイルスの影響で高まった内食需要は、依然と
して続いている。今後も、客のスーパーへの依存度は高いま
ま推移しそうであるが、購買力が少しずつ低下することを危
惧している。

▲

乗用車販売店（経営
者）

・個社の業績はまずまずであるが、それは各社の戦略に起因
し、全体の傾向とは無関係である。業界自体は依然として低
迷しており、所得の減少を考えると、今後はますます悪くな
る。

▲
乗用車販売店（経営
者）

・運搬の仕事が減っているため、車検を受けないトラックが
増え、車検台数が減っている。また、新車の売行きも良くな
い。

▲
乗用車販売店（販売担
当）

・海外での自動車の生産が遅れているため、輸入車の販売量
が伸び悩んでいる。また、入荷自体が見込めないため、今後
は悪くなると予想される。

▲
その他飲食［ファース
トフード］（店員）

・今年は季節が変わっても気温の下がる日が少なく、暑い日
が続いている。さらに、新型コロナウイルスの影響もあり、
来客数は激減している。

▲

観光型ホテル（経営
者）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが実施されている間
は、前年比で７～８割程度の売上が確保できる見通しであ
る。ただし、キャンペーンの終了後は、更に厳しい状況とな
ることが予想される。
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▲

観光型旅館（経営者） ・県民限定割引がなくなるほか、東京がＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖ
ｅｌキャンペーンの対象となる。東京から地方に行くより
も、地方から東京へ行く方が多いと予想するため、地方は厳
しくなると予想される。

▲
観光名所（経理担当） ・例年、12月は来客数が少ない時期であるため、感染症が収

まったとしても、今月よりも客は少ないと予想している。

▲

競輪場（職員） ・通常であれば、年末に向けて客単価が上がる傾向となる
が、今年は新型コロナウイルスの影響で見通しが立たない。
もしも例年のように上昇傾向となったとしても、小幅にとど
まるとみられ、逆に下がる可能性の方が高い。

▲

その他レジャー施設
［飲食・物販系滞在型
施設］（企画担当）

・秋の行楽シーズンとなるが、お盆から９月の４連休の好調
は、これまでの抑制の反動もあったため、若干の目減りは覚
悟している。Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京解
禁による効果には期待したいが、現実的には限定的となりそ
うである。

▲
その他サービス［マッ
サージ］（スタッフ）

・オイルマッサージで服を脱ぐため、寒くなれば来客数が減
少する。

▲
住宅販売会社（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響をすぐに受ける業種から、２～
３次的な影響を受ける業種まで、影響の裾野が広がってい
る。

▲

住宅販売会社（従業
員）

・大手メーカーを中心にテレワークの導入を検討する動きが
あり、一部ではオフィスの解約予告の通知が始まっている。
今後は事務所ビルの空室率が上昇すると予想され、これまで
影響のなかったオフィスや賃貸住宅市場も悪化が予想され
る。

▲
その他住宅投資の動向
を把握できる者［不動
産仲介］（経営者）

・金融機関の融資姿勢が、かなり厳しくなってきている。

▲
その他住宅［展示場］
（従業員）

・新型コロナウイルスの影響で、今後は住宅購入者の年収が
減少すると予想され、住宅ローンを組む心理状況となるかが
心配である。

▲

その他住宅［住宅設
備］（営業担当）

・好転する兆しがないまま寒い季節となり、新型コロナウイ
ルス関連のキャンセルが春先のように増えれば、メンテナン
ス部門も仕事量が減る。それに伴い、売上も減少するとい
う、暗い見通しとなる。

×

一般小売店［衣服］
（経営者）

・本来は冬場が衣料品の需要期であり、来客数、販売数共に
増加を期待しているが、今年の冬は新型コロナウイルスの影
響で先が読めず、感染がこれまで以上に拡大するのではない
かと心配である。その場合は通常の営業もできるかどうかが
分からず、今以上に深刻な状態に陥ることが懸念される。

×
一般小売店［花］（店
員）

・新型コロナウイルスの感染が長引き、客の購買意欲は下
がっている。この先も感染が落ち着く様子はなく、ますます
購買意欲は下がると予想される。

×
スーパー（経営者） ・新型コロナウイルスによる観光客の減少などで、食材の需

要も減っている。各種イベントの中止により、前年比での落
ち込みが避けられない。

×
衣料品専門店（経営
者）

・このままの状況が続けば、小売業者は倒産や閉店、廃業し
てしまう。

×
家電量販店（経営者） ・冬場に掛けて、新型コロナウイルスの感染が増えるとすれ

ば、あらゆる消費が落ち込む。秋以降、感染が収束すること
を願うばかりである。

×

家電量販店（企画担
当）

・今のような来店状況ではかなり厳しい。インターネット経
由の販売機会を更に拡大する一方、空気清浄機や、内食の好
調に合わせて温め直しができる高級電子レンジなど、新型コ
ロナウイルスとの共存に向けた商品を強化していく必要があ
る。

×
家電量販店（人事担
当）

・巣籠り需要も落ち着いてきており、消費をけん引する商品
がない。冬になって気温が下がるまで、厳しい状況が続きそ
うである。

×

乗用車販売店（経営
者）

・旅行や飲食関係はＧｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで
少し潤った感じは出てきたが、その他のサービス業や製造業
の売上の落ち込みは激しい。各種の助成金も用意されている
が、焼け石に水の状態で、収益が上がるまでには至らない。
とにかく新型コロナウイルスの影響が落ち着くまでは、景気
は悪くなる一方だと予想される。
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×

住関連専門店（店長） ・上半期は新型コロナウイルスの発生前からの受注や、前年
から購入計画のあった客の注文でやりくりできたが、新規客
が激減したままであるため、下半期からは、更に売上は深刻
になると予想される。

×
住関連専門店（店員） ・新型コロナウイルスの影響を受けている客が多いため、そ

の影響が出てくる。

×
その他専門店［宝飾
品］（販売担当）

・新型コロナウイルスの影響で、予定している展示会などの
催事も規模が縮小され、集客が見込めない。現状から考えれ
ば、売上が前年以上になることはない。

× 通信会社（企画担当） ・まだ、新型コロナウイルスの感染の収束がみえない。

×
観光名所（企画担当） ・９月の４連休は少し回復したが、それ以降の平日は以前と

同じ状況であり、全く期待がもてない。

◎
木材木製品製造業（経
営者）

・今年から始まる新規事業のサンプルが入荷し、販売したと
ころ、客の反応は非常に良い。今後の販売も順調に進むと予
想されるため、売上、利益共に増加が見込まれる。

○
化学工業（企画担当） ・Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンも始まれば、新型コロナウ

イルスの重症者数が異常に増えたりしない限り、現状よりも
物の動きも活性化すると予想される。

○ 化学工業（管理担当） ・取引先からの発注見込み量が増加している。

○
金属製品製造業（開発
担当）

・新しいモデルの商品が出るため、忙しくなる可能性があ
る。

○
金属製品製造業（営業
担当）

・自動車関連向けの出荷を軸に、受注の内示も少しずつ元に
戻りつつある。

○
輸送用機械器具製造業
（役員）

・10月以降は、設備計画の見積りの依頼が増えそうである。
２～３か月前よりも案件の内容が具体化し始めている。

○
建設業（経営者） ・無電柱化に関していえば、問合せは多い。成約しないケー

スもあるが、少しずつ受注も増えると予想される。

○
新聞販売店［広告］
（店主）

・新型コロナウイルス対策を講じながら、徐々に社会全体が
動き出したように感じる。

□
食料品製造業（従業
員）

・新型コロナウイルスの影響も薄れつつあり、量販店では値
下げ販売を打ち出す動きがある。今後は販売価格が低下傾向
となり、安売り競争が始まる。

□ 繊維工業（総務担当） ・注文がほとんどない状態である。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・客からは、増産の計画についての情報がない。

□
化学工業（経営者） ・日々の受注をみていると、最近は更に悪化しているが、今

後は各種のＧｏ Ｔｏキャンペーンなどで相殺され、変わら
ない状況が続く。

□
プラスチック製品製造
業（経営者）

・発注の増えた企業があるため、全体をカバーできている
が、受注の商品バランスは悪い。以前からの商品には、発注
が止まる案件も出てきている。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・新型コロナウイルスの感染状況は変わらないと予想され
る。

□
金属製品製造業（経営
者）

・業界にもよるが、低位安定の状態がどう変化するかは、年
末まで分からない。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・ここ数か月は景況が最悪になると予想される。

□

電気機械器具製造業
（経営者）

・本業の状況はそれほど変わらないが、当社の紫外線やオゾ
ン関連の技術を、10月７日から３日間開催される大規模な見
本市に出展予定である。これがうまくいけば、先行きは非常
に良くなるかもしれない。

□
電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・給付金の影響で、６～７月は特に需要が伸びたが、それ以
降はやや鈍化傾向にある。今後もこの状況は続くと予想され
る。

□
電気機械器具製造業
（営業担当）

・今後はインフルエンザと新型コロナウイルスのダブルパン
チで、どうなるか分からない。

□
建設業（経営者） ・現在は、やらなければならない設備投資が最小限の範囲で

実施されている。今後は、計画の延期や凍結が増えてくると
予想される。

□
輸送業（営業担当） ・体力のない同業他社が閉店し始めているため、競合が減

り、今後は売上がさほど落ち込まないように感じる。

□
金融業［投資運用業］
（代表）

・現状は雰囲気が悪過ぎる。有事における政府の行動が、こ
れほどまでに市井の生活に影響を与えることを実感してい
る。

□
広告代理店（営業担
当）

・５～６月に比べると、売上は少し戻ってきているが、まだ
まだ期待できる材料がない。

企業
動向
関連

(近畿)
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□
広告代理店（営業担
当）

・新型コロナウイルスの感染状況が大きく改善されなけれ
ば、今の状態がしばらく続くと予想される。

□

経営コンサルタント ・業界全体が最悪の状況のまま、横ばいで推移している。こ
れ以上は悪くなりようがないほど、受注や販売、生産などが
最悪の事態にあり、給付金によって何とか持ちこたえている
状況である。

□
その他サービス［自動
車修理］（経営者）

・なかなか景気の回復する要素がないため、良くならない。

□

その他サービス業［店
舗開発］（従業員）

・Ｇｏ Ｔｏ Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果もあり、10月
以降は回復するかもしれないが、感染者も増えてくると予想
される。加えて、インフルエンザの流行も重なることから、
年末年始に掛けては出控えが本格化しそうである。

□
その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で先がみえないため、様々な状
況の判断が難しくなっている。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・冬に掛けてインフルエンザが流行すれば、客足もまた悪く
なり、経済的に回らなくなる。

▲
繊維工業（団体職員） ・国内では人の動きも多少は出ているが、生活様式の変更に

よる影響がタオルの消費動向にも出てくる。

▲
一般機械器具製造業
（設計担当）

・まだまだ新型コロナウイルスの影響が続きそうである。

▲
電気機械器具製造業
（営業担当）

・引き合いはあるものの、価格競争が厳しく、他社へ流れて
いるため、受注が増えない。

▲
その他製造業［履物］
（団体職員）

・新型コロナウイルスの感染収束の見通しが立たず、百貨店
などの衣料品関係の売上が伸びてこない。その分、メーカー
への発注も減少したままである。

▲
建設業（経営者） ・新型コロナウイルスの感染が徐々に地方にも拡大すれば、

リフォーム工事の営業活動にも支障が出るおそれがある。

▲
輸送業（商品管理担
当）

・毎年10～11月は販売量が減少するが、今年は新型コロナウ
イルスの影響で更に減少する。

▲
輸送業（営業担当） ・運賃の安い大手通販の荷物が増え、全体に占める割合が上

がり過ぎたことで、利益はほとんどない。

▲
通信業（管理担当） ・10月からの諸物価の上昇で、景気が若干悪くなると感じ

る。

▲
司法書士 ・新型コロナウイルスへの対策の効果を感じるが、行動が活

発になれば、陽性者の増加も予想される。今後は冬に向かっ
て厳しい状態が続く。

×

繊維工業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響で、販売先の倉庫には大量の在
庫が残っているため、来年度の生産依頼が全く出てこない。
靴下の製造会社は、これから新規の製造や販売ができない状
況に追い込まれると感じている。

×
電気機械器具製造業
（経理担当）

・取引先を含め、数か月先の予測も全く分からないというの
が実情である。

×
不動産業（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で、これからも店舗の解約が続

いていく。年末に掛けて厳しくなると予想され、景気は悪く
なる。

×
その他非製造業［電気
業］（営業担当）

・新型コロナウイルスの感染収束が見通せず、経済対策も不
十分であるため、将来の展望が全く見通せない。

◎ － －

○

人材派遣会社（役員） ・各種のＧｏ Ｔｏキャンペーンといった政府の施策による
効果が出てくるほか、新型コロナウイルスへの過剰な対応も
見直され、徐々に経済活動が正常化してくることを期待して
いる。

○
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルスとの共存という環境を受け入れ、周囲
に配慮し、自制しつつも、人の動きは今後活発になってい

○

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・新型コロナウイルスとの共存が当たり前のように受け入れ
られるなか、政府はより一層、感染による打撃を受けた企業
の支援に力を入れると予想される。また、東京オリンピック
が開催される可能性も出てきたなか、開催が正式に決定すれ
ば、更に景気の回復に勢いがつきそうである。

□

人材派遣会社（経営
者）

・新政権になり、前向きの案件がかなり出てくると予想され
たが、新型コロナウイルスの影響次第となる。各企業は派遣
社員をうまく使っており、景気に応じて増加と減少を繰り返
すという、いつものパターンが一段と定着してきている。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・新型コロナウイルス感染症の拡大を機に、業務の整理や人
員の減少のほか、在宅ワークでも業務が進むようになり、人
手を増やす話がない。

雇用
関連

(近畿)
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□

新聞社［求人広告］
（管理担当）

・秋から冬にかけては、インフルエンザの流行と新型コロナ
ウイルスの感染拡大が重複するとの予想があるほか、ワクチ
ンの開発も年内に完了するような状況にはない。Ｇｏ Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる効果も、インバウンドが期
待できないなかでは限定的とみられる。景気が良くなるまで
には至らないと予想される。

□
職業安定所（職員） ・景気は上向き傾向であるが、新型コロナウイルスの影響が

出る以前の状態には到底戻らない。また、求人も少なくなっ
ている。

□
職業安定所（職員） ・求人数は求職者数を上回って推移しているが、有効求職者

数が増えて、有効求人数が減少傾向にあることから、今後は
変わらないか、悪化する傾向となる。

□
民間職業紹介機関（職
員）

・冬に近づき、今年はインフルエンザと新型コロナウイルス
の同時流行が懸念される。今後は建設関係の求人も流行の様
子見となり、停滞する可能性がある。

□

民間職業紹介機関（営
業担当）

・状況は変わらないが、求職者は増えているため、以前に比
べて人選しやすい状況である。新型コロナウイルスの発生以
前に比べると、紹介予定派遣を希望する人が減り、すぐにで
も働きたい人が増えている。

□
学校［大学］（就職担
当）

・外国人の入国規制について、緩和待ちの状態である。

▲
人材派遣会社（支店
長）

・首相の交代もあり、社会全体が混とんとするのではないか
と考えられる。

▲
アウトソーシング企業
（管理担当）

・通常の仕事がなくなりつつあるため、今後もこの状況が続
きそうである。

▲

職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの影響で全業種に悪化がみられ、離職
者が前と同じ職種で再就職することが困難となっている。ま
た、人手不足業種への労働移動もミスマッチが大きく、今後
は求職期間の長期化が懸念される。

▲
民間職業紹介機関（営
業担当）

・まだ当社でも調査中であるが、2022年卒の採用予定数につ
いて、３か月前は未定であった企業が、減少に転じることが
予想される。

×
新聞社［求人広告］
（担当者）

・経済活動への規制は緩和されたが、まだまだ見通しは暗
い。特に、関西の地場産業の動きが見通せない。

×

職業安定所（職員） ・新型コロナウイルスの感染収束の兆しがまだみえないた
め、３か月ごとの契約期間の更新に伴い、９月末に雇止めが
生じる可能性が高い。いわゆる９月危機の発生により、10月
以降の求職者数が一気に増加するおそれがある。

×
民間職業紹介機関（営
業担当）

・好転の兆しがみえない。

×
学校［大学］（就職担
当）

・新型コロナウイルスの影響のほか、東京オリンピックも経
費の節減が予定されている。また、企業の採用計画について
も、芳しくない報道が多い。

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
観光型ホテル（副支配
人）

・来年の１月くらいまではＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンの効果で旅行者の予約は増加する。

○
スーパー（店長） ・前年同期が消費税の引上げで消費が落ち込んでいたため、

その反動で今後、消費は前年を上回る。

○
スーパー（営業システ
ム担当）

・新型コロナウイルスの影響で巣籠り需要が高まっているた
め、手作り商材や鍋の材料等の伸びが増加する。

○
スーパー（販売担当） ・新型コロナウイルス禍の現状においても客の購買意欲は低

下しておらず、動機付けがあれば客は動く。今後、緩やかで
はあるが、景気は確実に回復する。

○
コンビニ（エリア担
当）

・来客数は回復傾向にあり、今後景気は良くなる。

○
コンビニ（副地域ブ
ロック長）

・イベント規制の緩和やＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーンの実施で人が戻ってくる。今後、少人数の会合やイベ
ントが増加することで来客数が更に増加する。

○ コンビニ（支店長） ・今後、経済活動が再開し、人が動いてくる。

○
衣料品専門店（代表） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや飲食店の支援事

業等を利用する人が増加すれば、洋服の需要も増加する。

家計
動向
関連

(中国)
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○
家電量販店（店長） ・ラニーニャ現象の影響で今冬は厳しい寒さの日が多くなる

との予報があり、エアコンを中心に暖房商品の販売が好調に
なれば、売上が増加する。

○
家電量販店（店長） ・来客数の減少に対応して、単価を上げるので、売上も増加

する。

○
家電量販店（販売担
当）

・前年同期が消費税の引上げで消費が落ち込んでいたため、
その反動で今後、消費は前年を上回る。

○
乗用車販売店（店長） ・現在は中古車販売が好調に推移し、客が新車を買い控えて

いる状況にあるが、今後は新車販売も新型車発売の追い風に
乗り、上向いてくる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・年末の決算期が近づき、客の動きが良くなるため、景気は
やや良くなる。

○
乗用車販売店（営業担
当）

・今後、新型コロナウイルス対策を徹底しながら、今まで自
粛していた告知や販促を行っていくので、景気は良くなる。

○
その他専門店［和菓
子］（経営者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果で景気はや
や良くなる。

○
その他専門店［土産
物］（経営者）

・政府のいろいろなキャンペーンで人が動くのに伴い、売上
も増加する。

○

その他小売［ショッピ
ングセンター］（管理
担当）

・新型コロナウイルスの緊張感が段々と薄れていること、Ｇ
ｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど景気対策での需要
増が期待できることなどから、景気はやや良くなる。ただ、
これから気温が低くなるにつれ、新型コロナウイルスやイン
フルエンザなどが流行期に入り、感染増の可能性も高くなる
ので楽観視はできない。

○
高級レストラン（事業
戦略担当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京発着解除の
影響が少なからず出てくるため、景気はやや良くなる。

○
一般レストラン（店
長）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まり、観光客
の動きが活発になるため、来客数が増加する。

○

都市型ホテル（企画担
当）

・10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京除
外が解除され、地域共通クーポンの利用が可能となるので、
宿泊客が増加する。また、地域独自の需要喚起策の併用も後
押しとなり、飲食、物販店の経済効果も出てくる。

○
都市型ホテル（総支配
人）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによる予約が伸び
始めているが、前年と比べ３割減少している状況である。今
後、東京発が継続されれば、景気はやや良くなる。

○
都市型ホテル（企画担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで地域共通クーポ
ンの発行が始まることから、秋の行楽シーズンに向けて、多
くの人が動き出す。

○ タクシー運転手 ・現状が悪すぎるので、今後はやや良くなる。

○
通信会社（企画担当） ・新型コロナウイルスが終息に向かえば、景気の回復傾向が

持続する。新型コロナウイルス禍では、ネット商材自体の需
要は増加基調で推移する。

○
通信会社（工事担当） ・新型コロナウイルスに伴う制限が緩くなり、客の物品購入

が出てくる。

○
テーマパーク（営業担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果で景気はや
や良くなる。

○
テーマパーク（管理担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの影響で景気はや
や良くなる。

○
観光名所（館長） ・東京がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象と

なったことで、観光客が増加する。

○
観光名所（館長） ・イベント制限の緩和やＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン

ペーンの地域共通クーポンの開始などにより外出する人が増
加するため、景気はやや良くなる。

○
住宅販売会社（営業担
当）

・来客数の増加など、新型コロナウイルス対策の自粛ムード
が改善してきている傾向がみえるため、今後景気はやや良く
なる。

□
商店街（代表者） ・生活必需品以外の消費が上向く傾向がなく、景気は変わら

ない。

□
一般小売店［靴］（経
営者）

・新型コロナウイルスの先行きが不透明なため、年末年始の
商戦に向けて消費スタイルを元に戻す人もいれば、消費を控
える人もおり、結果的には余り変わらない。

□
一般小売店［洋裁附属
品］（経営者）

・百貨店やスーパーの来客数は増加しているが、商店街の店
舗の来客数に変化はなく、今後も景気は変わらない。

□
一般小売店［印章］
（経営者）

・景気が上向く要素が何もないため、今後も変わらない。

□
一般小売店［茶］（経
営者）

・経営規模の縮小など、新型コロナウイルス後の商売の在り
方を早急に考える必要がある。
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□
一般小売店［食品］
（経営者）

・国の新型コロナウイルス対策や景気浮揚策等があるので２
～３か月で景気が急速に後退することは考えにくいが、景気
はデフレ基調で推移していく。

□
百貨店（経理担当） ・新型コロナウイルスが終息しなければ景気は急速に改善し

ない。また、撤退したショップの売上をばん回できなければ
状況は厳しさを増していく。

□
百貨店（営業担当） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなどもあり、新型

コロナウイルスの波がまたいつ来るか不明である。

□

百貨店（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響で客の外出機会が減少したた
め、洋服の必要性がなくなってきている。こうした状況で、
少し高額なパジャマなどのホームウェアや肌着等の売上は前
年を上回っているが、客単価が低いため、今後も変わらな
い。

□

百貨店（売場担当） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンなど経済活動が優
先されつつあり、今後も新型コロナウイルスの影響は続く。
都心部の百貨店などは今後も厳しい状況が続き、地方につい
ても都心部ほどではないが、大幅に改善する余地はない。

□
百貨店（外商担当） ・新型コロナウイルスのピーク時からは回復基調にあるが、

今後冬季になりインフルエンザと並行してどのような状況に
なっていくか不透明な部分が多く、景気回復は厳しい。

□

百貨店（外商担当） ・食料品の売上は前年並みと回復傾向となっているが、衣
料、洋品雑貨の売上が全く伸びず、全体の売上を押し下げる
結果となっている。季節も涼しくなり、衣料品の動きが回復
しなければ、この状況が当分続く。

□
スーパー（店長） ・来月からのたばこやビール類の税の引上げ前の駆け込み需

要もなく、今後も変わらない。

□
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスが終息しない限り、売上が前年を上回

り、来客数が前年割れする状況が続く。
□ スーパー（店長） ・来客数や購買点数は今後も変わらない。

□
スーパー（店長） ・前年は10月からキャッシュレス・消費者還元事業の効果が

あったが、今年はそれに代わるものがなく、景気回復が見込
めない。

□
スーパー（総務担当） ・天候も涼しくなり、食材が豊富に出回っているが、衝動的

な購買は少ない。

□
スーパー（販売担当） ・最近、新型コロナウイルスの感染者数が減少しており、こ

の先も増加しなければ来客数は増加するが、景気は変わらな
い。

□
スーパー（販売担当） ・新型コロナウイルスの動向次第だが、今のところ景気が変

化する様子はない。

□
スーパー（業務開発担
当）

・客の動きの悪い状況が続く。

□
衣料品専門店（経営
者）

・景気の良くなる要素が見当たらない。

□
家電量販店（店長） ・新型コロナウイルスの影響が大きく、今後も景気は変わら

ない。

□
家電量販店（企画担
当）

・特に景気が良くなる要素も悪くなる要素もないため、景気
は変わらない。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・決算期に入るので、年初に保留になっていた案件も動き始
める。客の会社の業績に復調の兆しが出てくることで、今
後、前向きな話が増加する。

□
乗用車販売店（業務担
当）

・新型コロナウイルスの影響がやや緩和しているが、依然と
して先行きは不透明である。

□
乗用車販売店（店長） ・新型コロナウイルスの影響で例年開催している移動展示会

を開催できず、客の来店を待つだけなので、今後も期待でき
ない。

□
その他専門店［時計］
（経営者）

・新型コロナウイルスが終息しない限り、客が不要不急の外
出をしないため、来客数が増加しない。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・新型コロナウイルスが落ち着けば、景気は緩やかに回復す
るが、感染が拡大傾向になれば、景気は更に悪化する。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスやインフルエンザの影響で、客が現在
よりも３密を避けるようになるなか、食に関する全ての業界
間での客の奪い合いが激しくなる。

□
一般レストラン（経営
者）

・新型コロナウイルスが終息するまでは来客数の一進一退が
続く。
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□

一般レストラン（経営
者）

・景気が少しずつ回復していくとも考えられるが、新型コロ
ナウイルスやインフルエンザの影響で景気が悪くなる可能性
もあるので、現時点では景気に大きな変化はないと判断して
いる。

□
スナック（経営者） ・ここまで悪くなると、今後、景気が良くなるとは思えな

い。

□
観光型ホテル（営業担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで高級旅館の景気
は良くなると思うが、一般旅館は助成金の金額変更か割引率
を考えてもらわないと厳しい状態のままである。

□
旅行代理店（経営者） ・現状では、旅行業への後押しも景気の回復につながらな

い。

□
旅行代理店（支店長） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンを始めとする各種

経済対策の効果を期待するが、現実的に景気が好循環に転換
していくにはまだ時間が掛かる。

□

タクシー運転手 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで県外から訪れる
人の数が増加している。ただ、新型コロナウイルスの影響で
全般的に乗車率が悪く、イベント等の開催も不透明なため、
今後も景気は変わらない。

□
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスが終息するまでは景気は良くなったり

悪くなったりの繰り返しである。

□
タクシー運転手 ・一時的にいい状態になっても持続しないため、今後も景気

は変わらない。

□
タクシー運転手 ・新型コロナウイルスの先行きが不透明なため、景気は変わ

らない。

□
通信会社（経理担当） ・新型コロナウイルスの影響で先がみえない状況が続いてい

るが、特にインターネットは今後も必要となってくるのでし
ばらくは今と変わらない状態が続く。

□

テーマパーク（業務担
当）

・本来であれば、年間で最も多くの来園者のあるイルミネー
ション開催時期であるが、新型コロナウイルス対策を行った
上での開催になることで、例年どおりのイベント開催は難し
く、今後の新型コロナウイルス感染状況も懸念されるなか、
開催を行っても例年同様の来園者数が見込めない。

□

その他レジャー施設
［温泉センター］（担
当者）

・近隣で新型コロナウイルス感染者が出てきており、これか
ら冬に向けてインフルエンザが流行する時期なので、集客が
見込めるかとても不安であり、今後の対策を検討していかな
ければならない。

□
美容室（経営者） ・まだまだ新型コロナウイルスを気にしている客が多く、来

店周期が伸びていく。

□
美容室（経営者） ・百貨店や商業施設の来客数も回復しておらず、商店街も人

出がない状態なので、今後も景気は良くならない。

□
設計事務所（経営者） ・これからは、新築より中古の物件をリフォームし流通する

方向に変わっていくと思われるが、今はまだそうした動きが
鈍く、見通しは現状と変わらない。

□
設計事務所（経営者） ・地価の評価額が下がったが、建売住宅などに比べると、注

文住宅はなかなか購入までにはつながっていない。

□
設計事務所（経営者） ・問合せ等の数は増加しているが、来場制限などが原因で受

注数が伸びない。また、リモートによる対面手法での受注の
伸びも鈍いため、しばらくは厳しい状況が続く。

□
住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルスの第３波が来るおそれもあるが、現在
の回復基調は維持できる。

▲
商店街（理事） ・新型コロナウイルスが終息しない限り、景気はやや悪くな

る。
▲ 商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響で厳しい状況が続く。

▲

商店街（代表者） ・新型コロナウイルスやインフルエンザが流行してくる時期
に景気がどのように動くかは分からない。結局は新型コロナ
ウイルスそのものよりも社会のムードや報道がどうなるかが
一番の問題となってくる。

▲
百貨店（営業担当） ・春夏商品の売行き不良等により、各メーカーの秋冬商品の

品ぞろえが例年に比べ少なくなることから、売上が減少す
る。

▲

百貨店（営業企画担
当）

・新型コロナウイルスの影響は少なくなってきているが、集
客策としてのイベントが実施できないことや店頭商品の在庫
確保が難しくなってきていることなどから、景気は悪くな
る。

▲
スーパー（財務担当） ・所得減少による節約のため、客が低価格志向になり、買上

点数が減少することから、売上も減少する。
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▲
コンビニ（エリア担
当）

・新型コロナウイルスが落ち着かないと景気は良くならな
い。

▲
その他専門店［布地］
（経営者）

・新型コロナウイルスの影響で人出が少なくなるため、景気
はやや悪くなる。

▲
通信会社（総務担当） ・利用希望件数が落ちてきており、契約数がこれまでどおり

確保できなくなる。

▲
放送通信サービス（総
務経理担当）

・新型コロナウイルスの影響で倒産件数が増加しており、今
後家計への影響が少なからず出てくる。

▲
通信会社（営業担当） ・新型コロナウイルスの影響による収入の減少や失業が続く

ため、景気はやや悪くなる。

▲
ゴルフ場（営業担当） ・例年よりも予約が少なく、新型コロナウイルスの影響で景

気はやや悪くなる。

▲
競艇場（企画営業担
当）

・９月初旬に開催したＧ１競走で売上が十分確保できたた
め、３か月後は売上が減少する。

▲
住宅販売会社（営業所
長）

・新型コロナウイルスの影響やボーナスの減少などにより消
費マインドが低下するため、景気はやや悪くなる。

×
商店街（代表者） ・駅前は旅行客などが増加するので良くなってくるが、街中

への人の流れがないため、今後も景気は良くならない。
× 商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響が続くため、景気は悪くなる。
× 商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響が続くため、景気は悪くなる。

×
一般小売店［眼鏡］
（経営者）

・経済活動の再開で、今後、ますます新型コロナウイルスの
感染者数が増加するため、景気は悪くなる。

×
百貨店（販売計画担
当）

・ボーナス支給額の減少、取引先からの商品供給の減少など
により景気は悪くなる。

×
コンビニ（エリア担
当）

・当分の間、競合店との消耗戦となるため、人員削減等も念
頭に置く必要があり、今後は厳しくなる。

× 乗用車販売店（統括） ・新型コロナウイルスの影響で買い控えが出てくる。

×

自動車備品販売店（経
営者）

・新型コロナウイルスの影響で、リモートワークだから自動
車通勤の社員が車を使わない、企業の訪問営業自粛で営業車
を使わないなど、負の連鎖が出てきており、今後、景気は悪
くなる。

×
自動車備品販売店（経
営者）

・既にかなり厳しい状況であるが、今後は更に厳しくなる。

×
住関連専門店（営業担
当）

・来客数が激減し、客の情報を把握できず、戦略の策定も困
難になっているため、今後も悪くなる。

×
その他飲食［サービス
エリア内レストラン］
（店長）

・新型コロナウイルスの影響で景気は悪くなる。

×
通信会社（広報担当） ・客が必要最低限しか購入する様子がないため、今後景気は

やや悪くなる。

×
美容室（経営者） ・新型コロナウイルスが終息しないと客が外出しないため、

景気は悪くなる。

◎
輸送用機械器具製造業
（経営者）

・景気は既にかなり盛り返しており、今後も良くなる。

◎

通信業（営業企画担
当）

・新型コロナウイルスの影響によりネットワークやサーバー
機器購入に向けた動きが活発化してきている。また、前年度
から計画していた機器の更新やデータセンター利用を年度内
に完了する動きが慌ただしくなってきているため、景気は良
くなる。

○
食料品製造業（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンで４連休のホテル
の稼働率が上がるなど好材料が出てきている。今後も人の動
きが活発になり、景気はやや良くなる。

○
食料品製造業（総務担
当）

・観光地や飲食店に客が戻りつつあり、景気は現状よりは良
くなる。

○
繊維工業（監査担当） ・緩やかにではあるが、受注額が増え始めており、販売方法

の改革で持ち直してくる。

○
木材木製品製造業（経
理担当）

・景気はまだまだ悪いが、今後は政府の様々な施策もあり、
これまでよりはやや良くなる。

○
化学工業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響が徐々に弱まるため、景気はや

や良くなる。

○
窯業・土石製品製造業
（総務経理担当）

・大口の引き合いもなく、受注も低迷したままの状況が続い
ているが、一部で実施が遅れていた設備改修に取り組む客も
出始めているため、景気はやや良くなる。

○
鉄鋼業（総務担当） ・１～３月の受注予測が少し上向いており、今後景気はやや

良くなる。

○
非鉄金属製造業（業務
担当）

・電子産業で受注が伸びてくるため、景気はやや良くなる。

企業
動向
関連

(中国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
輸送業（支店長） ・今後も巣籠り需要がある程度好調を維持するため、景気は

やや良くなる。

○
会計事務所（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等の効果も期待さ

れ、新型コロナウイルスの感染拡大がなければ、景気は上昇
する。

□
農林水産業（従業員） ・新型コロナウイルスの影響で休業する店などがあり、今後

も新型コロナウイルスの完全な終息が見込めないため、景気
は変わらない。

□
鉄鋼業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響で今後も景気に大きな変化はな

い。

□
一般機械器具製造業
（総務担当）

・受注量や販売量の動きをみると、今後も景気は変わらな
い。

□
電気機械器具製造業
（総務担当）

・新型コロナウイルスの感染者数が減少してきており、景気
は一時的には回復基調にあるが、まだまだ予断を許さない状
況が続く。

□
輸送用機械器具製造業
（経営企画担当）

・主要客からの受注内示量は高水準が続く。

□ 輸送業（総務担当） ・新型コロナウイルスの影響が続く。

□
通信業（営業担当） ・新型コロナウイルス禍において、経済活動や個人消費がど

の程度回復するかが不透明であることから、今後が見通せな
い状況である。

□

金融業（融資企画担
当）

・欧州などで新型コロナウイルスが再拡大していることか
ら、地元完成車メーカーの世界販売の回復ペースが鈍ってき
ている。このため、地元の系列部品メーカーの受注が引き続
き前年比で１～２割程度のマイナスとなるなど、景気は悪い
状況が続く。

□ 不動産業（総務担当） ・賃貸住宅の需要は例年どおり、年内までは落ち着く。

□
広告代理店（営業担
当）

・新型コロナウイルスの影響が続くため、景気は変わらな
い。

▲
化学工業（経営者） ・当面は新型コロナウイルスの感染拡大による世界的な経済

活動の停滞が続く。

▲
金属製品製造業（総務
担当）

・雇用調整助成金の休業補償が１万5000円であるのでまだ助
かっているが、営業からの受注見込みは芳しくなく、今より
も落ち込むため、厳しさは増していく。

▲
一般機械器具製造業
（管理担当）

・政府の景気対策がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン
に絞られるため、景気はやや悪くなる。

▲
建設業（経営者） ・受注量の減少傾向が続き、新規物件も出てこないので、景

気はやや悪くなる。

▲
輸送業（総務・人事担
当）

・受注の減少が長期化するため、景気はやや悪くなる。

▲

金融業（貸付担当） ・新型コロナウイルスの第２波の最中であり、取引先の収益
状況は厳しい。新型コロナウイルスの終息の見通しが立た
ず、第３波も予想され、収益面、資金繰り面では厳しい状態
が続く。

×
輸送用機械器具製造業
（財務担当）

・来年度の受注量については確定できていない部分が多く、
ここ数年来で類を見ない不透明さとなっており、今後景気は
悪くなる。

×
建設業（総務担当） ・今後、新型コロナウイルスの影響に加え、インフルエンザ

も流行するため、景気は悪くなる。
◎ － －

○
人材派遣会社（経営戦
略担当）

・新型コロナウイルスの大規模な感染拡大がなければ、経済
活動が活発になり、景気も回復していく。

○
求人情報誌製作会社
（経営者）

・新型コロナウイルスの状況次第だが、景気はもうこれ以上
は悪化しないという状況まで落ち込んでいるので、多少なり
とも良くなる。

○
新聞社［求人広告］
（担当者）

・企業は一時の閉塞感から脱却しつつあり、新型コロナウイ
ルスに対する制限緩和もあり、市場も緩やかながら回復して
いく。

○
民間職業紹介機関（職
員）

・一連のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが人の移動
と消費を刺激してきており、また地元では主要駅のリニュー
アルが完了したため、今後人出が増加する。

□
人材派遣会社（社員） ・景気は米国大統領選挙の状況やこの冬の新型コロナウイル

ス及びインフルエンザ等感染症の状況次第で下向くか上向く
か両極端となる。

□
人材派遣会社（支社
長）

・自動車系の需要が回復しつつあるが、景気回復には時間が
掛かる。

雇用
関連

(中国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
人材派遣会社（支店
長）

・これから劇的に市場が活性化することは考えにくい。業界
によってはめどが立たず、動きが止まったままの企業もある
ため、３か月後も景気は変わらない。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・採用の様子をうかがう企業が多いため、今後も厳しい状況
が続く。

□

求人情報誌製作会社
（広告担当）

・多くの企業が先行きがみえない不安を抱えながら、新しい
採用方法を模索している。新卒の採用者数は変わらないが、
前年までと大きく違うのは、企業の大半が量より質を優先す
るようになったということである。2019年卒以前の約４年間
くらいの売手市場のときは質より量で人数合わせでやむなく
採用する企業も多かったが、新型コロナウイルス禍の現在で
はそれがない。今後も厳しい採用状況が続く。

□

職業安定所（所長） ・土産菓子製造の会社から、新型コロナウイルスの影響で観
光客の減少が続いており売上の回復が見込めず、助成金など
支援がないと人員整理も考えざるを得ないとの話が出るな
ど、今後も厳しい状況が続く。

□

職業安定所（事業所担
当）

・新型コロナウイルス感染症の影響が様々な業種にあり、雇
用調整助成金等の申請も多く、８月の申請は、７月と比べ
23.4％増加している。また、雇用保険関係を前年と比較する
と、適用事業所数は７月が前年比1.9％増、８月が前年比
2.0％増、被保険者数は７月が前年比0.5％増、８月が前年比
0.6％増と共に微増で推移している。一方、資格喪失者数は
７月が前年比15.2％減、８月が前年比21.4％減と減少に転じ
ている。新規求職者数を前年と比較すると、７月が前年比
6.8％減、８月が前年比8.2％減と減少しているが、有効求職
者数は、７月が前年比0.4％増、８月が前年比5.8％増と増加
傾向になっている。

□
民間職業紹介機関（求
人・人材採用担当）

・新型コロナウイルスの影響が遅れて出てきている企業もあ
り、また、希望退職者を募る企業も出てくるなど、景気は厳
しい状況が続く。

□
学校［短期大学］（進
路指導担当）

・新型コロナウイルスの影響で企業の採用意欲が低下してい
るが、現状を打破する要素が見当たらないため、今後も現在
の厳しい状況が継続する。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・しばらくは現状が続く。

□
その他雇用の動向を把
握できる者

・新型コロナウイルスは引き続き景気に悪影響を及ぼす。

▲
職業安定所（雇用関連
担当）

・新規求人数、新規求職者数が減少しており、今後も景気は
やや悪くなる。

× － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
スーパー（店長） ・今後も周りの競合店舗の閉店の影響が出てくると思うの

で、この先も景気は良くなってくる。

◎
乗用車販売店（従業
員）

・県内の新型コロナウイルス感染者がいなくなり、長期の買
い控えの反動で来客数も増えてきた。

○

商店街（代表者） ・行政によるＧｏ　Ｔｏ　キャンペーン等も始まって、にぎ
わい創出という気運が徐々に高まっている。また、年末には
近隣の広場で、来街客が見込める大きなイベントが開かれる
ことになっている。第３波が来ない限り、経済活動と新型コ
ロナウイルス対策の両立がうまくできる雰囲気に徐々になっ
てきている。

○
百貨店（企画担当） ・経済活動が再開しており、今の状況が続けば、年末に掛け

て景気回復の期待ができる。

○

衣料品専門店（経営
者）

・大多数の人が新型コロナウイルスの影響で外出を控えてお
り、なかなか厳しい状態が続いているが、もう少し寒くなれ
ば、自粛の反動もあり、客の消費が多少戻ってくるのではな
いか。季節型インフルエンザと新型コロナウイルスがまた流
行らないことが条件ではある。

○
衣料品専門店（経営
者）

・９月の後半から少し気配が変わってきている。幸い気温も
下がってきており、長期予報では冬は相当寒いらしいので、
そこそこ期待できるのではないか。

○
乗用車販売店（役員） ・前年10月以降の落ち込みをカバーしつつ、新型コロナウイ

ルスの影響も軽減されていくだろう。

家計
動向
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○
住関連専門店（経営
者）

・新型コロナウイルスの影響で来客数が減っているが、当県
は感染者数が落ち着いてきているので、今後は景気は良くな
るのではないかと予想する。

○
一般レストラン（経営
者）

・歳末に差し掛かるので、新型コロナウイルスの再流行でも
ない限り、少しずつは上向くと思う。

○
旅行代理店（営業担
当）

・団体関係はまだまだ厳しいが、個人の動きに期待してい
る。

○

タクシー運転手 ・お遍路の予約が来月、再来月とそこそこ入ってきているの
で、これがキャンセルにならなければ今よりは良くなる。寒
くなってきて、新型コロナウイルスがどうなるかによるが、
このまま再拡大せずに収束に向かうようであれば、少しは良
くなると思う。

○
通信会社社員 ・訪問販売は、フェイスシールドなど感染予防対策を行うこ

とで徐々に実施している。契約獲得数をみても、３か月程度
前と比べ多少増加している。

○
通信会社（営業担当） ・来客数、購買意欲等も回復傾向にあり、冬商戦期に向けて

期待している。

○

競輪競馬（マネー
ジャー）

・今後、秋から冬に掛けて新型コロナウイルスの感染拡大が
予想されるが、並行して経済活動が徐々に回復すると予想さ
れる。現在の状況から比べれば集客力や消費力とも増加が見
込まれるためやや良くなると予想する。

○
美容室（経営者） ・もう世間も新型コロナウイルスに慣れていると思われるの

で12月に向けて少しずつ動いてくれると期待している。

○
美容室（経営者） ・各自で新型コロナウイルス対策をして段々と行動範囲が広

がってきている。

□
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響でどのような方向に向かってい

くのか不安定な状況下であるが、Ｇｏ　Ｔｏ　キャンペーン
等の様々な対策で良い方向に向かうことを期待する。

□
商店街（事務局長） ・特別定額給付金の効果が終わったことや、解雇、減給、閉

店、倒産の話がよく聞かれるようになっており、保守的な消
費環境が続くと思われる。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・近所の繁華街のテナントは空きが多く、夜の街に活気が
戻ってきていない。新型コロナウイルスの流行前に戻るには
まだまだ時間が掛かりそうだ。

□
一般小売店［酒］（販
売担当）

・今後冬に向かい、新型コロナウイルスと季節型インフルエ
ンザの同時流行となれば、もっと経済が回らなくなり、この
先いつまで店が維持できるか心配でしょうがない。

□
百貨店（営業管理担
当）

・大手アパレルメーカーの撤退や景気悪化による消費者マイ
ンドの更なる低下などを受けて、この先も厳しい状況が続く
と思われる。

□
スーパー（店長） ・抜本的な新型コロナウイルス対策が確立され、人々の生活

様式が元に戻らない限り、今の状態が継続すると思われる。

□
スーパー（企画担当） ・来客数の動きは落ち着くと推測するが、外食の状況が改善

するかどうかは判断できない。
□ コンビニ（商品担当） ・新型コロナウイルスの余波がある。

□
衣料品専門店（営業責
任者）

・まだ新型コロナウイルスの収束が見込めないなかで、在庫
減少の要因もあり、この秋冬シーズンは現在の状況が続くと
考えている。同業の多くが事業の継続に不安を抱いている。

□
乗用車販売店（従業
員）

・少しずつ景気は回復してきているが、大きな期待はできな
い。

□
その他専門店［酒］
（経営者）

・今月は第３のビールの値上がりの駆け込み需要で少し景気
は良いが、年末に掛けては余り良くないと思う。

□
その他小売［ショッピ
ングセンター］（副支
配人）

・新型コロナウイルスについて、もっと安心できるような
ニュースがなければ、現在の状況が続くと見ている。

□
観光型旅館（経営者） ・消費喚起施策により一定程度は景気が維持されるが、イン

バウンドが復活しないと本格回復にはならない。

□

都市型ホテル（経営
者）

・宿泊に関しては、個人客がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャ
ンペーンでそれなりに動いている。ただ、大きな大会や学会
等がないので落ち込んでくる。それと料飲部門については予
約が全く伸びない状態なので、１～２か月前と同様の動きで
はないかと思う。
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□

タクシー運転手 ・通常であれば12月に入ると繁忙期になるが、今は予測が付
かない。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等で、９月
の４連休は自家用車で県外から来る客がいたが、タクシー利
用は増えていない。また、電車の乗車率も余り良くなかった
し、飛行機で来る人も少なかった。10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｅ
ａｔキャンペーンが始まり期待感はあるものの、余り変わら
ないと予測している。

□
通信会社（営業部長） ・新型コロナウイルスの影響による景気悪化も一段落して、

今後は全般的に安定の方向ではないか。
□ 通信会社（支店長） ・新型コロナウイルスの感染拡大状況が見通せない。

□
設計事務所（所長） ・業界にもよるが、我々の建設業界は非常に先行きが不透明

で、民間の設備投資がどうなるかがはっきり分からない状況
である。

▲ 百貨店（販売促進） ・まだまだ先行き不透明である。

▲
スーパー（財務担当） ・取り込んできた外食需要が、再び新型コロナウイルス流行

前の状況に戻ってしまうと思われる。

▲
コンビニ（店長） ・目的買い以外の来客が減少し、超節約志向の暮らしが始

まっており、景気が悪くなる傾向にあると感じている。

▲
コンビニ（店長） ・たばこ増税の駆け込み需要の反動は避けられず、行楽の出

足が回復しないと売上回復の望みは薄い。

▲
コンビニ（総務） ・新型コロナウイルスの影響で良くなる要因が見当たらな

い。

▲
家電量販店（店員） ・新型コロナウイルスの影響で冬のボーナスが期待できない

のか、買い控えが起き始めている。

▲
家電量販店（副店長） ・巣籠り需要等も落ち着いてきているため、大きな売上増加

の見込みがない。

▲
乗用車販売業（営業担
当）

・９月末で当社のキャンペーンが終了するので、新型コロナ
ウイルスがこのままの状況であれば悪くなると思われる。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・現状の新車受注台数増加には新型車発売の効果があり、こ
のまま増加傾向が続くとは思えない。

×

商店街（代表者） ・中心市街地活性化のため、20年かけて実現間近になってい
た公共文化施設の着工が白紙化され、中心市街地と離れた場
所で改めて計画が進みつつある。20年の歳月と投資が無視さ
れるのなら、地方自治体は中心市街地復興の重要性を全く理
解できていないとしか思えない。間違いなく自治体の大きな
荷物となるだけの結果しか生まない。

×
一般小売店［文具店］
（経営者）

・状況が好転するとはとても思えないので不安であるが、年
明けには期待している。

◎
電気機械器具製造業
（経理）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが全国的に提供さ
れることが決定し、経済が活性化することが見えてきてい
る。

○
食料品製造業（経営
者）

・首都圏を中心とする外食産業に対する営業時間短縮要請が
解除され、外食向け商品の受注量が少しずつ回復しくると推
測している。

○

繊維工業（経営者） ・ホテル向けはまだ時間が掛かるが、その他の需要は徐々に
戻る傾向にあり、少しずつ良くなっていくだろう。ただし、
一度落ちた購買力は元に戻ることは望めないので、今後は経
営内容を見直し、営業社員の出張をＡＩでカバーするなど、
経費の見直しも同時に対応していく。

○
化学工業（所長） ・９月に入り受注も増加傾向で今後緩やかに回復していくと

思われる。

○

電気機械器具製造業
（経営者）

・地域に産業がないということを新型コロナウイルスで強く
思うようになった。竹でチップを製造するバイオマス発電が
注目されるようになってきて、多様性が成長の推進力となる
ことが理解され始めた。

○
輸送業（経営者） ・前月比では売上は戻りつつあるが、前年比ではかなり苦し

い状況である。

○
金融業（副支店長） ・景気対策の効果や新型コロナウイルスへの慣れもあり、景

気は一定程度は改善するものと思われる。

○

広告代理店（経営者） ・多くの客は依然として販促広告予算の削減が続いている
が、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが全国で始まる
ので、旅行関係等の販促広告は少し期待でき、売上は少し良
くなる。

□
農林水産業（職員） ・新型コロナウイルスの予防接種薬や治療薬が流通するまで

は、国民の不安解消や経済活動の回復は想像できない。依然
として県外出張等は自粛している。

企業
動向
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

□
木材木製品製造業（営
業部長）

・大手住宅メーカーの契約数は回復傾向にあるが、当社の受
注回復には半年程度掛かるとみている。

□

パルプ・紙・紙加工品
製造業（経理）

・新型コロナウイルスの影響で、除菌用ウェットクリーナー
の需要は高まっているが、アルコールの仕入制限があり、受
注以上の生産ができていない。また、フェイスマスクはイン
バウンドがなくなったことで売行きが悪い。

□

建設業（経営者） ・年間予算のうち上半期の発注量が増えた分、下半期の発注
量が減ることは自明であり、年間を通した受注量に大きな変
化はないと思われる。ただし、業務実施期間の平準化が進め
ば、その分、生産性の向上が期待できることから、業界では
相応の取組を始めているところである。

□ 建設業（経営者） ・良くなるには民間の工事がもう少し増えないと厳しい。

□

輸送業（営業） ・新型コロナウイルスの感染拡大防止への警戒を重要視する
なかで、自社で取り組むことができる即効性のある業績回復
の手立てとして、取引条件の適正化推進等が挙げられる。し
かし、越県移動や渉外活動自粛等の安全配慮を考慮した行動
が推奨されるなか、荷主との交渉も難航する状況にあり、厳
しい経営環境を打破できる見通しは一向に立っていない。同
業者の置かれている事業環境も同じであり、自社都合による
目先の収益を意識した運賃ダンピングにより、取引適正化の
流れに水を差されることを危惧している。

□
通信業（総務担当） ・新型コロナウイルスの第２波は感染者数に減少傾向が見受

けられるが、当社を取り巻く状況においては、中小企業向け
のサービスや商材の販売低迷が継続している。

□
税理士事務所 ・新型コロナウイルスの影響は減ってきたとしても抜本的な

解決策がないので、警戒心が解けず現況のままを予測する。

▲

輸送業（経理） ・新型コロナウイルスの感染者数は一時期より減少している
が、冬季に流行する季節型インフルエンザと同様に、増加す
るとの予想もある。そのため、一時期のように国内外共に自
粛や規制が始まると生活必需品以外の貨物輸送は減少するこ
とが懸念される。

×
鉄鋼業（総務部長） ・受注状況は更に悪化し、雇用維持のため10月から当面は月

２日程度で臨時休業を実施予定である。

×
一般機械器具製造業
（経理担当）

・新型コロナウイルスの影響の長期化、点在する地政学的リ
スク等、景気は極めて厳しい状況にある。

◎ － －

○

人材派遣会社（営業） ・企業の営業活動における出張エリアの制限が少しずつ緩和
され経済の動きも出てきた。これから気温も下がり、新型コ
ロナウイルスや季節型インフルエンザの流行など安心できな
い状況のなか、ウィズコロナ対策ができる業種とできない業
種で景気に格差が出てくると考える。

○
学校［大学］（就職担
当）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンや飲食店に対する
営業時間短縮要請の緩和等の現状から、今後新型コロナウイ
ルスの感染が再拡大しなければ景気は好転すると思う。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・徐々に回復傾向にはあるが、派遣の求人につながらない。

□

求人情報誌（営業） ・求人面からみると、県内周辺企業での求人数は横ばいの状
況が続く。求職者数は増えつつあるため、採用難ではなく
なってきたが、事業の先行きが不透明な業種が多く、トータ
ルでみると景気は横ばいと判断する。

□
求人情報誌製作会社
（従業員）

・新型コロナウイルスの影響により業績が悪化した企業が多
く、求人数の増加が見込めない。

□

職業安定所（求人開
発）

・新型コロナウイルスの影響で、休業している事業所からの
雇用調整助成金の申請が多数あり、人員整理等を実施する事
業所も出てきている。Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペー
ン等により人の動きが若干増えてきて、今後の状況は緩やか
に改善していくのではないかと思われる。しかし、急激な変
化はしばらくないと思われるので、今後２～３か月後の状況
は現状と変わらない。

□
民間職業紹介機関（所
長）

・好転する要素が見当たらない。

▲ － －

×
新聞社［求人広告］
（担当者）

・新型コロナウイルスの影響を大きく受け、広告業界は落ち
込んでおり、前年の売上には程遠い。

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）

雇用
関連

(四国)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎
住関連専門店（従業
員）

・例年に比べ、気温が冷え込む予想である。そのため、秋冬
寝具の需要が高まることに期待している。

◎
旅行代理店（従業員） ・東京がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン対象になっ

たことで、効果が出てくる。

○
商店街（代表者） ・緊急事態宣言が解除された６～７月は、かなり回復をして

きた実感があったが、９月が最悪の状況になり、11～12月に
は期待を込めて良くなると考えている。

○
商店街（代表者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　ＴｒａｖｅｌキャンペーンやＧｏ　Ｔｏ　商

店街キャンペーン等の国の施策により、年末に掛けて若干景
気が回復すると予想される。

○

商店街（代表者） ・少しずつ涼しくなっており、新型コロナウイルスが少しで
も落ち着けば、人の体調も良くなり、消費マインドや食欲も
出ることで、商店街へも足を向けてくれるのではないかと期
待しており、仕事への意欲も出てくる。

○
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの終息状況にもよるが、来客数の増加

や客単価が徐々に前年並みに戻る気配である。

○
商店街（代表者） ・10～11月よりキャンペーン関係のポップ受注が増え、年賀

状印刷も始まるため、売上は増加傾向になると予想される。

○

一般小売店［青果］
（店長）

・新型コロナウイルス禍が落ち着いてくると予想している。
また、地元の野菜も生産され、相場も落ち着いており、この
ところ急に寒くなっているため、鍋物関係の野菜がかなり動
くことを期待している。

○
一般小売店［精肉］
（店員）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーン等の施策効果が出ること
を期待している。

○

百貨店（営業担当） ・消費者のマインドが若干改善されつつあり、また、新政権
の政策の期待感もある。しかし、以前の数字は出にくいが、
マインド的には良くなってくると考えている。その辺りは、
商品等の工夫が必要になるが、うまく取り込み新たな提案を
し、その波に乗ることができれば、見通しは明るいと考えて
いる。

○

百貨店（売場担当） ・前年の９月下旬は、消費税引上げの駆け込み需要で120％
伸びたが10月はかなり落ち込み、それが２～３か月継続し
た。単純に新型コロナウイルスのマイナス要因を引いても上
向いていることから、現状より良くなると考えられる。百貨
店では衣料品関係が65.4％で、一部は85.0％と差が出ている
が、ダイレクトメールや北海道物産展のような大きな催事を
することで、今より上昇すると予想している。

○

百貨店（経営企画担
当）

・９月は、前年の消費税引上げ前の駆け込み需要もあり、前
年比２割程度の水準で推移している。新型コロナウイルス禍
以降の来店客数の減少は継続し、先行きは不透明であるが、
年末に向けて若干回復すると見込んでいる。

○
スーパー（店長） ・新型コロナウイルスの環境次第であるが、第三次感染ピー

クに至るまではマインド的に開放方向であると考えている。

○

コンビニ（経営者） ・学生の授業がオンラインから通学へ移行している。また、
Ｇｏ　Ｔｏ　ＴｒａｖｅｌキャンペーンやＧｏ　Ｔｏ　Ｅａ
ｔキャンペーンの効果で、人の動きが徐々に活発になること
から、来店客数の増加が見込まれ、在宅ニーズも継続してお
り、売上は上昇する見込みである。

○ 家電量販店（従業員） ・寒くなると暖房の需要が増える。

○
乗用車販売店（従業
員）

・２～３か月後は、新型車の試乗車が入るため、多くの集客
が見込める。

○
その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・年間を通して、10月から年末に掛けて売上が上がってい
き、気候も加わることで夏よりコーヒー需要が増え、今後２
～３か月の予想は、今より若干伸び、改善していく。

○

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンやイベント自粛緩
和等により、人の動きが活性化することに期待している。

○
高級レストラン（経営
者）

・物が売れず人の動きがない状態から、少しずつ経済活動が
始まり、予約も若干入っている。新型コロナウイルスとの新
しい生活様式で、経済を発展させていく状況になっていく。

○
一般レストラン（経営
者）

・このまま落ち着いてくれば次第に良くなると考えられる
が、これから冬場を迎えるに当たり、不安は払拭できない。

家計
動向
関連

(九州)
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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

○

その他飲食の動向を把
握できる者［酒卸売］
（経理）

・外食産業の繁忙期である年末が近づいているという季節要
因もあるが、感染予防対策等の準備ができ、予防商品の拡充
により安心して外食できる環境が整ってきている。また、イ
ベントの制限も緩和され、感染を抑制しながらも経済活動を
活性化させるという政府の対応に期待できる。

○
観光旅館組合（職員） ・徐々に客の動きは良くなっているが、ワクチン等ができな

いため安心して動けず、まだまだ先がみえない。

○
観光型ホテル（総務） ・新型コロナウイルス対策が、幅広く浸透してきている。Ｇ

ｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの東京参加解禁による
効果が、大いに期待される。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・東京がＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの対象とな
り、急に予約数が伸び始めた。新型コロナウイルスが今の状
況であれば、順調に伸びていくと予想される。

○
タクシー運転手 ・新型コロナウイルス発生以前のような完全復活は、望みよ

うがないが、徐々に良くなっている実感はある。

○
タクシー運転手 ・県外からの客の動きが、結婚式や旅行等で徐々に増えてい

るため、タクシー利用も増えると期待している。
○ 競馬場（職員） ・来店客数の増加が見込まれる。

○
美容室（経営者） ・おしゃれ産業では、新型コロナウイルス禍であっても、年

末に掛けて人の動きが多くなり、物も動くことに期待をして
おり、景気が良くなるように取り組んでいきたい。

○
美容室（経営者） ・悪いままでは経済が回らなくなり、店を閉店しなければな

らない可能性もあるが、12月は忙しい月になるよう期待をし
ている。

○

その他サービスの動向
を把握できる者（所
長）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンもあり、９月連休
では車の多さが目立つようになっている。東京の自粛が解除
されれば更に往来も多くなり、ビジネスでの行き来も増加す
ることで、景気回復にも望みが出てくる。

○
学習塾（従業員） ・今年は、前年より景気が悪いため、３か月先は現状より良

くなる。

○
住宅販売会社（従業
員）

・郊外の分譲事業の販売が良くなっている。

□
商店街（代表者） ・外出する気持ちは十分あるが、感染を恐れ外出自粛をして

いるため、需要が減少し景気は良くならない。新型コロナウ
イルスの感染状況で経済が変化すると考えられる。

□

一般小売店［鮮魚］
（店員）

・現在、魚の入荷が少なく、売れない状況であるにもかかわ
らず、高値である。人が動ける状態にならなければ物は動か
ず、不安を抱えながら商売をしている状況が継続しており、
年末に向かい先行きが懸念される。

□ 百貨店（総務担当） ・新型コロナウイルス禍次第で状況が変わる。

□
百貨店（企画担当） ・気温の低下とともに、これまで以上に新型コロナウイルス

に対する防御心が強くなるため、来客数が増加するとは考え
にくい。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーン等に期待したい。

□

百貨店（営業担当） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンでの観光客が目
立っているが、地元では県外客との接触感染警戒による外出
抑制は継続しており、当店もダイレクトメールによる販促を
抑制している。帰省は減少しており、３世代来店や購入は減
少している。物産催事ではネットや通販受注移行で客の期待
に対応した。紳士・婦人衣料雑貨の自家需要やお買得なクレ
ジット催事、また、一部し好性の高い舶来雑貨や工芸品は単
価維持しているが、慎重な行動姿勢や購買意欲減退、生活防
衛意識は継続すると予想される。また、商店街への人出や購
入減少は、すぐに回復しない。

□
百貨店（販売促進担
当）

・新型コロナウイルスの影響は若干回復傾向にあるが、大幅
な回復が見込めない。

□
百貨店（プロモーショ
ン担当）

・４連休の盛り上がりは、冬の外出自粛を見据えてという声
も多く、クリスマスや正月は例年どおりの楽しみ方はできな
いため、新たな提案が必要だと考えている。

□
百貨店（業務担当） ・今の状況は変わらないと予想するが、今後新型コロナウイ

ルス禍が沈静化すれば、若干動きが戻り、感染が拡大すれば
動きは鈍るということを繰り返していくと推測される。

□
百貨店（売場担当） ・衣料品を中心に商品供給量の縮小が懸念されることから、

来店客数は増加に転じても、売上が順調に回復することは厳
しいと考える。

□
スーパー（統括者） ・今後の自社の出店戦略や営業戦略から競合店出店も鑑みる

と、今の売上や利益は維持できると考える。
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□
コンビニ（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始まるが、クー

ポン券の取得や利用可能な施設や地域は限られており、経済
全体の活性化に大きなインパクトがあるとは考えられない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・今後の状況変化は予測できないが、新型コロナウイルス対
策による防疫意識がより成熟される。クリスマスケーキ等の
年末催事商材への反応は、ほぼ例年どおりである。

□
コンビニ（店長） ・新型コロナウイルスによる新しい生活様式に慣れた状態

が、今後も継続すると予想している。

□

コンビニ（エリア担
当・店長）

・10月にたばこ増税で値上げとなるが、それに伴い、客数も
伸び悩むと予想される。その後、年末年始商戦に入るが、す
ぐには予約が入ると思われず、12月以降の売上に期待をした
い。

□
衣料品専門店（店長） ・まだ、新型コロナウイルス収束の兆しはなく、状況は変わ

らない。

□
衣料品専門店（取締
役）

・寒くなれば、厚手の商品が動き、単価も上がるため期待を
しているが、この状況で景気が良くなるとは考えられず、企
業努力に取り組むことを考えている。

□

衣料品専門店（総務担
当）

・何とか景気が良くなるように対策を考えているが、全く考
えつかない。新型コロナウイルスが終息し、購入意欲が増さ
なければ、この状況は継続していくと考えているため、今後
が不安である。

□
家電量販店（店長） ・特別定額給付金効果で、需要の先食いしている感は否め

ず、プラス要素がない。

□
家電量販店（店員） ・一部リモート関係で欠品したが、家電量販店ではほぼ解決

している。

□

家電量販店（店員） ・新型コロナウイルスの影響で、レジャーや旅行、外食に行
けず、家電の売上がないのではないかと心配していたが、購
入実績は上がっており、この状態が継続すると見込んでい
る。ただ、12月のボーナス時期が心配である。

□
家電量販店（総務担
当）

・家電は端境期に入っていくが、ここ２～３か月前と変わら
ない動きを予想している。特にネット通販に期待している。

□
家電量販店（広報・IR
担当）

・家電は生活必需品のため一定の需要が見込めるが、新型コ
ロナウイルスの影響は先行き不透明で、消費マインドの上昇
は簡単ではないと考える。

□
乗用車販売店（従業
員）

・９月は、決算月のため販売量に大きな動きがあったが、来
月以降の先行きは分からない状況である。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・新車販売台数は、当面の間新型車効果で、今月並みの好調
を維持する。

□ 乗用車販売店（代表） ・景気が良くなる好材料がなく、現状が継続する。

□

住関連専門店（経営
者）

・今月後半、同業者のイベント等で、各店を回って買い回り
をする客がいるものの、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャン
ペーン等で新型コロナウイルス感染が拡大すると景気の回復
は見込めない。

□

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・燃料油の仕入価格は、不透明で見通せないが、燃料油及び
カーケア商品等の販売量も戻りつつある。秋の行楽シーズン
を迎え、自家用車等を利用して、安近短の旅行を楽しもうと
しており、販売に期待している。

□
高級レストラン（経営
者）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンを利用して当県へ
宿泊し、加えてＧｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンでの来店に
期待をしている。

□

スナック（経営者） ・今のところ当県での新型コロナウイルス発症者数は低いレ
ベルで推移しているため、街にやや活気が戻っているが、イ
ベント開催の自粛及び縮小要請や企業の社員への会食自粛要
請等は続いており、今以上に売上が回復することは難しい。

□
通信会社（企画担当） ・民間予算は思わしくない状態であるが、官公庁は変わらず

動いている。会社全体では、引き合い含めると動きは変わら
ない。

□
通信会社（業務担当） ・新型コロナウイルスの影響で減少した売上が元に戻る可能

性は低く、新しく販路を開拓する必要がある。

□
ゴルフ場（従業員） ・新型コロナウイルスの第３波がどうなるか見通せない状況

であるが、しばらく現状が継続する。

□
ゴルフ場（営業） ・政府の景気浮上の施策を出してきているが、実体経済に反

映されるのには、まだまだ時間が掛かる。

□

理容室（経営者） ・９月後半から来店客数の動きが良くないが、業界的には涼
しくなるにつれ来店サイクルが伸びていく状況になり、１か
月の来店客数が減少するため、これから良くなる傾向にな
い。
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□
美容室（店長） ・新型コロナウイルス感染者が発生するたびに、客は敏感に

なり来店を控えており、今後もこの悪い状況が継続する。

□

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・当県の新型コロナウイルス感染者数の増減がサービスキャ
ンセルに比例している。８月から全国で人の移動が顕著に
なっていることから、再増加が考えられる。

□

その他サービスの動向
を把握できる者
［フィットネスクラ
ブ］（営業）

・秋～冬に掛け、経済活動の再開に伴う新型コロナウイルス
感染の広がりが、どれほど影響するか想定が難しいところで
あるが、３か月先は現在と変わらないか、あるいは少し悪く
なると予想している。

□
設計事務所（所長） ・１年近くは、やや良くない状態が続いている。新しい案件

も少ないため、この状態が継続すると考えている。

▲
商店街（代表者） ・今後、Ｇｏ　Ｔｏキャンペーン等により、大都市と人の流

れが増す地方では、感染に敏感に反応し、外出自粛の行動が
予想される。

▲
商店街（代表者） ・当市の中心商店街では、売上不振で撤退する店が数店出て

いる。有名なアパレルショップが、閉店セールを行ってお
り、これから一段と厳しい商況になると危惧している。

▲
一般小売店［生花］
（経営者）

・10～11月は、発表会等のイベントもなくなり、花の需要が
少ないため、売上は減少する。

▲
一般小売店［茶］（販
売・事務）

・今から過ごしやすい気候になり、売上に期待したいところ
ではあるが、現状の人の動きからは売上に期待できず、先行
き不透明である。

▲

スーパー（総務担当） ・これまでは新型コロナウイルス禍の影響で、巣籠り需要が
非常に大きかったが、感染者数がこのまま減少し、Ｇｏ　Ｔ
ｏキャンペーンの東京参加で盛り上がりを見せるようになれ
ば、内食需要は抑えられていくこととなる。ただし、インフ
ルエンザの流行や感染者数が再度増加すれば、年末商戦は逆
に例年以上に盛り上がることも考えられる。

▲
スーパー（企画担当） ・年末に向け大型イベントによる消費が大きくなるが、今

シーズンは全体的に縮小傾向になると考えられ、現状より悪
くなる。

▲
スーパー（経理担当） ・社会全体が異常事態から脱すると、スーパーマーケットで

は以前のような前年割れ状態に戻ると予想される。

▲

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・冬の新型コロナウイルス感染再拡大が不安である。現状で
は、波はあるものの新型コロナウイルスの影響から回復基調
にある。テナントの業績もギリギリ耐えており、これ以上の
マイナスは倒産の引き金になりかねず、企業規模に関係なく
倒産の可能性があるところまで広がっている。新型コロナウ
イルスの感染が再拡大しても経済との両立を視野に入れた政
策に期待をしている。

▲

一般レストラン（ス
タッフ）

・今は、新型コロナウイルスによる特別定額給付金やクーポ
ン券等の経済対策により、自粛の反動で人が動いているが、
それにも期限がある。もう一度特別定額給付金の支援がなけ
れば、次の新型コロナウイルスには耐えられない。年末の忘
年会等も期待できない。

▲
居酒屋（経営者） ・寒くなり新型コロナウイルスやインフルエンザが増加し、

外出する機会が減少することで、景気は厳しくなる。

▲

観光型ホテル（専務） ・Ｇｏ　Ｔｏ　キャンペーンは１月まで続く予定であるが、
キャンペーン終了後に波が引くことが心配である。例年は、
通年で団体客が入っており、早く新型コロナウイルスが終息
して団体客が戻るのを期待している。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・冬に向かって、再び新型コロナウイルスの感染者が増加す
ると、人の動きは止まってしまう。

▲
タクシー運転手 ・第３波が発生した場合、かなりの自粛があると予想され、

加えて、当地経済を支えていたインバウンドがないため、こ
の業界にとってかなり厳しい状況が継続する。

▲
通信会社（営業担当） ・飲食店は、現在が継続や廃業の分岐点となっている状態

で、今後の景気を懸念している。

▲
通信会社（企画担当） ・新型コロナウイルスに起因する光インターネットニーズが

上昇していたが、その特需も終わると予想している。
▲ 設計事務所（代表） ・新型コロナウイルスの影響が長引きそうである。

▲

住宅販売会社（従業
員）

・新型コロナウイルス関連で上期の収支が決定し、下期の予
想を立てることになる。これから12月決算の収支を確定して
いくが、景気の動向は新型コロナウイルスに左右される。そ
れに伴って、株価も動いてくるため注視していきたい。
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×

コンビニ（経営者） ・住宅街の景気は、極端には悪くない。しかし、中心部で
は、非常に売上が悪くなっている。要因は、飲食店の客が、
今まで簡単な買物に来店していたが、営業時間の短縮や休
業、又は閉店が目立つようになり、徐々に悪い状態に進んで
いる。

×

コンビニ（経営者） ・３か月後から来年に掛けて、新型コロナウイルスの終息が
見え、街中の店舗や住民のマインドが向上し、購買意欲が促
進され景気が上昇することを望んでいる。来年まで店を維持
できるか懸念される。

×
コンビニ（店長） ・多くの企業で、リストラや冬季ボーナスカット等があり、

少し良くなっているかのようにみえるが、根本は変わってお
らず、先行き不透明なため、景気は悪くなる。

×
衣料品専門店（店長） ・連休も終わり季節の変わり目であるが、今年は、売上が伸

びる期待を持てない。

×
観光名所（従業員） ・紅葉の時期に入り、加えてＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャ

ンペーンの影響もあり、徐々にではあるが問合せ等の件数が
増えている。

×
設計事務所（所長） ・景気の影響は、地方や建築業界ではタイムラグがあり、ま

た今後の新型コロナウイルスの状況等に備えて不要不急の支
出を抑えると考えられる。

◎ － －

○
食料品製造業（経営
者）

・少しずつではあるが、水害復旧も進み商品の出荷も安定し
ていく。

○
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・イベントを催したが、人出は随分良くなっている。Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等の施策で、人出や受注関
係も現在より良くなると期待している。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・年末に掛けて、受注が増加する見込みである。

○
電気機械器具製造業
（取締役）

・９月は売上が戻る傾向であるが、来年３月までは横ばいが
続く。

○

輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・新型コロナウイルスの影響により、上期台数は計画に対し
て下振れの傾向であったが、下期に向けて当初予算台数以上
に回復している。また、令和２年７月豪雨・台風接近による
稼働停止分のばん回台数の追加もあり繁忙状態である。

○
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・少しずつではあるが、後継機種の話も出始め、景気が戻り
つつあると期待したいが、これから寒くなるため、新型コロ
ナウイルスに対する世の中の動きを注視したい。

○

金融業（営業） ・新型コロナウイルスの影響は残るものの、様々な業種で緩
やかに需要は回復している。景気の水準は低いが最悪期は脱
している。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンもプラス要因となってい
る。

○

金融業（営業担当） ・10月からＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン等も本格
スタートし、気候も良くなることで心理的に行動頻度も増加
している。企業も融資にもよるが、全体的に前向きな動きを
している。したがって、新型コロナウイルスの感染状況やイ
ンフルエンザの流行にも影響されるが、今より良くなると予
想され、出金需要も今後前向きな投資に移っていく。

○ 不動産業（従業員） ・宿泊施設の稼働率が、若干上向きに戻りつつある。

○
広告代理店（役員） ・客の業種によっては回復基調にあるところも出ているが、

まだ良くなるには程遠い状態である。

○
経営コンサルタント
（代表取締役）

・投資を再開する取引先や控えていた社内業務が発生してき
ている。

○
経営コンサルタント
（社員）

・日中の動きは良くなっているが、夜の外出が少ない。しか
し、少しずつ活動範囲が増え、活発化しそうな状況である。

□

農林水産業（経営者） ・新型コロナウイルスも若干落ち着いているものの、地方で
も突如集団感染が発生するため、まだまだ油断できない状況
である。一番の課題は、外食部門の回復であるが、現状から
では今年１年、あるいは、来年の春先までは、回復は厳しい
状況である。そのため、利益が落ちても他の部門で回復を図
る対策を講じることを考えている。

□
農林水産業（従業者） ・本来は価格が高くなる傾向にあるが、今年は新型コロナウ

イルスの影響で、春の単価が高かったため、秋の単価低迷の
可能性はある。

□
出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・地図を利用する要素が特にないため、現状が継続する。

□
化学工業（総務担当） ・農薬や医薬の需要や価格は、引き続き堅調と予想してい

る。

企業
動向
関連

(九州)
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□
精密機械器具製造業
（従業員）

・まだまだ生産数が減少のまま低迷が続いている。今年も残
り３か月になり、このままの状態が続く。

□
建設業（従業員） ・現場作業員の配置が埋まっているので、受注に向けて大変

難しくなっている。今期は目標達成しており、来期に向けて
受注活動に力を入れたい。

□
輸送業（従業員） ・先行き不透明な部分もあり、受注に二の足を踏んでいる状

況が続いており、変化の兆しは見て取れない。

□
輸送業（総務担当） ・新型コロナウイルス感染が再度拡大傾向になれば荷動きも

悪くなり、感染が減少傾向に向かっても、人の行動はすぐに
元どおりとはならないため、しばらく耐え忍ぶことになる。

□
通信業（経理担当） ・新型コロナウイルスの終息に向けての材料に乏しいため、

今後も変わらない。

□

金融業（従業員） ・新型コロナウイルスに対する不安感が払拭されていない面
はあるものの、Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンによ
り国内の旅行者が増加している。このため、ホテル・旅館・
飲食店等では、やや明るい状況が見られ始めている。

□

金融業（調査担当） ・年末の需要増加に期待する声を聞くが、今年度の企業設備
投資は慎重スタンスが強まっている。新型コロナウイルスの
終息が見通せず、冬季のインフルエンザ流行も懸念されるこ
となどから、企業や消費者のマインド高揚は期待薄である。

□

金融業（調査担当） ・新型コロナウイルスの感染は、スペインやフランス等を中
心に感染が再度拡大している状況であり、日本の景気も３か
月後に新型コロナウイルス禍以前の水準に戻ることはないと
考えている。国内景気は、個人消費等の持ち直しの動きはみ
られるが、僅かな回復にとどまっている。また、日本企業の
設備投資額は、過去10年で最低の伸び率であり、収益悪化に
よる投資意欲の低下がみられる。今後、政府主導で景気全体
を押し上げる支援策を打ち出し、景気回復を期待したいとこ
ろである。

□
新聞社［広告］（担当
者）

・景気が良くなる好材料が見当たらない。

□

経営コンサルタント
（代表取締役）

・新型コロナウイルスが完全に終息しないまでも、拡大しな
い状況であれば、徐々に改善する手応えを感じる月になって
いる。しかし、クラスター等が発生した場合は、また景気が
悪化することが十分考えられる。

□
経営コンサルタント
（社員）

・当面の話題は持続化給付金が主であり、新規の動きは見ら
れない。

□
その他サービス業［物
品リース］（職員）

・現状では、余り変化はない。

▲
繊維工業（営業担当） ・経済が回ることで、遅れている状態から通常の流れになっ

てくることを期待している。

▲
金属製品製造業（事業
統括）

・客から、新たな設備投資の意欲を感じられない。このまま
では、更に景気の落ち込みは避けられず、役所からの発注が
不可欠である。

▲
輸送業（従業員） ・輸出入が新型コロナウイルス発生以前の水準になかなか戻

らず、景気が回復する話はない。運送業も合併や買収で数社
吸収合併されることも考えられる。

▲
通信業（職員） ・年末以降の受注量が読めておらず、若干落ち込む可能性が

ある。

×

家具製造業（従業員） ・現状では、Ｖ字回復するための好材料はない。ワクチン開
発と普及が１つの転機であるが、すぐに効果があるワクチン
ができるとは考えられず、自然に収束するのを待っている状
態である。東京オリンピックが開催され、景気が少し前進す
ることが唯一の望みである。

×
一般機械器具製造業
（経営者）

・客先まで営業に行けない状況であるため、営業戦略を見直
してマーケティングを仕掛けているものの、当面はこのまま
の状態を続けるしかない。

×
電気機械器具製造業
（総務担当）

・新型コロナウイルスの影響により、先行き不透明である。

×
建設業（社員） ・第３、第４四半期の発注は、極端に少ないため、大型補正

を組み早期の発注を望んでいる。

×

その他サービス業［コ
ンサルタント］（代表
取締役）

・今年度の当初予算は、既に発注が終了しており、10月以降
の受注が見込めない状況にある。新型コロナウイルスの感染
防止対策とは別に通常の予算が執行されるようになるまで
は、この状況が続く。

◎ － －雇用
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○

人材派遣会社（社員） ・新型コロナウイルスの影響が長引いたため、派遣は目立っ
た伸びはなく、人材紹介にシフトしている。他業界でも新型
コロナウイルスを意識した様々な動きが安定していき、少し
ずつ好況へ向かうと予想している。

○

新聞社［求人広告］
（担当者）

・感染予防策も浸透してきたことで、外出や消費等、人の活
動もより活発になる。10月には地震で被災した国道も開通
し、現在のような落ち着いた状況が続けば、県境を越えた移
動もより増加し、観光や地域商店等への好影響も期待でき
る。

○
職業安定所（職員） ・求人職種の変化や失業給付受給者の就職件数が、それほど

減っていない状況から、新型コロナウイルス対策が通常にな
り、その状態に対応した形で経済が回り出している。

□
人材派遣会社（社員） ・冬の定例イベントが確定していないため、先行きが読めな

い。

□
人材派遣会社（社員） ・企業も新しい生活様式を模索しており、欠員が出てもすぐ

に補充しない企業が多い。

□
人材派遣会社（社員） ・Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンにより観光業界等は活気付くと考

えられるが、当社のような観光産業に関わっていない業種
は、引き続き求人がない状況が続く。

□
人材派遣会社（社員） ・業績回復の見通しが立たず、現状人員の維持で生産性向上

を図る方向で考えている企業が多い。

□

求人情報誌製作会社
（編集者）

・年末商戦に向けて、人材確保の動きが活発になることを期
待しているが、特に当市の場合はインバウンド頼みだっただ
けに、引き続き厳しい状況が続くものと考えられる。Ｇｏ
Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンも期待できない。

□
職業安定所（職員） ・新型コロナウイルス感染症への確実な対抗策等が確立され

ていない。

□

職業安定所（職員） ・猛暑が収まってきたことと新型コロナウイルスへの対策に
より、これ以上の悪化はしないと考えられるが、９月に入っ
て長期間の売上不振で雇用維持も厳しい事業所も出ており、
すぐに求人募集が増加する等の回復は難しい。

□

学校［大学］（就職支
援業務）

・新型コロナウイルス感染拡大の影響は、継続するものと考
えられる。そのため、現在も継続している新卒採用活動を控
える可能性も否定できない。しかし、将来的な企業活動の継
続を勘案した上で、採用活動を行うことを考えると、現状か
ら更に悪化することはないと予測している。

▲ － －

×

新聞社［求人広告］
（社員）

・９月の４連休では人出が回復し、新聞広告でも旅行広告の
出稿は回復傾向にある。しかし、求人を含めた新聞広告全体
では、９月の出稿量は厳しく、改善の兆しは薄い。イベント
が一部で復活したのは好材料であるが、全体を押し上げるま
でには至っていない。

×

新聞社［求人広告］
（担当者）

・経済活動の施策であるキャンペーンや海外の入国再開に動
きがあるため、ある程度の感染拡大は考えられるが、周辺企
業では冬のボーナスの削減や非正規雇用の解雇が既に予想さ
れており、再度自粛になった場合の影響が深刻である。

×

民間職業紹介機関（職
員）

・就職難であることと、企業自体の経費削減のため、採用予
算が削られる傾向にあり、業界としてはかなり厳しい状況に
なると考える。特に、合同企業説明会は、新型コロナウイル
スの感染拡大次第で、中止に追い込まれる等先行き不透明な
要素が多く、危惧している。

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ － －

○
百貨店（店舗企画） ・新型コロナウイルスの感染状況にもよるが、これまで経験

してきた販売方法を年末商戦に向けて工夫しながら売上確保
に臨む。

○

スーパー（販売企画） ・前年比での消費税増税の影響は今月のみであり、２～３か
月後は今までどおり新型コロナウイルス禍での客数減、買上
点数増が続くとみられる。しかし、競合店出店の影響で少し
悪い状況が続くとも予測する。

○
コンビニ（経営者） ・地元の客が増加しており、観光客も少しずつ増えてきてい

る。

関連

(九州)

家計
動向
関連

(沖縄)
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○

観光型ホテル（マーケ
ティング担当）

・現段階の予約状況から推測される今後２～３か月後のホテ
ル客室稼働率は、まだ前年実績に至らないものの、Ｇｏ　Ｔ
ｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果が出てきており、予約
が伸びてきている。

○

通信会社（営業担当） ・10月に人気機種が発売されるとみられるので、供給が潤沢
になれば市場は活気付くと予想する。新型コロナウイルスに
よる外出自粛もなくなり、今後年末に掛けて来客も増えてく
るので、感染対策には十分な注意を払い安心して利用できる
店作りを行えば客も戻ってくると期待する。

○
その他サービス［レン
タカー］（営業）

・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンの効果が少し出て
きており、観光客の予約数が回復傾向にある。

□
一般小売店［酒］（店
長）

・飽くまで一時的な回復であり、すぐに景気が回復するよう
な国の政策がみえない。

□

コンビニ（経営者） ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン後の新型コロナウ
イルス感染拡大に伴い客足は激減した。９月の大型連休によ
り期待感を持つことはできたが、連休期間のみ来店客が増加
し、９月の大型連休終了後は自粛モードに戻った感が否めな
い。

□
コンビニ（代表者） ・新型コロナウイルスの影響はまだ続くと判断する。今後、

雇用問題が大きくならないかが不安材料である。

□

衣料品専門店（経営
者）

・今月の前半は自粛中ということで客の出が余り良くなかっ
たが、後半に掛けては良くなってきている。しかし販売につ
ながっている感覚はない。景気が良くなる気配はまだ感じな
い。

□

観光型ホテル（代表取
締役）

・期待していた修学旅行の予約もキャンセルが相次いでい
る。このまま低い水準で進むとみている。厳しい状態が続い
ている。東京のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン除外
が解除されることで少しは客数が増えることに期待してい
る。

□
旅行代理店（マネー
ジャー）

・Ｗｉｔｈ新型コロナウイルスで世の中は動き出さないとい
けないとは考えるが、もう大丈夫だからという気持ちにはな
かなかならない。

□
観光名所（職員） ・10月より始まる東京都民のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャ

ンペーン解禁と地域共通クーポン開始次第では大きく良い方
向に改善していくのではないかと考えている。

□
住宅販売会社（代表取
締役）

・新型コロナウイルスの影響が多少落ち着いてきたのか、業
況の良い一部法人企業からの投資案件の受注が見込める。

▲
スーパー（企画担当） ・10月からの酒税やたばこ税の税率変更に伴い、販売点数の

減少が予測される。

▲

コンビニ（副店長） ・10月からの本格的なＧｏ　Ｔｏ　キャンペーン開始に伴い
人の流れができ景気回復傾向とみられるが、第３波、第４波
が発生した際により各個人の心理的抑制が強まると危惧す
る。

▲

衣料品専門店（経営
者）

・東京対象のＧｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが始ま
ることも影響して少しは景気は上向きになるかもしれない
が、これから冬に向かっていくにつれ、不安材料の方が大き
くなることは間違いない。

×
商店街（代表者） ・新型コロナウイルスの影響があり、薬が開発されない限り

は倒産や集客難など日々状況が悪化していく。

×

その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・ステイホームが根付いて、前のような遅い時間の入客は取
れなくなりそうなので、観光客、ネット販売、持ち帰りなど
多面的な営業を始めているが、まだ結果が出ていない。飲食
に関しては、新型コロナウイルスとの接触を恐れて求人が取
れず、時給が上がっている。

◎ － －

○
食料品製造業（総務） ・新型コロナウイルスの感染が落ち着き基調で推移するなら

ば、徐々に景気も改善されていくとみられる。

○
建設業（経営者） ・新築の住宅及び介護施設関連の建築について、具体的な商

談に進む客の来場が増えている。

○

輸送業（経営企画室） ・県外からの観光客が戻ってきているようにみられる。今後
も徐々に増えていくと予想され、微増ながら消費は増えてい
くものではないかと考えられる。また、取引先の中には国外
渡航が解禁されるに当たって、通常のビジネス拠点へ戻る方
もいるため、経済活動が進んでいくとみられる。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・新型コロナウイルス感染拡大の影響で、特に民間の大型工
事予定がキャンセル、保留の状態となっている。

企業
動向
関連

(沖縄)
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□

輸送業（代表者） ・宮古島、石垣島の建設関連は、官需部門においては新型コ
ロナウイルス関係で停止していた現場も復活しており、比較
的順調に推移すると考える。民需はホテルやアパート等が若
干落ちている。そのようななか新規参入船が稼働して供給過
剰となり、競争が激化しそうである。

□
広告代理店（営業担
当）

・まだまだ新型コロナウイルス感染症の影響が改善される傾
向にはなく、県内企業の業績悪化による販促活動の縮小均衡
はもうしばらく続くものとみている。

□ 会計事務所（所長） ・国民の心理的不安は当分は払拭されない。
▲ － －
× － －
◎ － －

○
人材派遣会社（総務担
当）

・10月からのＧｏ　Ｔｏキャンペーンの地域拡大により、景
気が少し回復し、求人数も増加するのではないかとみられ
る。

○

求人情報誌製作会社
（編集室）

・６月後半から７月に掛けて、求人件数が増加傾向にあった
が、８月の沖縄県独自の緊急事態宣言発出により、件数の減
少幅が大きくなった。９月後半から観光客の増加とともに飲
食業の求人件数も少しずつ増加しているので、やや良くなる
のではないかと期待している。

○
職業安定所（職員） ・今後の新型コロナウイルス感染者数の状況変化によって予

測不能であるものの、ここ最近は求人を出す新規の事業所が
若干増えてきている。

○
学校［専門学校］（就
職担当）

・新型コロナウイルス対策が広がってきて人が動き出してい
る。取りあえず求人数が増えてきている。

□
求人情報誌製作会社
（営業担当）

・年末に向けて求人数が減少する。

□
学校［大学］（就職支
援担当）

・求人することに対し、先行き不透明感から慎重になってい
る企業がある。

▲ － －
× － －

雇用
関連

(沖縄)
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